
    
      



    

  
    
      



    

  



























    
      ＭＦ文庫Ｊ

一年十組クラス・エックスの奮闘

～クラスメイトの清浄院さんが九組に奪われたので僕たちはクラス闘争を決意しました～
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１話　スパッツとピー音と食べ損ねたアイス







「や、やばっ！　遅刻だ……！」

　花はな咲さき皆みな人とは大慌あわてで制服を着ると、食卓に出してあった冷たいトーストを引っつかみ、靴をつっかけて家を飛びだした。

　学校は徒歩圏けん内ないなので、どうしてもぎりぎりまで眠っていたいという欲が出る。おかげで、たまにこうして遅刻してしまいそうになるのだ。

　でもまあ、走れば五分もかからない。皆人はトーストをくわえて学校を目指した。

　最後の角を曲がった途と端たん、大きな背中が目の前に立ちふさがった。

「う、わっ……！」

　よけられない。

　ぶつかった。

　トーストが宙を舞い、弾はじき飛ばされた皆人は尻しり餅もちをつく。

　大きな背中の持ち主が振り向いて、眼鏡めがねの奥の目を、キランッ――と光らせた。

　そして素早く手をのばし、トーストをわしづかみにして、即座に口に放ほうりこむ。

　あっという間にのみこんでしまった。

「真ま田た部べ……おはよ」

　皆みな人とが挨あい拶さつをすると、真田部司つかさは、手に持っていた袋からかりんとうを取りだして食べながら、こくりとうなずいた。

　司はいつも何か食べている。食べずにはいられないから、食べつづけているのだ。

　皆人は立ちあがって司に近づいた。

　すると、司の手が止まった。

「おはよう、花はな咲さき。トーストを食べてしまって、ごめんなさい」

「いいよ、ぜんぜん。気にするなって。あっ。急がないと、遅刻！」

「ボクはゆっくり行くから」

「そっか。じゃあ、あとで！」

　皆人はふたたび走りだした。

　足を止めずに振り向くと、司はまたかりんとうを食べている。

「たいへんだよな。食欲が止まらないとか、おれには想像もつかないけど。女の子だもんな――とか言ってる場合じゃない！」

　皆人は無駄に堂々としている学校の門を駆かけ抜けた。



　私し立りつ天てん命めい学がく園えん。



　皆人や、さっき行き会った司が通っているこの学校は、いわゆるふつうの学校とはちょっと――いや、だいぶ違う。

　学力だとか人格だとか、そういったあたりまえの基準とは無関係のところで、この学校にふさわしいと認められた者以外は、何があっても絶対に入学できない。

　入学が認められた生徒は、総合判定という形でＳＳＳ～Ｇまでランク付けされ、その能力に見あったクラスに振り分けられる。

　つまり、皆人も、司も、何らかの能力を持っていて、そのおかげで、学費をふくめた諸経費が一切かからない、この私立天命学園に入学することができたのだ。

　そうして集められた生徒を育成し、有能な、あるいは特異な人材を輩出する。もしくは、供給する。それが天命学園の存在理由レゾンデートルだ。

　まあ、皆人の場合、総合判定は最低のＧより一つ上のＦだから、持っている能力もたいしたものじゃなかったりするのだが――



「おーっ！　なんとかセーフ！　間に合った……！」

　皆みな人とは１年10組の教室に駆かけこんで、同級生たちに朝の挨あい拶さつを一発ぶちかまそうとしたら、背中に何かが追つい突とつしてきた。

「ぐはっ……！」「――ぴゃいっ……!?」

　皆人はつんのめって、あやうくヘッドスライディングしかけた。

　ぶつかって、ぶつかられて、忙しすぎる朝だ。

「いてーよ……」

　腰をさすりながら後ろを向くと、大おお鳥とり幸こう子こがＭ字開脚的な体勢で目を回していた。

「ぬむむむむむぅー……」

「さ、サッチン、おまえ……」

「もぉー……びっくりしたよー。遅刻しそうだったから、急いできたのに、前に皆人くんがいるんだもんー。みうううぅー……」

「いいから、とりあえず脚を閉じようよ……」

「はうっ!?」

　幸子は脚を閉じて両手でスカートを押さえたが、すぐに「ふっふっふーん」と余裕ぶってみせて、

「だいじょぶだもーん。こーこ、よく転んだりこけたりして、パンツ見えちゃって、公害だとか有罪だとかゆわれるでしょ？　だから、ほら！」

　ぴらっ、とスカートをめくってみせた。

「今日からスカートの下にスペックを穿はくことにしましたーっ！　これならカンペキ！　でしょ？」

「それはどうだろ……あと、スペックじゃなくて、スパッツだよね……」

　幸子はほっぺたを膨らませて、

「こーこ、スポックなんてゆってないもん！　スピッツってゆったもん！」

「いや、スペックでもスポックでもスピッツでもなくて、スパッツだからね？　それから、まったくカンペキではないからね……」

「どうして？」

「どうしてって――」

「おぁーっ!?」

　と、いつものように超剛ごう毛もうがツンツンに逆さか立だっている灰はい堂どう茂しげるがバタバタ駆けよってきて、幸子の下半身を指さした。

「サッチン、てめえ！　スパッツの上にパンツ穿いてんじゃねえかッ！」

　教室中がどよめいた。

「ふぇ……？」

　幸子はスカートをもっとめくって、その部分をしげしげと見る。

「ひああぁぁぁああぁぁあぁ!?　ストップとパンツ、穿はく順番間違えちゃった……！」

「ありえねえだろ！　わかるだろ、それくらい！　ふつう気づくだろッ!?」

「いや、シゲ、それはどうかな……サッチンはいろいろ忘れがちだからさ……それと、サッチン、いいかげん指し摘てきするのも疲れてきたけど、ストップじゃなくてスパッツね」

「こーこ、家からずっとこれできたのかな？　も、もしかしてっ、途中で誰かに見られちゃったかも……？　どうしよ、お嫁さんにいけないよう」

「ここでみんなに見られたことは気にしないんだ？」

「じゃあ、皆みな人とくん、こーこのこと、お嫁さんにしてくれる？」

「ごめんなさい」

「はやっ」

「つーか、なんで俺じゃなくて花はな咲さきに訊きくんだよ!?」

「だ、だ、だってっ」

　幸こう子こは口を尖とがらせる。

「シゲくんと結婚なんかしたら、髪の毛に問題がある子供が生まれそうだしっ……」

「アホッ！　俺の髪の毛見てみろ！　質も量も申し分ねえどころか、健康的すぎてやばいくらいだろうが！　……そりゃあまあ、俺の親父おやじはけっこうキてるけどよ……昔は俺みたいなギンッギンの剛ごう毛もうだったのに……」

「あー……」

　皆人は茂しげるの肩を叩たたいた。

「ご愁傷様。気を落とさないで。生きてればいいことあるよ。たぶん」

「慰なぐさめるなッ！」

　シゲは皆人の手を振りはらって、

「俺はぜんっぜんまだキてねえし！　逆に、髪多すぎ、硬かたすぎ、セット不能で悩みまくってるくらいだしッ！」

「シゲくんのお父さんもそうだったんでしょ？」

「うぐっ！　……う、うっせッ！　サッチンの分際で、うっせんだよッ！」

「ていうか、こーこのこと、サッチンって呼よばないでってば！　こーこ、サチコじゃなくてこーこなんだから！　サッチンって、なんか、おちんちんみたいだしっ！」

「サッチン……誰もそういう連想はしないと思うよ……」

「るぇ？　そうかなぁ？　――あっ、チャイム！」

　チャイムが鳴なったので、皆人たちは急いで席についた。

　１年10組の生徒はぜんぶで十二名。皆人の席は窓側から二列目、前から二番目だ。

　皆人は左隣の席の神じん幻げん次じに声をかける。

「おはよ、幻次」

「やあ、皆みな人と」

　幻げん次じはそよ風みたいな微び笑しようで応こたえた。背が高くて、美形で、どこかとらえどころがない。幻次を見ると、皆人はいつも雲を思い浮かべる。

　後ろの席は茂しげるだからいいとして、右隣は――

「おはよ、姫ひめ」

　姫こと清せい浄じよう院いんマリカは、皆人と一瞬、視線をあわせただけで、ふんっ……と、そっぽを向いてしまった。

　その横顔も、信じられないほどきれいだ。

　全方位、どこからどう見てもあまりにきれいすぎるので、皆人も初めてマリカに会ったときは本当に驚いたが、ようやくだいぶ慣れてきた。慣れたはずなのに、ああやっぱりきれいだと見るたびに思う。

　何しろ、ただの美人じゃない、この世の誰よりも美しいから、という理由で、マリカはこの天てん命めい学がく園えんに入学が認められたらしい。

　度を超えた、尋じん常じようじゃない、異常なほどの美しさともなれば、立派な能力なのだ。

「……でも、あんまり好かれてないのかな、おれ」

　皆人がそっとため息をつくと、前の席の百もも地ちりゆが振り向いて、にへーっと笑った。

「りゆなのー」



    

  
    
      



    

  
    
      

「うん。りゆだね。おはよ、りゆ」

「おはようなのー」

　りゆは右隣の席の、彼女と瓜うり二ふたつの妹に顔を向けて、

「ねー」

「はい。りゆですね。りゆですよ。りゆはいつだってかわいいです」

　りゆの妹の百もも地ちきゆは、姉の頭をひとしきり撫なでてから、皆みな人とに軽く頭を下げた。

「おはようございます、花はな咲さきくん。りゆがいつもお世話になってます」

「うん、おはよ、きゆ。だけど、おれ、りゆの世話なんて、そんなにしてないよ」

「そうですか。でも、目の前にりゆがいたら、ついつい世話をしたくなりませんか。なりますよね」

「まあ……なるね。うん。けっこうなる」

「さすが、花咲くんはわかってますね。合格です。ふふっ。だって、りゆはかわいいですもの。花咲くんといえども、りゆは渡しませんけど」

「ほんっと、きゆはりゆラヴだよなー」

「あたりまえですよ。きゆとしては、りゆがいないと、生きてる意味がないっぽいかんじです」

「りゆも、きゆ、好きー」

　りゆはきゆに抱きついた。

　きゆもりゆをぎゅうっと抱きかえす。

　百地姉妹は一卵性双生児で、ぱっと見では区別がつかないほど似ている。しかも、二人ともかなり女性らしい、めちゃくちゃやわらかそうな身体からだつきをしているのだ。なかなかに刺し激げき的な光景ではあるのだが、微笑ほほえましくもある。

「おれも兄弟、一人でいいから欲しかったなー……」

　目を細めていると、10組担任の夢ゆめ見みヶが原はら静しずか先生が、りゆときゆに負けず劣らずの「必殺悩のう殺さつボデー（灰はい堂どう茂しげる談）」を揺ゆらしながら教室に入ってきた。

　相変わらず、眼鏡めがねがずれている。

　そうとう眠そうだ。

「起立……ッ」

　学級委員長の荒あら浪なみ叶かなえが号令をかけると、生徒たちがばらばらっ……と立ちあがる。

「礼……ッ」

「おはようございまーす！」「はよーっす！」「うっす」「おはようございます」「はよはよはよーっ！」「りゆなのー」「おはようございます」「おはようです」「……っす」「おはようございます」

「着席……ッ」

　がたがたっ……と椅い子すに座った生徒たちをゆっくりと見まわして、静しずか先生は教卓に出席簿を置いた。

「はぁーい、みなさん、おはよぉーございまぁーす……それではぁ、えっとぉ、出席をとる前にぃ……ふぁぁ」

「静先生、また眠いのかよ！」

　茂しげるにそう言われて、静先生は目め尻じりに浮かんだ涙を指でぬぐいながら、

「そんなことないですよぉ……先生、昨日はちゃんと、七時に寝たし……あぁ……お風呂に入るの、忘れたんだった。起きてから、入ろうと思ってたのにぃ……」

「じゃ、じゃあ、静先生――」

　幸こう子こが立ちあがって叫んだ。

「もしかして、丸一日以上、お風呂に入ってないってこと……!?」

「えぇーと……二日くらい……？」

「えっ、ふ、ふつつか者……!?」

「……六日かも……」

「無理かも……!?」

「サッチン、毎度のことだけど、話が噛かみあってないよ……」

　皆みな人とが呆あきれて言うと、幸子は目をつりあげて、

「こーこ、歯の噛みあわせは悪くないもん！　歯医者さんに、それだけはいいって褒ほめられたんだから！　それだけはっ……」

「何も泣くことないだろ……」

「だってっ！」

「先生ッ」

　窓際一番前の席の叶かなえが、そばに立てかけてあった木刀の柄つかで、机をバンッと叩たたいた。

「さっさと出席をとってください！　このままだと、朝のホームルームが、いつまでたっても終わらないので！」

「はぁーい……」

　静先生は重いわけがない出席簿を重そうに持ちあげて、またあくびをした。

　そうかと思ったら、頭がかっくんして、出席簿が教卓に落ちる。

　叶が猛もう然ぜんと立ちあがった。

「先生ッ！」

「……ふぁい？」

「今すぐ出席をとれと言っているのがわからないんですか!?」

「荒あら浪なみ、命令形になっちゃってるよ……」

　皆人は控ひかえめにつっこんでみた。案の定、叶の鋭い視線に「ギンッ」と刺された。

「あぁー。ごめんねぇー」

　静しずか先生は眠そうに笑って、ふたたび出席簿を持ちあげた。

　ドアが開いて、司つかさが教室に入ってきたのはそのときだった。

「あらぁ……真ま田た部べさん、おはよぉ」

「ごがごうごがいがぐ」

　司はかりんとうを食べながら返事をしたので、何を言ったのかは聞きとれなかった。

　まあ、いつものことだから、皆みな人とをふくめて誰も気にしない。

　司は窓際一番後ろの席に向かって、かりんとうをむしゃむしゃ食べつつ歩いてゆく。

「それじゃあ、一応、出席を……ふぁぁぁ……」

　静先生は、またもやあくびをして、出席簿を――床に落とした。

　そのまま教卓に突っ伏して、もう寝息を立てている。

「ッ……！」

　叶かなえは何か叫びかけたが、ぐっとこらえて深々とため息をついた。

　ポニーテールを揺ゆらしながら、教卓のほうへツカツカと歩いてゆく。

　出席簿を拾った。

「先生の代わりに、不本意ながら……今日もあたしが出席をとる」

　断だん腸ちようの思いです、とでも言いたげな表情で、叶は出席簿を開いた。

「荒あら浪なみ叶。……はい」

　出席番号一番は、五十音順の関係で叶本人なのだ。

　叶の頬ほおがほんのりと赤く染そまっている。決まりが悪いのなら、自分のぶんは飛ばせばいいのに。皆人は感心してつぶやく。

「……律りち儀ぎだよな、荒浪」



　　　　★



　昼休みになると、教室にいい匂においが漂ただよいだす。

　皆人は右隣のマリカの席を見た。マリカは小さな弁当箱を広げ、目をつぶって両手をあわせ、いただきます、をしているところだった。

　視線に気づいたのか、マリカが皆人を睨にらみつける。

「……何？」

「いや、何ってこともないんだけど――前から思ってたんだけどさ、姫ひめの弁当って、かなり凝こってるよね」

「べつに……」

　マリカは、ぷい、とそっぽを向いた。

　なぜか、その頬ほおが少しだけ赤らんでいる。

「ふつうでしょう、これくらい。たいして時間もかからないし……」

「え。てことはそれ、姫ひめが自分で作ったの？」

「それがどうかした？　悪い？　わたしがお弁当を作ったりしたら」

「悪くないよ。すごいよ。だって、毎朝たいへんじゃん」

「……ま、前の日の晩に仕し込こみをしておけば、そんなには――」

「前の日から!?　じゃあ、毎朝どころじゃなくて、夜もってこと？」

「夜は、でも、寝る前のちょっとした時間だから……」

　マリカは下を向いている。なぜ箸はしで弁当をザクザクつついているのだろう。

「……もういいでしょう。あなたには関係のないことなんだから、詮せん索さくしないで」

「詮索？　や、おれ、そういうつもりじゃ……」

「だったら、放ほうっておいて。わたしにはもうかまわないで。それから――こっちを見ないでくれる？　見られていると、お昼ご飯を食べられないから……」

「あ、ごめん」

「皆みな人と」

　と、幻げん次じが皆人の肩を叩たたいた。

「久しぶりに学食にでも行ってみないかい」

「……うん。まあ、たまにはいいかな」

　皆人は横目でマリカの様子をうかがった。箸は動かしているが、やっぱりご飯やたまごやきをグサグサ刺しているだけだ。もしかして、皆人のせいなのか。

　皆人がそばにいるかぎり、マリカは落ちついて昼食をとることができない。そうだとしたらちょっと寂さびしいが、皆人はここにいないほうがいいだろう。

「じゃ、行くか。シゲは――いないな。どこ行ったんだろ。オッサンは？　おれ、幻次と学食行くけど、どうする？」

「俺にはこれがある」

　皆人の右斜ななめ後ろの席で、どこからどう見ても高校生には見えないオッサンが、机の上の由ゆい緒しよ正しい激げき盛もり日の丸弁当を右手の親指で示してみせた。

「日本人なら、米を食え、だ」

「でも、オッサンって、こう言っちゃなんだけど、日本人っぽくないよね……」

「わかってるさ」

　オッサンはウインクをして、ビッと親指を立ててみせた。笑みを浮かべているが、ちょっぴり哀あい愁しゆうが漂ただよっている。

「それ、十代には出せっこない哀愁だよ……？」

「こう見えて、俺もれっきとした硝子ガラスの十代なんだがな」

「わりと信じられないよね」

「ともかく行ってこい、花はな咲さき、神じん。あとのことは俺に任せろ」

「ただ学食に行くだけなんだけど」

「フッ。いいってことよ」

「オッサンは話が若じやつ干かん通じないのが玉たまに瑕きずだよなー」

　皆みな人とは幻げん次じと連れだって教室を出ようとしたが、廊ろう下か側の前から二番目の席でうずくまるように背を丸めている霜しも山やま映うつるが目に入った。

「あ、映は？　学食。行かない？」

「――うげっ!?」

　映はガバッと上半身を起こし、目を瞠みはって皆人を見た。

「な、な、な、何!?　どういうこと!?　ががががが学食!?　なんで!?　僕が!?」

「なんでっていうか、ただどうかなって思って、誘ってみただけなんだけど」

「うわ……リア充くさい……ただどうかなって思って誘うとか……その誘い方……すさまじいリア充臭が……」

「りあじゅうしゅう？　何それ」

「……いや、気にしないで。は、花咲にはそのままの花咲でいてほしいっていうか……僕みたいなアレとはアレなので……あと、お弁当はお母さんがアレなので……」

「そっか。弁当あるんだ。だよなー。いっつも弁当食べてるもんな、映」

「み、み、み、みみ見てたの？　僕のこと。うそ……なんで……僕なんかのこと……ま、ま、まさか……」

「いや、毎日同じ教室にいるし。見ててもおかしくないでしょ」

「……はい。そうですね。そうですよね……ありがとうございます……ありがとう……」

「なんか、映、涙ぐんでない？」

「……ちょっとあの……アレなんで……だいじょうぶ……微び量りようの鼻水的なモノが目から出てきただけなんで……そういう病気なんで……うそだけど……行ってらっしゃい……」

「あー。うん、行ってきます」

　幻次が、くくっ、と喉のどを鳴ならして笑った。

「え？　何？」

「なんでもないよ」

「なんだよ。だって幻次、今、笑ったじゃん」

「皆人のそばにいると、なごむなあと思ってね」

「んー。おれ、それしか取とり柄えないし」

「充分じゃないかな」

「そうかな」

　というようなことを話しながら教室を出て、廊ろう下かを歩いていると、後ろから声をかけられた。

「あの、花はな咲さきくん……！」

「へ？」

　振り向くと、歌うた野のくびれが思いつめたような表情で立っていた。

　くびれは10組で一番小こ柄がらだ。オッサンとは正反対の意味で、高校生にはちょっと見えない。もし皆みな人とにくびれみたいな妹がいたら、きっと猫かわいがりするだろう。

　ちなみに、名前はくびれだが、まるでくびれていない。

「どうしたの、歌野さん。何かあった？」

「いいえ、そ、そうではなくてっ……」

　くびれは両手を後ろに回して、あとずさったり、前進したりしている。顔全体が茹ゆでた蛸たこみたいに真っ赤で、湯ゆ気げが出ていないのが不思議なくらいだ。

「あついの？」

「いえ、決して、そうではなくっ……」

「もしかして、何か用事？　用事があるなら――」

「い、いいえっ！　やっぱり、その……やっぱり、いいです！」

　くびれは皆人のほうに身体からだを向けたまま、後退してゆく。

「学食、気をつけて……」

「うん」

「それでは、また……」

「またね。ていうか、あとでね」

「は、はい……」

　くびれは結局、一度も皆人に背中を見せることなく、教室に戻っていった。

　どうも、後ろ手に何かを隠し持っていたようだが。

「……なんだったんだろ」

「さあね」

　幻げん次じはさっきと同じように、くくっ、と喉のどを鳴ならした。

「あっ。また笑った。何？　なんだよ」

「なんだろうね」

「質問に質問で返すとか、ずるいって」

「ぼくは意外とずるい男なんだよ、皆人」

「そうなの？　ふーん。そうかな。そんなふうに思ったことないけど。ずるいとか言っといてなんだけどさ」

　天てん命めい学がく園えんの敷しき地ちは広い。

　よく東京ドーム●個分、みたいな言い方をするが、東京ドームと比較するとかえってわかりづらくなってしまう程度には広い。

　構こう内ないには１号～13号までの校舎があって、１年８組９組10組の教室がある13号校舎は、もっとも古い。三階に８組、二階に９組、一階には10組の教室があるのだが、空き教室も多くて、ちょっとしたお化け屋敷みたいな佇たたずまいだ。

　学食は一階にある。

　といっても、何せ13号校舎には１年８組～10組までの生徒しかいないから、家庭科室を改造したようなこぢんまりとした学食で、一部では給食室とも呼よばれているらしい。

　メニューは日替わりの定食、麺めん物もの、カレーの三品だけだが、生徒にはもれなく無料で提供される。

　ただし問題は、13号校舎には10組の生徒だけじゃなくて、８組と９組の生徒もいるということだ。

「……ちょっと緊張するな」

　皆みな人とが学食の前で足を止めて、なんとなく咳せき払ばらいをすると、幻げん次じは、

「ぼくらもここの生徒じゃないか」

　軽い口調でそう言って学食のドアを開け、中に入ってゆく。つられて皆人も幻次につづいた。

　学食には二十人くらいの生徒がいた。大半は９組の生徒だ。皆人は８組、９組の生徒の顔をすべて覚えているわけじゃない――というか、あまり知らないが、格好でだいたいわかる。

　８組は、幼稚園キンダガーデン、とも呼ばれていて、まあなんというか、かなりフリーダムな気質の生徒が多い。

　９組の別名は、予備軍リザーブス。

　何の予備軍かというと、ギャング的な反社会的勢力の一員とか、傭よう兵へいとかになってしまいそうな、言ってしまえば、ならず者の集団が９組なのだ。

「う……」

　皆人は思わずあとずさりしそうになった。

　９組の連中が一斉にこっちを向いて、ガンを飛ばしてきたり、舌打ちをしたり、歯を舐なめたり、顎あごだの首だのの骨を鳴ならしたりしたからだ。

「気にすることはないよ、皆人」

　幻次は皆人の背中を軽く叩たたいて、カウンターのほうへと歩いてゆく。

「いや、でも、気になるって……」

　皆人は幻次を追いかけた。ちらりと学食の端っこに目を向けると、司つかさが超ちよう盛もりカレーを飲み物みたいにかきこんでいた。そういえば、司は毎日、学食を利用しているのだ。

　ちょっとだけ勇気づけられて、カウンターの前にできている列に並ぶと、学食のドアが開いた。

「おやおやおやァ……？」

　ベートーベンみたいな髪型の痩やせた男が、１９０センチ超の巨きよ漢かんと、金髪でやけに長いスカートを穿はいた女子生徒を引き連れて、学食に入ってきた。

「なァーんで俺たちの学食に、屑くず箱ばこの生ゴミどもがきてるんだ？　臭くさくて飯が食えないじゃないか」

「……日ひ隅ずみ逆さか麿まろ」

　皆みな人とは顔をしかめる。

　１年９組の学級委員長。その能力で９組を牛ぎゆう耳じっている。のみならず、10組にもたびたび嫌がらせをしてくる、かなり傍はた迷めい惑わくな男だ。

「どけ」

　逆麿は下した目め遣づかいで顎あごをしゃくってみせ、

「ここはおまえらがいていい場所じゃない。いくら脳みそが腐ってる生ゴミでも、それくらいのことはわかるよな？」

「ちっともわからないし、おれたちは生ゴミなんかじゃ――」

　思わず反発してしまった皆人を、幻げん次じがさえぎった。

「ここはみんなの学食だよ、ミスター・サカマーロ・ヒズーミ。もし急いでいるのなら、順番を譲ゆずってあげてもいいけどね」

「なんでこの俺が、生ゴミごときに順番を譲られなきゃならないんだ。あと、さりげなく変な呼よび方をするのはよせ」

「ムッシュー・サカマロゥ・ヒドゥミーならどうだい」

「それも変だろうが」

「セニョール・サカマロス・ヒズミーリョ」

「勝手に俺の名前をスペイン人風に改変するなッ」

「やれやれ。いったいどう呼べば、きみは満足するんだろうね」

「ふつうに呼べッ！」

「じゃあ、日隅」

　幻次は皆人を引っぱって、列から外れさせた。

「ぼくが思うに、きみは耐たえがたい空腹に襲われているせいで、そんなにとげとげしい物言いをするんだろう。先に並んで、さっさと昼食をとったらどうかな」

「きさまに言われなくても……！」

　逆麿は金髪女と巨漢を連れて列に並んだ。

　幻次と皆人は、少し距離を置いて、逆麿たちの後ろについた。

「……幻げん次じにはかなわないな」

「何がだい」

「だって、おれ、すぐかっとしちゃってさ。とてもあんなふうには収おさめられないし」

「皆みな人とがその気になれば、もっと波風を立てずに収しゆう拾しゆうをつけられると思うよ」

「かな？　いや、でもそれはなー……」

　順番を待っていると、逆さか麿まろが給きゆう仕じ係のおばちゃんに定食を頼む際、ポケットから札さつ束たばを出して握にぎらせる場面を目撃してしまった。

「あ、日ひ隅ずみのやつ、またあんなこと……」

「やたらと金かねを持っている程度の能力、か」

　幻次が低くつぶやいた。

　学校側が公表するわけじゃないから、個々の生徒が持っている能力については、親しい相手じゃないと知らなかったりする。でも、日隅はああやってやたらと能力を見せびらかすし、それこそがやつの力だともいえるから、けっこう有名だ。

《億万長者の憂鬱ビリオネア・ブルー》。

　なんでか知らないが、日隅はとにかく唸うなるほど金を持っている。

　日隅はその金を使って人を顎あごで使う。また、金目当てに、すすんで日隅に隷れい従じゆうする者も少なくない。

　総合判定はＧ。

　最低ランクだが、きわめて実際的な能力だ。

「けど、金をたくさん持ってるのが能力って……」

「能のう開かいが認めて総合判定でＧ以上が出れば、どんなものでも能力だからね」

　幻次の言うとおり、天てん命めい学がく園えんでは、能開――正式名称・能力開発部が、生徒の能力判定を一手に担っている。

　能開がそれを能力だと判断すれば、どんなにくだらなく見える能力でも、学園にとって有ゆう意い義ぎな能力なのだ。そんなもの能力でもなんでもない、と能開に切きり捨すてられたら、どれだけ有能な人材であっても入学できない。

「まあ、おれだって、宝くじ当たらないかなーとか思うもんな……」

　ため息をつきながら待っていると、そのうち皆人たちの順番が回ってきて、おばちゃんが注文を訊きいてきた。

「あんたら、何にするんだい」

「ぼくは天ぷらそばにしよう」

「えーっと、おれはね、今日はカレー気分だからカレー」

「はいよ」

　そうして出てきた天ぷらそばとカレーを見て、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「お、おばちゃん、これ何かの間違いじゃ……!?　だって、そばが細こま切ぎれにされてるし、天ぷらはおたまじゃくしっぽいし、カレーはおちょこに盛ってあるし……!?」

「間違いじゃないよ！」

　おばちゃんは鬼のような目で皆みな人とを睨にらんだ。つけているエプロンのポケットが札さつ束たばでふくらみ、何枚かはみだしている。

「どう見たって天ぷらそばとカレーだろ！　あんた、目が腐ってるんじゃないのかい！」

「いや、だけど……」

「ローンがあるんだよ！　家のローンも車のローンも！　できれば繰くり上あげ返済したいんだよ！　あんたにわかるかい、この気持ちが！」

「わ、わかんないっす、ごめんなさい……じゃなくて、それとこれとは別だよね!?」

「どこが別なんだよ！　一緒だよ！　もともと、生活のために働いてるんだからさ！」

「そ、そっか……や、でも……」

「まあ、いいんじゃないかな」

　幻げん次じは微笑ほほえんで天ぷらそばがのっているトレーを手にとった。皆人は自分の顔が引きつるのを感じた。

「え、いいの？　おれのカレーより、幻次の天ぷらそばのほうが、わりとクリティカルにやばそうだよ……？」

「食べられないことはないんじゃない？」

「まあ、毒はさすがに入ってないだろうけど……」

　皆人はおちょこカレーがのっているトレーを持ちあげた。

「軽っ……」

　日ひ隅ずみ以下、９組の生徒たちがニヤニヤしながらこっちを見ている。

「なんでこんなことするのかな。意味わかんねー……」

　皆人と幻次は司つかさがいる端っこのテーブルについた。

　司の前にはカレーの皿が十枚ほど積んであって、今は十一杯目のカレーを食べている最中だ。こっちには目もくれない。

「とりあえず、いただきまーす」

「いただきます」

　幻次は箸はしでそばをすくおうとしたが、細切れにされているので、なかなかうまくいかないようだ。

　皆人はおちょこカレーを一口で平らげてしまった。

「……あっという間だよ。少ないよ。足りないよ、これ。足りるわけないって」

「ぼくのそばを分けようか？」

「いや、いい。だって、めちゃくちゃ食べづらそうだし。あと、その天ぷらが……」

「これはやっぱり、おたまじゃくしなのかな。おたまじゃくしの天ぷらを食べるのは、生まれて初めてかもしれない」

「……食べるの？　うそ？　やめたほうがよくない？」

「じつは、少し迷っているんだけどね」

「幻げん次じが迷うのって、よっぽどだからさ。やめたほうがいいって、マジで……」

「ふごっ！」

　と、司つかさが猛もう然ぜんと立ちあがって、カウンターへと突進する。

　十一杯目のカレーを食べ終えたので、狩人かりゆうどのように新たな獲え物ものを求めて旅立ったのだろうが――司はおばちゃんに冷たくあしらわれ、手ぶらで戻ってきた。

「……ふーっ。ふーっ。ふーっ」

「ま、真ま田た部べ、だいじょうぶ……？　目が血ち走ばしってるけど……」

「ふーっ。ふーっ。ふーっ。ふーっ……！」

　どうやら、だいじょうぶじゃなかったようだ。司は皿を引っつかんで、バリバリと噛かみ砕くだいては飲のみ下くだしはじめた。

「うわっ！　さ、皿、いっちゃった！　ま、まあ、真田部だから、平気は平気なんだろうけど……」

「――《大食らいメガイーター》。司くんは、なんでも食べられる程度の能力の持ち主だからね」

「でも、たいへんなんだよ、真田部は。なんでもかんでも、食べなきゃいられないっていうんだから」

「皆みな人とがどうにかしてあげたら？」

「そっか！　そうだよ、忘れてた！　真田部……！」

　皆人は司の隣に移動した。

　その力が届く距離は、およそ37センチ以内。

　肘ひじから指先までよりも、いくらか短いくらいだ。

《平和主義者ラヴ＆ピース》。

　皆人の能力では、人をなごませる程度のことしかできない。それでも、司の凶きよう暴ぼうな食欲をなだめることはできる。

　司は間もなく囓かじっていた皿をテーブルに戻して、皆人のほうに顔を向けた。

「……花はな咲さき」

「ついてるよ、カレー」

　皆人はハンカチを出して、司の口の周りをぬぐってやった。司はうつむいた。

「……ありがとう」

「いいって。ていうか、おれ、もっと早く気づけばよかったんだけど、動どう揺ようしちゃってさ。幻次に言われるまで、手をこまねいて見てた。ごめんな」

　司つかさは下を向いたまま、首を横に振った。

　それから、ゆっくりと、深いため息をつく。

　だんだんと、司の身体からだが小さくなってきているように見えるのは、目の錯さつ覚かくなんかじゃない。

　司は実際、物を食べつづけないと、ものすごい勢いで痩やせてゆく。

　いや、痩せるなんて生やさしいものじゃない。横よこ幅はばだけじゃなくて、背まで縮ちぢむ。劇的に縮小してゆく。

　物の数分で限界レベルまで小さくなった司は、けっこうかわいらしいショートカット少女だ。

「もう落ちついた」

「よかった。あ。服、だぶだぶだね。どうする？　折る？」

「自分でする」

　司は制服の袖そでを折ったり、スカートのウエストを締しめたり、がばがばの眼鏡めがねを外したりして身み繕づくろいを整えてから、皆みな人とを見た。

「こんなに穏おだやかな気持ちは、久しぶり」

「ほんと？　だけど、それもきっつい話だよな」

「花はな咲さきのそばにいるときだけ、ボクはボクでいられる。本当にありがとう」



    

  
    
      



    

  
    
      

「いいって、そんな。友だちだろ。よかったら、いつでも近くにきてくれていいし」

「ふだんはそんなことを考えるのも難しい。食べることしか頭にないから」

「うーん。能力もいろいろだよな。おれは自分の能力絡がらみで困ったことってそんなにないけど、真ま田た部べみたいな能力だとなー」

「しょうがない。これはボクの運命」

「いっつもそばにいてあげられればいいんだけどね。そしたら、真田部も少しは楽なんだろうけど」

　真田部は目を伏せ、スカートをぎゅっとつかんで、

「……それは贅ぜい沢たくすぎる」

「贅沢？　そう？　まあでも、いっつもそばにってわけにはいかないか」

「いかない」

「だよな。やっぱ女子だしなー。けど、たまにはね。ああ、そうだ、真田部。せっかくだし、このまま一緒に教室に戻る？　幻げん次じは？　そば、もう食べた？」

「うん……」

　幻次は箸はしを置いた。

「おたまじゃくしは、あまりおいしいものじゃないね」

「食ったのかよ!?」



　　　　★



「……うお」

　教室に戻って、自分の席に座った途と端たん、腹が鳴なった。

「やばい。ちょっとだけ食べたせいで、余よ計けいに……」

「へいき？」

　司つかさは皆みな人とのすぐ近くに立っている。せめて昼休みが終わるまでは食欲の呪じゆ縛ばくから逃のがれさせてあげたいので、そばにいてもらうことにしたのだ。

「うん、まあ……どうかな。あー。コンビニ行って、なんか買ってこようかな。でも、微妙にめんどくせー……」

「その程度のことをめんどくさがるなんて……」

　と、右隣の席のマリカが言った。見れば、マリカはまだ弁当を食べている。

「そう言うけど、これからコンビニ行くのは、けっこうめんどくさいよ？　ていうか、姫ひめ、まだご飯中なんだ。もしかして、かなりよく噛かんで食べるタイプだったりする？」

「いいでしょう。たくさん噛んで、時間をかけて食事をすることの、どこが悪いの？」

「いや、悪いなんて一言も言ってないよね？」

「あたりまえじゃない。わたしは悪いことなんてしていないんだから」

「支し離り滅めつ裂れつ」

　司つかさがそう指し摘てきすると、マリカは顔を赤くして、

「大きくなったり小さくなったりする、でたらめな人間に言われたくない！」

「姫ひめ、それは――」

　皆みな人とがたしなめようとしたら、マリカは目を見み開ひらいて、しまった、と思っているようにしか見えない表情をしていた。

「ボクはだいじょうぶ」

　司は先回りをして、ほんのちょっとだけ口くち許もとをゆるめた。

「自分でもでたらめだと思う。それは事実だから、とくになんとも」

「……っ」

　マリカは司に何か言おうとしたのかもしれない。あるいは、謝あやまろうとしたのか。でも、結局は何も言わずにうつむいて、

「……もういい。邪じや魔まされて、食欲もなくなった。かぼちゃコロッケ、最後までとっておくつもりで、まだ食べてなかったのに、最悪……」

　小声で何かつぶやきながら、まだ半分くらい残っている弁当箱の蓋ふたを閉めかけたところで手を止めた。

　ちらっと皆人を見る。

「花はな咲さき、あなた、おなかがすいているの？」

「え？　ああ、いろいろあって、学食で、あんまり――っていうか、ほとんど食べられなかったからね」

「そう」

「うん」

「それなら」

「え？」

「それなら……」

「何？」

「そ、それなら……もし迷惑じゃなければ、だけど――おかしなものは一切入ってないし、味もひどくはないはずだし、かぼちゃコロッケはとくに自信作で……あ、でも、わたしが口をつけたから、やっぱりそれは倫りん理り的にちょっと、かなり問題が――」

「花咲くんっ！」

　突然、くびれが皆人とマリカの間に割りこんできた。

「あの！　おなかがすいてるんでしたら、どうかこれを……！」

「これって――」

　皆みな人とはくびれが両手で差しだしてきたものを手にとった。

「弁当？　歌うた野のさんの？」

「いえ！　そうではなくっ……あ、もちろん、あたしが作ったんですけど、あたしのぶんは、あたしのぶんで、ちゃんとあるというか、もう食べてしまったので……」

「じゃあ、弁当、二つ用意してきたってこと？　なんで？」

「そ、それはっ……」

　くびれは右手の人差し指と左手の人差し指を戦わせながら、

「……なんていうか、ええと、あの、ですね、ほら、花はな咲さきくんには、何度も掃除当番を手伝ってもらったりして、お世話になっているので……」

「当番っていうかさ。掃除当番は順番で決まってるのに、歌野さんがぜんぶやってくれてるんだろ。おれ、掃除けっこう好きだし、暇ひまなときに手伝ってるだけなんだけど」

「い、いいえっ！」

　くびれは頭をぶんぶん振った。

「あたしはぐずで、泥どろ沼ぬまのカメなので、総合判定もＧだし、本当にほんっとうに無能なので……そうはいっても、何かみなさんのお役に立ちたいので、せめて掃除だけでもと、やらせてもらっているだけで……」

「けど、毎日、みんなのために掃除するのだって、すごいことだよ？」

「いえ、そんな、わぁ、どうしよう、あたし、嬉うれしい、ごめんなさい、あの……とにかく、お礼ということで、花咲くんのために、花咲くんに食べてもらいたくて、お弁当、作ってきてしまったんです！　あっ、言っちゃった……」

「へえ。そうだったんだ。ありがと」

「――バカッ！」

「っ!?　……姫ひめ？　え？　今の、おれに言った？」

「わ、わたしは何も言ってないけど!?」

「いや、でも、聞こえたんだけど。バカって」

「そ、空耳でしょう？」

「わりとはっきり聞こえたんだけどな」

「耳が悪いんじゃないの。ひどい耳っ。耳たぶも小さいしっ」

「あー。それね……うち、みんなそうなんだよなー。福ふく耳みみの反対……」

「はっ……」

　マリカは息をのんで目を瞠みはった。そうして「ごっ……」と言ったきり、口をつぐんでしまう。ご？　ご、とは何だろう。唇をきつく噛かんで、スカートの裾すそを握にぎりしめ、肩を震ふるわせはじめたマリカの顔は真っ赤だ。なんだか気きの毒どくになってきた。

「あの――」

　皆みな人とが声をかけようとしたら、マリカは弁当箱を持って駆かけだし、教室から出ていってしまった。

「……ふっ」

　と、くびれが笑った――ような気がした。

「歌うた野のさん……？」

「へっ？　あ、ええと、というわけなので、お弁当、よかったら食べてくださいっ」

「うん。じゃあ、もらうよ。せっかくだし、マジで腹へってるから。あ。うまそう」

「花はな咲さき、気をつけて」

「え？　真ま田た部べ、気をつけるって、何を？」

「何か変なものが入っていないか」

「いやあ。それはだいじょうぶでしょ」

　皆人はくびれのほうを見やった。

「だいじょうぶ……だよね？」

「な、何がですか……？」

　くびれの顔が若じやつ干かんこわばって、青ざめている。

「そんな、だいじょうぶ……ですよ？　術じゆつ者しやのあんな物や、こんな物を材料にした秘ひ薬やくを食べさせる魔法は、昔からありますけど、あたしは魔法全般、得意じゃないので……」

　くびれは皆人や司つかさのような能力者じゃなくて、魔法使いだ。

　私し立りつ天てん命めい学がく園えんの１年５組は魔ま法ほう科か特とく専せんクラスで、魔法使いや魔女、魔法少女だけが集められている。でも、くびれは特専入りするほどの資し質しつはないと判断されたみたいで、この10組に振り分けられたのだ。

「ま、そうだよな。歌野さんは魔法、あんまり使えないんだろ」

「はい。そうなんです。お恥ずかしいことに、あたし、魔法使いなのに、魔法はほとんど使えないんです。だから、だいじょうぶ……ですよ？」

「だよね。いただきまーす」

「……どう――ですか？」

「うん。……うん。うん……っ、っ……」

　皆人は咳せきこみそうになったがこらえて、弁当を一気に食べてしまった。

「あー。ごちそうさまー。ありがと、歌野さん」

「……どう、でしたか？」

「ありがと、歌野さん」

「ひょっとして……」

「ありがと、歌野さん！」

　皆人はにじんできた涙をぬぐい、渾こん身しんの力を振りしぼって笑顔を作った。

「ありがと、歌うた野のさん……！」

「花はな咲さきくん……」

　くびれは空からになった弁当箱を抱えて、踵きびすを返した。

「――あたし、修行します……！　次は、もっとまともな秘ひ薬やくを……！」

「ありがと、歌野さん！　ありがと、歌野さん！　ありがと、歌野さん！　アリガト歌野サンアリガト歌野サンアリガト歌野サンアリガト歌野サンアリガトアリガト歌野サンアリガアリガアリガアリガトトトトトアリアリアリアリガガガガガガガガガガガガガ」

「花咲が壊れた。花咲、花咲」

　司つかさに揺ゆさぶられつづけて、数分。

　ようやく正気に戻った皆みな人とは、幻げん次じがオッサンからもらってきた紙コップ入りの飲み物を飲んで、一息つこうとしたのだが、

「――ぶっ!?　幻次、何これ……!?」

「さあ。オッサンがくれたものだから、ぼくにはわからないね」

「オッサン、何なのこれ!?」

「俺が愛あい飲いんしてるスペシャルドリンクだ」

　オッサンは渋しぶい笑顔でビッと親指を立ててみせた。

「主な成分は、マムシ、サソリ、スッポン、マカ、ニンニク、オットセイの睾こう丸がん――」

「むちゃくちゃ効きそうなんだけど!?　ていうか、どこに効くのそれ!?　やばいとこに効いちゃわない!?　そもそも硝子ガラスの十代に必要!?」

「礼はいらん。おまえのスマイルはプライスレスだ」

「プライスレスっていうか、スマイルレスになっちゃいそうだよ……」

「ひゅう。言うじゃねえか」

「いや、さっぱり意味がわかんないんだけど……」

「貸してみて」

　幻次は皆人から紙コップを手渡されると、匂においを一ひと嗅かぎしただけで遠ざけた。

「……ん。これはひどいね」

「おたまじゃくし食べた幻次でも無理とか……そんなの飲んじゃったとか……」

「その前に、花咲は歌野が作った謎なぞの弁当を食べた」

「……もう言わないで、真ま田た部べ。思いだすと、ちょっと――ていうか、弁当？　おれ、弁当なんて食ったっけ？　記憶が……抜け落ちてる……？」

「皆人ぉー？　どしたー？」

　りゆが近づいてきて、皆人の顔をのぞきこんだ。

「きゆー。きゆー。皆人が落ちこんでるよー」

「あら、ほんとですね。きゆとしてはどうでもいいかんじですけど」

「りゆはよくないよー。皆みな人と、慰なぐさめたげようよー」

「りゆがそう言うなら、きゆとしては否いなやはありません。慰めてあげましょうか」

　百もも地ち姉妹は挟はさみこむように皆人の両りよう脇わきに立って、二人して皆人の頭を撫なではじめた。

「皆人ぉー。元気だすよー。元気でるよー。皆人ぉー。ふぁいとだよー」

「りゆが元気を出してほしがっているので、さっさと元気を出してくださいね。きゆも応援しますので。はい、なでなでなで」

「……うん。ありがと、二人とも」

「はぁー。皆人のそばにいると、りゆ、ほかほかして、きもちぃーのー」

「花はな咲さきくんのおかげでりゆが気持ちよくなるのは、きゆとしてはちょっといただけないかんじですけど、同意せざるをえないですね。もっとくっついてもいいです？」

「いや、あんまりくっつかないでくれると……おれも微妙に気持ちよくなっちゃいそうなんで。おれ、男なんで……」

「あーうー。つまんないのー」

「つまらないですね。でも、我が慢まんしないとですよ、りゆ。人のいやがることはしちゃいけないのです」

「そっかぁー。ここでもきもちぃーから、いっかぁー」

「えらいですね、りゆ。さすがはりゆです」

「――おおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおぉぉぉぉぉい……！」

　と、茂しげるが息せき切って教室に駆かけこんできた。

「てえへんだ、てえへんだ！　誰が底てい辺へんだって!?　うっせえバカッ！　そうじゃねえよ、たいへんだっつってんだよ……！」

「いったい何事……？」

「うおっ、おまっ、花咲ィッ！　花咲の分際で、りゆ×きゆに撫でられまくってんじゃねえぞコラッ！　うらやましすぎて、髪が逆さか立だったらどうしてくれんだッ……！」

「すでにっていうか、常に逆立ってるよね」

「おおっ!?　マジだッ！　――って、知ってるわ、ボケッ！　生まれたときからのつきあいだっつーの！」

「シゲの髪って、生まれたときから逆立ってたの？」

「灰はい堂どう家の男はこの世に生を受けたときからギンッギンなんだよ！　それなのに、年とるとなんで親父おやじもジーチャンも……じゃなくてッ！」

「ああ、おじいちゃんも●●ピーーーなんだ……」

「うっせッ！　うっせっつーのッ！　器用にピー音なんか入れてんじゃねえッ！　そんなのどうでもいいんだよ！　それよりたいへんなことがあったんだよ！」

「だから、何？」

「フハハッ！　聞いて驚くなよ……？」

　茂しげるは右手で何かをわしづかみにする仕し種ぐさをしてみせた。

「いつものようにあちこちで試してたんだけどな！　今日は俺様の能力が絶ぜッッッッッッ好こう調ちようなんだよッ！　こんなに調子がいい日はめったにねえッ……！」

「ものすごくどうでもいいよ……」

「俺の能力のキレキレ具ぐ合あいを見ても、そう言えるかな!?　――おい、りゆ！」

「なにー？」

「俺の前に立ってくれ！　俺の力を見せつけてやる！」

「やだー」

「な、なんでだよッ」

「ハゲル、きっと変なことするつもりだもん」

「もしりゆがいいと言っても、きゆが許しませんけどね？」

「ぐッ……つーか、ハゲルって……ええい、じゃあ、荒あら浪なみッ！」

　茂に名を呼よばれて、教室の前方、窓際の隅すみで、いつものように木刀の素す振ぶりをしていた叶かなえが手を止めた。

「何だ」

「今の、聞いてなかったよな？」

「聞いて……？　何を？」

「よし、じゃあ、こっちを向いてくれ。動くなよ。動くな……」

　茂は膝ひざを曲げて中ちゆう腰ごしになり、両手を叶のほうに差しむけた。その表情や姿勢から、気合いの高まりのようなものは伝わってくる。やがて両りよう眼がんが異い様ような輝きを帯おびはじめた。

「いくぜッ……！」

「ぬほおおおおおっ！」

　オッサンが声をあげて目を見み開ひらいた。皆みな人とは呆あつ気けにとられた。

「――ていうか、オッサン、いつの間に最前列に……」

「ふうぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ……！」

　茂が重い物でも持ちあげるように両手を上げると、叶のスカートが、風であおられたというよりも、見えない手でつままれて引っぱりあげられたように――めくれかけたその瞬間、叶が手で押さえた。

「な、何をするっ……！」

「ぬあッ!?」

　茂は叶を指さして、唾つばを飛ばしながら、

「お、おまっ！　なんでそういうことするかなッ!?　もうちょっとだっただろッ！　すっげーいいとこだったのに、手で押さえるとか、アホかッ……！」

「押さえなかったら、あたしのスカートがめくられていただろうが！」

「ッたりめーだろッ！　それが俺の能力なんだからッ！」

「触れることなくスカートをめくる程度の能力、か」

　幻げん次じがつぶやいて、首を傾かしげる。

「念動力テレキネシスの一種なのかな。でも、スカートしかめくれないなんて、なんだかすごいね」

「なんだァ!?　幻次ッ！　俺の能力《完全なる犯罪クライムエクスタシー》に文句でもあんのかよッ!?」

「いや。ただ――」

「ただ、なんだよ!?」

「オッサンがずいぶん残念がっているみたいだ」

　幻次の言うとおりだった。オッサンが四よつん這ばいになって、うなだれている。

「オッサン……」

　茂しげるはオッサンに歩みよっていって、広い背中に手を置いた。

「そんなにがっかりするなって。次は絶対に成功させてみせっからよ。気持ちはわかるけどな。俺も正直、荒あら浪なみのパンチラは一度拝おがんでみたかった。オッサン、おまえもだろ？」

　オッサンは無言でうなずいた。

「この、変態ども……」

　叶かなえは木刀を手にわなわな震ふるえている。



    

  
    
      



    

  
    
      

「粛しゆく清せいされたいのか！」

「されたいわけねえだろッ。だいたい、パンチラごときで変態とか言ってんじゃねえッ。男ならなあ、誰だってパンチラは見たい！　荒あら浪なみ、おまえみたいなガード堅かたい系女のパンチラはとくに燃えるッ！　つーか、萌もえるッ！　それが男ってやつだッッッ！」

「……男って……男って……」

「い、いや、荒浪、あくまでシゲの意見で、男がみんなそうってわけじゃないし」

「ぼくもパンチラは嫌いじゃないけどね」

「幻げん次じもっ!?」

「……パンモロより、パンチラだよね」

「映うつるまで!?」

「男は、敵……」

　叶かなえは木刀を立てて八はつ双そうの構えをとった。

「敵は、討うつ……！」

「ちょっ、ちょっと待った、荒浪！　冷静に……！」

「近づくな、花はな咲さきっ！　近づいて、あたしをなごませるつもりだろう！　その手は食わない！　あたしの能力《戦鬼羅刹バトルマニア》を発動して、一瞬で懐ふところに入りこみ、おまえの能力が効果を及およぼす前に――一撃でしとめるっ！」

「しとめられたりしたら、死んじゃうって！　ていうか、おれ、どう考えてもとばっちりじゃない……!?」

「あたしの敵は、ほかにいるっていうのか!?」

「少なくとも、おれは荒浪の敵じゃないってば！」

「……あたしには、ほかに戦うべき敵が」

「そ、そうそう。ほら、荒浪、いっつも言ってるじゃん。強くなりたい、強い相手と戦いたいって。おれ、ぜんぜん強くないし」

「そうか。そうだな。……はっ！　こんなことをしてる場合じゃない。訓練しないと」

　素す振ぶりを再開した叶をしりめに、茂しげるが皆みな人との肩を抱いた。

「間一髪だったな、花咲」

「もとはといえばシゲのせいだけどね？」

「細こまけえこと言うなって。ゲーハーになっちまうぞ？」

「その言葉、そのまま返そうか」

「なんでか知らねえけど、今は笑って許せる気分だな。ハハハハー」

「おれの力でなごんでるからじゃない？」

「それかッ！」

「たっだいまーっ」

　と、幸こう子こがスキップして教室に入ってきた。

「サッチンか……」

　茂しげるは、フーム、と唸うなってから、

「まあ、あくまで俺の能力を見せつけるのが目的だし、サッチンのパンツなんてむしろ見たくねえけど、今日はスパッツ穿はいてるからな。――おい、サッチン！」

「むぇ？　何？」

「ちょっとそこに立ってろ」

「こーこ、もう立ってるよ？　あっ。こーこがどこに行ってたのか、知りたくない？」

「知りたくねえよ、べつに」

「じゃあ、立つのやめる！　座るんだから！」

「……だったら、教えろよ。どこに行ってたんだよ」

「えっとね、えっと、どこ……」

　幸子は両手の人差し指をこめかみの上あたりに押しつけてぐるぐるさせながら、首をひねった。

「……どこ？」

「知らねえよッ。おまえのことだろ。つーか、おまえが訊きけっつったんだろッ」

「ぶぅーっ。そんな難しいことゆわれても、こーこ、わかんないもん」

「難しいことなんか、いっこも言ってねえよッ」

「そうやってごまかして、こーこのこと、バカだと思ってるんでしょ」

「思わざるをえねえだろッ!?」

「こーこ、今まで一回も勉強したことないけど、頭は悪くないんだからっ」

「……一回もないの？」

　皆みな人とは呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「一時間も？　一分、一秒も……？」

「うん。ないけど？　でも、テストではちゃんと青あお点てんっ！」

「青点って……？」

「先生に怒おこられる点数が赤点でしょ？　怒られない点数は青点ってゆわない？」

「言わない……ていうか、一回も勉強したことないのに赤点とったことないとか……」

「わからないとこは、テキトーに書けば当たったりするから、だいじょうぶ！」

「さすが、妙に運がいい程度の能力の持ち主だね。――《それもまた運命フオーチユンテラー》、か」

　幻げん次じは微び笑しようを浮かべて、感心しているのか、呆あきれているのか。

「とーにーかーくっ」

　幸子は胸を張ってみせる。

「こーこはバカじゃないんだから！　バカじゃないっていうか、天才かも！」

「じゃあ、おまえ、ためしに馬ば鹿かって書いてみろよ」

　茂しげるはチョークを幸こう子こに渡した。幸子は黒板に、



　ばか



　と書いて、ふふん、と鼻を鳴ならし、

「これくらい、書けるに決まってるでしょ？」

「ひらがなだったらな、そりゃあなッ。漢字で書け、漢字で！」

「感じ……？　フィールディングで？」

「それ言うならフィーリングだろッ。違ちげえよ、ひらがなカタカナ漢字の漢字だよッ！」

「漢字……」

　幸子は考えこんでから、



　場加



　と黒板に書いて、うなずいた。

「ほらほら！　漢字だって、こーこ、書けるんだから！」

「サッチン、違うよ、それ……間違ってるよ……」

「う、うそ!?　皆みな人とくん、うそついてるでしょ!?　こーこのこと、押おし入いれにしようとしてない!?」

「押し入れ……？　ああ、陥おとしいれようとしてる？」

「それ！　こたつのおとしご！」

「もういいって、サッチン。おまえの話聞いてると、頭が痛くなるんだよッ。いいから、そこに立ってろ！」

「だから、立ってるもん！」

「動くなよ！　そのままだぞ、よし……」

　茂は中ちゆう腰ごしになって両手を幸子に向け、ぐっと持ちあげた。

「せやッ……！」

「わぅっ!?」

　スカートがめくれあがって、幸子が変な声を出した。

「……サッチン」

　皆人はどうすればいいかわからず、とりあえず片手で顔を覆おおってみた。

　ため息がこぼれた。

「なんでまだ、スパッツの上にパンツ穿はいたままなの……」

「ひぇっ!?　……あっ！　穿はきなおすの、忘れてたーっ……！」



　　　　★



　授業が終わって幻げん次じと一緒に学校を出ると、前方にマリカの後ろ姿が見えた。

「あ。おれ、姫ひめに話したいことがあるんだ」

「へえ。じゃあ、追いかけたらどう？」

「幻次は？」

「ぼくは遠えん慮りよするよ。二人で話すといい。逃げられてしまわないといいね」

「それだよなー、問題は。ま、だめもとで行ってみるわ」

　皆みな人とは足を速めてマリカとの距離を縮ちぢめにかかった。

　逃げられないように足音を忍しのばせて、２メートルくらいまで近づいてから、

「姫」

「っ……!?」

　マリカは声にならない悲鳴をもらして振り向いた。

「な、な、何……!?　いったい何なの!?　いつから後ろに？　もしかして、忍にん者じや……!?」

「忍者はりゆときゆでしょ」

「百もも地ちさんが？　忍者……？」

「え。知らないの？　なんか、忍者の家か系けいなんだって。忍術も使えるらしいよ。まだ見せてもらったことはないけど」

「……初めて聞いた。わたしは何も知らないから。同じクラスの人たちのこと」

　マリカは肩を落として下を向いた。打ちひしがれているのだろうか。

　皆人は後頭部を掻かきながら、

「今、知らなくてもさ。これから知ればいいんじゃない？」

「そんなの、無理」

「なんで？」

「とにかく無理なの。わたしには」

「そんなことないって」

「どういう根こん拠きよがあってそう言ってるの？　参考までに聞かせてくれる？」

「うーん。いきなり説明するのは難しいけど――」

「ようするに、口からでまかせを言ったんでしょう。そんなことだろうと思った」

「でまかせとかじゃないって。なんだろ。ほら。姫はあれじゃない？　自分のほうからいかないでしょ。話しかけたりとか」

「悪い？」

「いや、だからさ、悪いとか言ってないってば。ただ、自分からいかないよなーって。そうすると、どうしても仲よくなるチャンスが少なくなるからさ。ていうか、なんで？」

「何が？」

「自分から声かけたりしないの、なんか理由あったりする？」

「それは……」

　マリカはため息をついた。

「あなたには関係ない」

「ないこともないと思うけど。同じクラスだし」

「ただ偶ぐう然ぜん、同じ学校に入学して、同じクラスに振り分けられただけじゃない」

「偶然っていえば偶然なんだけどね。でも、おれらの学校って、ちょっと特殊だし」

「ふつうとは違う学校だから、この出会いは必然だとでも言いたいわけ？」

　マリカは吐はき捨すてるようにそう言って鼻先で笑い、

「くだらない」

「姫ひめって、もしかして……」

　なんとなく、皆みな人とは思ったのだ。

　ひょっとして、マリカは自分の能力――この世の誰よりも美しいと天てん命めい学がく園えんが評価したその美び貌ぼうを、いいものだとは考えていないのかもしれない。

「……だとしたら、不思議だよな」

「何が不思議だっていうの」

「あ、いや……えっと、面めんと向むかって言うのはちょっと――ま、いいや、ほら、姫って、すっげーきれいでしょ？」

「それがどうかした？」

　マリカはなぜか、傷ついたような顔で皆人を睨にらんだ。泣き顔のようにさえ見える。

　そんな表情で睨まれたら――胸が苦しくなる。

「……どうってことはないんだけど」

「そう」

　マリカは歩きだした。

　皆人は横に並んでついてゆく。

　何かまずいことを言ってしまったのだろうか。そんな気がしてしょうがない。

　しばらく無言がつづいたあと、マリカはちらりと横目で皆人を見て、

「わたしに近づかないでよ？」

「あ。うん。でも、これくらいの距離なら平気だよ。前に幻げん次じとかと調べてみたんだけど、37センチくらいが、おれの能力が及およぶ範囲だってわかってさ」

「……それも今、初めて知った。あなたとは席が隣同士なのに」

「暇ひまなときにちょっと声かけてくれれば、いくらでもしゃべるんだけど」

「そんなことができたらっ……」

　マリカは唇を噛かんで早足になった。

　入学当初から、マリカはとっつきづらかった。それは皆みな人とだけじゃなく、10組の誰もが同じように感じていたらしい。皆人とはだめでも、ほかの誰かとは仲がいい、ということも、見ているかぎりではないようだ。

「あのさ、姫ひめ」

「何？」

「……そんな怒おこんないでよ」

「怒ってない」

「余よ計けいなお世話かもしれないけど――」

「本当に、余計なお世話」

「まだ何も言ってないよね？」

「あなたは、見るからにいらないお節せつ介かいを焼きそうな顔をしてるから」

「そう？　そうかな。そんなこともないと思うんだけど。おれ、けっこうめんどくさがりだし。でも、せっかく同じ学校入って、同じクラスになったんだし――」

「そのクラスが、よりにもよって、屑くず箱ばこ呼よばわりされている10組」

「……まあね。ローマ数字で10はＸだから×バツ＝ペケとか番外とか圏けん外がいとか、いろいろ言われてるけどさ。悪くないって、おれは思ってるよ」

「マゾなんじゃないの」

「なんでいちいちとげとげしい言い方するの？　なごませるよ？」

「やめてっ」

「しないけどね。いやがることは。マゾとかじゃなくてさ。とくにシゲとか、アホなことばっかりやってるけど、毎日けっこう楽しいし。けっこうっていうか、かなり？」

「今まで、さぞかしつらくて苦しい日々を送ってきたんでしょうね」

「いや、高校に上がる前も、それなりに楽しかったよ？　けど、人間って忘れるじゃん。あのとき楽しかったなーとか思っても、その楽しさをありありと思いだせるわけじゃないし。だから結局、今が一番って感じなんだよ。ずっと今がつづけばーみたいな」

「……おめでたい人」

「おめでたくてもいいから、姫も、もっと楽しくやらない？」

「まさか、花はな咲さき、あなた――そんなことを言うために、背後からわたしに忍しのびよったりしたの……？」

「足音を忍ばせたのは事実だけどね……それは謝あやまるけど」

　マリカはついと顔をそむけた。

「どっちにしても、わたしには無理」

　皆みな人とはため息をつきそうになったがこらえて、

「無理とか言わないでさ、ちょっとずつでもいいから――」

「あなたにはわからないっ！」

　マリカは急に立ち止まった。

　握にぎりしめた拳こぶしが、細い肩が、小こ刻きざみに震ふるえている。

「……所しよ詮せん、花はな咲さきみたいな人には、わかるはずがない。わたしとは違いすぎるもの」

　たしかにまあ、平へい々へい凡ぼん々ぼんな皆人と、学校公認の絶ぜつ世せいの美少女であるマリカとでは、あからさまに違いすぎるだろう。

　でも、マリカが言わんとしているのは、そういうことじゃない――ような気がするのだが、だったらどういうことなのか。

　皆人にはちょっと見けん当とうがつかない。

「さよなら」

　マリカが早足というより駆かけ足で行ってしまう。

　皆人は呼よび止めようとしたが、呼び止めたところで何を言えばいいのか。

「……なんか、いろいろあったりするのかな。せっかくだし、少しずつでもいいから、姫ひめもクラスに馴な染じんでくれるといいんだけど。でもやっぱ、余よ計けいなお世話なのかな……」
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　マリカは枝えだ道みちに駆けこんだ。それからもう一度曲がり、しばらく走ってから振り向いてみた。

　皆人の姿はない。自然と足が止まった。

「……あんな言い方をしておいて、追いかけてきてくれるわけがないのに。何やってるの、わたし……」

　呼吸が少し乱れている。胸が痛い。

　マリカはうずく胸に手をあてて、空を仰あおいだ。

（だけど、こんなにしゃべったのは初めて。花咲は、わたしのことを気にかけてくれたのに……それなのに、ひどいことをいっぱい……わたし、どうしてあんなこと。きっと、いやな女だって思われた……）

　目め頭がしらが熱くなって、あふれそうな涙を、なんとか抑おさえた。

（そのとおりだから、しょうがないのかも。わたしはただ見てくれがいいだけ。見た目なんて、骨格とか肉付きの問題でしかない。わたし自身には、何の価値も……）

　ふとしたときに、男たちの粘ねばっこい眼まな差ざしが浮かんで、ぞっとする。

　物もの心ごころがついたときにはもう、マリカは父の命令で愛あい想そ笑わらいすることを覚えていた。

　家を訪おとずれる男たちも、外出先で会う男たちも、全員あの目つきでマリカをじろじろと眺めた。よく頭を撫なでられ、髪を指で梳すかれた。大おお袈げ裟さな賞しよう賛さんの言葉を口にする男もいた。

　気がつくと、マリカは彼らのことが嫌いになっていた。

　そして、マリカを利用して、彼らを意のままに操あやつろうとする父のことも。

　中学校に上がったころ、マリカが表おも立てだって反抗するようになると、父は最初なだめすかそうとした。それから脅おどして、締しめつけを厳きびしくした。ついには激げき昂こうして声を荒らげた。

　強ごう欲よくで居い丈たけ高だかな父に逆らえない家族は、マリカの味方にはなってくれなかった。

　友人なんていなかった。

　女はおまえをねたんで憎む。男はおまえを欲しがって何をするかわからないから、油断するな。

　父にそう教えこまれて、そのとおりだと信じていたわけじゃないのに、いつの間にか他人を信用できなくなっていた。

　もうこれ以上、男たちのあんな目にさらされたくない。笑いたくもないのに、笑いたくない。さわられたくない。近づいてもほしくない。人を操るような真ま似ねをしたくない。

　マリカの望みは、ただそれだけだったのだ。

　そのために父と決けつ裂れつすると、マリカは一人きりになっていた。

　家でもそうだし、一日も休まずに通って卒業した私立の女子中学校でも、ほとんど誰とも口をきかなかった。寂さびしさに耐たえかねて、何度、同級生に声をかけようとしたか知れないが、どうしてもできなかった。

　マリカは勉強ができるわけでも、運動神経がいいわけでもない。楽器も演奏できない。趣味もない。人づきあいもまともにできない。

　できるかできないかじゃなくて、自分は何がしたいのか。考えてみたが、ずっと父の言うとおりにしてきたせいか、何も思いつかなかった。

　許してほしいと父にすがりついて頼んだら、もとの暮らしに戻れるだろうか。

（……それは、いや。絶対に。何があっても）

　私し立りつ天てん命めい学がく園えん。

　この学校なら、入学することさえできれば、学費なども一切かからない。卒業後の進路も保障されているという。父の手を借りずに生きてゆける。

　ただ、天命学園に入るためには、見てくれのよさを利用するしかなかった。

　自分には結局、それしか取とり柄えがないのだ。

　そう思うと、泣きたくなってくる。

（……でも）

　マリカは歯を食いしばった。頭かぶりを振って歩きだす。泣いたって何の解決にもならない。

（今日は、かなり話せた。明日はもっと、話せるかも。ちょっとずつ、みんなと仲よくなって……友だちにだって、なれるかもしれないし……）

　あの馬ば鹿か馬ば鹿かしくてやかましい10組なら、もしかすると、そんな日がやってくるかもしれない。自分にも、居場所ができるかもしれない。

　期待を抱いて、やっぱりだめだったときのことを考えると、こわいけれど。

　すごくこわくて、しかたないけれど。

　それでも、花はな咲さき皆みな人とがいる、10組なら。

　こんな日がつづけば、いつかは……。
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　翌日の放課後、皆人は早く帰らないといけないような用事もないので、１年10組の掃除を一手に引き受けているくびれを手伝うことにした。

「おれさ、このホウキが地味に好きなんだよね。この形のホウキって学校でしか見たことないんだけど、名前、なんていうんだろ。Ｔ字形だから、Ｔ字ホウキ？」

「えと、たぶん、ですけど、Ｔ字ホウキとはいわないような……」

「じゃあＴホウキとか」

「Ｔホウキともいわないような……」

「自由ホウキ」

　と、誰かがつぶやいた。

　見ると、教室のドアのところに映うつるが立っていた。

「あ、自由ホウキか！」

　皆人はその自由ホウキで床を掃きながら、

「そうだ。そうだよ。自由ホウキだよ。考えてみたら、聞いたことあるよ。忘れてた。映、教えてくれてさんきゅー」

「い、いいいや、そ、それ、それくらい、べべべべつに、たたたたいしたことじゃ……」

「映って物知りだよなー。前も、テレビに出てた女の子の話してたとき、みんな名前出てこなかったのに、映が教えてくれたし」

「あ、哀あい条じようみゆね！　みゆっちはね、有名だから……といっても、みゆっちが所属しているスカーレットたんぽぽはオタ向けのアイドルグループから出発したわけで、だいぶ仕事が増えてきたといってもまだメジャー感が薄いのは否いなめない事実なわけだけど……」

「おー。スカーレットたんぽぽって聞いたことある。歌とか出してない？」

「まあ一応というか一応じゃないけどアイドルグループなので、歌は当然出しているというかオリコンでもそこそこの順位で、この間の新曲は初登場三位だったわけだけど……」

「三位？　三位ってすごくね？」

「それでいてこの知ち名めい度どというのが音楽業界の現況を表していると言わざるをえなく……ああああす、すいません僕、しゃ、しゃべりすぎだよね、勝手にしゃべってなんかもうこの口め、口め、口め！」

「いや、ぜんぜんしゃべっていいって。映うつるの話、なんかおもしろいし」

「……こ、こ、こ今度、あの、貸す？　スカたんの……あああスカたんというのはスカーレットたんぽぽの略なんだけど、そのスカたんのＣＤとか……いらないよね……」

「え、貸してくれんの？　マジで？　貸してよ。聴きたい、聴きたい」

「ああああそれじゃあの、明日持ってくるから……ええとでも、その前にあの、もしアレだったら迷惑じゃなかったら、あの僕も……掃除手伝ってもいい？　かな？　とか……」

「いいよ。もちろん。いいに決まってるし。じゃあ、映、モップ掛がけやって」

「はーいモップモップ……うわーいやったー掃除だ掃除だー……ふふふっ……」

　映はこころなしか弾んだ足どりで掃除用具入れのほうへと向かう。

「三人で掃除をするのって、初めてですね」

　くびれも嬉うれしそうで、皆みな人とはなんだか楽しくなってきた。

「よし、ぱぱっと片付けちゃうか、掃除！　でさ、掃除が終わったら、帰りにアイスでも食べね？　なんかおれ、昼くらいから、やたらと抹まつ茶ちやアイスが食べたい気分でさー」

「あっ、いいですね、アイス！　食べます、食べたいですっ」

「映は？」

「え、えええぼぼ僕も!?　い、いいいんですかあ!?　あ、アイス……は、はい、それはあの、もし迷惑じゃなければ……あと、僕はバニラかメロン味しか食べられないけど……」

「じゃあ、さっさとやっちゃおう！」

「はいっ、皆人さん！　……はぅっ！」

　くびれは跳とびあがるように息をのんで、

「ご、ごめんなさいっ！　あたし、つい下の名前で呼よんだりなんかして……しかも、さん付けなんて、調子に乗って、あたしのバカッ、バカッ、バカッ、カバーッ！　だって、そんな呼び方、まるで、まるで……まるで、夫婦みたいだしっ！」

「……そ、そう？　さん付けって、ふつうっていえば、ふつうな気もするけど」

「で、でしたらっ！　仮に……仮に、ですけど、この先もずっと、皆人さん――と、呼んだとしても、とくに問題なかったりしますか……？」

「うん。べつにいいけど」

「皆人さん」

「何？」

「皆人さん……」

「え、だから、何……？」

「なっ、なんでも――なんでもないですっ、皆みな人とさん……」

　くびれはホウキを抱きしめてくるくる回りはじめた。

「皆人さん……皆人さん……皆人さん……！　きゃー！」

「だ、だいじょうぶ？　歌うた野のさん……」

「くびれと呼よんでくださいっ。あたしのことは、どうか、くびれとっ」

「へ？　でも、呼び捨てはちょっと……」

　皆人は頭を掻かいて、

「そうだなぁ。くびれさんっていうのはしっくりこないし――くびれちゃん？」

「ちゃん……ですか、ちゃん……で、でも、名字よりはっ。いいです、それでっ」

「んー。けど、なんか呼びづらいかな。今までどおり、歌野さんじゃだめ？」

「……あ、いえ、あたしが強きよう要ようできるようなことではないので。皆人さんがいやでしたら、それは……」

「いやってわけじゃないんだけどね」

「……くびれだけど、くびれてないから」

　映うつるがぼそっと言った。

「あーっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　くびれは涙ぐんで映うつるを指さした。

「それを、それを言いますかっ。気にしてるのにっ。わかってますけどっ。自覚はありますけど、どうしようもないじゃないですかっ。たしかに、くびれてませんけど……どうすれば、くびれるんでしょう……」

「さ、さあ、おれにはちょっとわかんないかな……」

「ですよ、ね……」

「とりあえず、掃除しちゃわない？」

「はい……」

　くびれは、ぐすっと鼻をすすって掃き掃除を再開した。

　皆みな人とも自由ホウキを自由自在に操あやつってやろうと気合いを入れた。

　ガンッ――と、教室のドアが開いた。

「……くっ……！」

　自らの手で開けたドアにもたれかかり、それから床に崩くずれ落ちたのは、10組の学級委員長、荒あら浪なみ叶かなえだった。

「あ、荒浪……!?」「荒浪さん……！」

　皆人はくびれと一緒に叶に駆かけよった。映も近づいてきたが、男がさわるわけにもいかない。叶を助け起こすのはくびれに任せた。

「荒浪さん!?　どうしましたか、荒浪さん……!?」

「……うっ……」

　叶は顔をしかめた。見れば、頬ほおのあたりが赤い。内出血しているようだ。それだけじゃない。スカートからのぞく左脚の腿ももも。

「荒浪、その怪け我が――どうしたんだよ」

「……かすり傷だ。くっ……」

　叶は右手で左肩を押さえた。くびれが叶の頬の傷を確かめて、

「ひどい。これ、もしかして、殴なぐられたんじゃ……？」

「違う、これは……転んだだけだっ。階段で……」

「荒浪」

　皆人は叶を抱えているくびれのそばにしゃがんだ。

　約37センチの距離まで近づけば、相手をなごませることができる。痛みもいくらかはましになるはずだ。

「うそなんかつかないで、本当のこと話せよ。何があった？」

「……花はな咲さき」

　叶は顔をそむけて、

「ありがとう。ちょっと楽になった」

「いいって。それより、どうしたの？」

「……あたしが弱かったんだ。あたしがもっと強ければ、こんなことにはならなかった。それだけだから……」

「おれの友だちに、誰が怪け我がなんかさせたのかって、訊きいてるんだよ！」

「花はな咲さき、おまえ――」

　叶かなえはまばたきをした。

「怒おこってるのか……？」

「あたりまえだろ。怒って悪い？」

「いや、ただ、あたしはそういう気持ちにはなれないから……」

「たぶん、おれの力のせいで、なごんでるからだよ。でも、おれの力って、自分には効き目がないからさ」

　皆みな人とは目を伏せて一つ息をついてから、叶を見つめた。

「――で？　誰にやられたんだよ？」

　叶はきゅっと口を引き結んだ。

　それから、かぼそい声で打ち明けた。

「……９組の連中だ」



    

  
    
      


２話　さよなら悪夢先生







　翌朝、皆人はいつもよりだいぶ早く登校した。それでも朝のホームルームが始まる八分前だったが、司つかさ以外はすでに教室にいた。

　叶は顔や左肩、それから胸の脇わき腹ばらに近いあたりと、左腿もも、右脛すねに打だ撲ぼく傷しようを負っていて、いかにも痛々しい。皆人は昨日、病院に付き添ったから知っているのだが、胸の打撲はとくにひどくて、かなり痛むようだ。

「みんな、悪いけど、ちょっと聞いて」

　皆人は教卓に手をついて教室を見まわした。

「昨日、荒あら浪なみが９組のやつに因いん縁ねんをつけられて――怪我をさせられた」

「闘争ラリーしたってことか」

　茂しげるがギンッギンに逆さか立だっている髪の毛をさわりながら、叶のほうに目をやって、

「荒浪、おまえ、学校の公認は受けたのかよ？」

　叶は茂を見ずに首を横に振った。

「……いや。突発的だったから。私闘バウトだ」

「荒あら浪なみさんがやられたということは、多対一だろうね」

　幻げん次じは腕組みをして顎あごをつまみ、

「10組の中で闘争ラリー向きの能力を持っているのは、荒浪さんだけだ」

「荒浪に教えてもらったんだけど、相手は三人だったらしい」

　皆みな人とはチョークで黒板に三人の名前を書いた。



　大南大貫

　一乗寺ドレッド

　三枚田ヒロシ



「三人とも、変な名前だねぇー」

　と言った幸こう子こに、茂しげるが疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向ける。

「サッチン、おまえ、変な名前とか言って、読めねえんじゃねえのか」

「しっつれいしちゃう！　ちゃんと読めるんだから！　えーと、だい……だい……？」

「大しか読めねえのかよッ」

「つ、次はだいじょうぶ！　自信あるから！　えっと、いち……れ？」

「カタカナも読めないなんて……」

　マリカは呆あきれるというより衝撃を受けているようだ。

「最後はいけるもん！　に……じゃなくて、さん……くち、つ？」

「おれが悪かったよ……」

　皆人は、



　大おお南みなみ大だい貫かん

　一いち乗じよう寺じドどレれッつドど

　三さん枚まい田だヒひロろシし



　と、それぞれの名前にふりがなを振った。

「この三人が、よってたかって荒浪を傷つけたんだ」

「いんちょー。だいじょぶかー？」

　りゆが荒浪に近づいてゆくと、きゆも当然のようについていった。

「痛いのー？　なんか、痛そうなのー。痛いの痛いの、とんでけー」

「きゆもりゆと一緒にしてあげます。痛いの痛いのとんでけー」

「……あたしは平気だ。これくらい、なんともない」

「ほんとにだいじょぶかなー。だって、痛そうだよー。えいっ」

「いだっ」

「ほらー。痛いでしょー。りゆ、わかるもんー」

「やせ我が慢まんをしないでくださいね、委員長さん。せっかくりゆが痛いの痛いのとんでけーをしてあげてるんですから。はい、痛いの痛いのとんでけー」

「とんでけー。とんでけー。遠くの山に、とんでけー。とんでっちゃえー。とんでったかなー？」

「……うん」

　叶かなえは照れくさそうにうつむいて、

「ちょっと飛んでいった、かな……」

「よかったのー。ねー、きゆ、よかったねー」

「そうですね。りゆのおかげです。でも、委員長さんはまだ痛い痛いですから、あんまりあちこちさわっちゃだめですよ、りゆ」

「はーい。じゃあ、ちょっとだけ、さすさすするよー。いんちょー、痛いー？」

「いや……痛くない。だいじょうぶだよ、それくらいなら」

　りゆときゆにさすられて、こわばっていた叶の表情がだいぶやわらかくなった。

　皆みな人とも思わず顔をほころばせてしまったが、それはそれ、これはこれだ。

「これまでも、９組のやつらはおれたちに嫌がらせをしてきた。だけど、直接、腕わん力りよくに訴えてくることはな……くもなかったっけ」

「忘れもしねえ」

　茂しげるが苦い顔をした。

「――厳げん城じようクリスチーナ。あのパツキン女の長いスカートを、俺の《完全なる犯罪クライムエクスタシー》でめくってやったら、まんまと気づかれて……オッサンがフルボッコにされちまった」

「なんでオッサンが……」

「どうせ身み代がわりにして逃げたんでしょう」

　マリカが頬ほお杖づえをついて蔑さげすむように言うと、茂は猛もう然ぜんと立ちあがって机を叩たたいた。

「ひ、人聞きの悪いこと言うんじゃねえよッ、姫ひめッ。俺が脱だつ兎とのごとく走り去ったら、たまたまオッサンが身代わりになっただけだ……ッ！」

「同じことじゃない」

「ぜんぜん違うだろうがッ。だいたい、オッサンだってパツキン女のパンチラが見たくて俺のそばにいたんだからよッ！　同罪だ、同罪ッ！」

「あれはいいものだ……」

　オッサンは目を細めて遠くを見ている。まるで若かりしころの地中海での一夜の恋に思いを馳はせているかのようだが、オッサンは日本人だし、一応おそらく十代だ。

「……まあ、シゲとオッサンのことはおいとくとして、ほかにも――あ、そういえば、映うつる、９組の苦く能のう兄弟に蹴けられたことあるって言ってたっけ」

「え、ぼ、ぼ、ぼぼぼぼぼ僕……？　あ、あることはあるけど、よ、よく覚えてるね、そんなこと……」

「いや、そりゃ覚えてるでしょ」

「こーこも、９組の人に足パッてやられて、すこーんって転んだことあるよ！　えっと、たぶん四回か、五、六回くらい！」

「……あたしも、それ、やられたことあります……」

「歌うた野のさんも？　うわっ、みんなけっこうやられてんなー。おれも、肩ぶつけられて、むかっときたことくらいはあるけど」

「そういえば、昨日も学食でおたまじゃくしを食べさせられたね」

「あれは、幻げん次じ、食べなきゃ食べなくてもよかったでしょ……」

　皆みな人とはため息をついて、

「まあ、けど、ほんと迷惑だよな、９組。ていうか、迷惑じゃすまないよ。荒あら浪なみは怪け我がをさせられたんだから」

「花はな咲さき」

　叶かなえはちらりと皆人を見ただけで、すぐにうつむいた。

「……怒おこってくれるのはありがたいけど、このことはもういい。あたしが弱かった。だから負けた。それだけのことなんだ」

「いや、でもさ！」

「果たして、それだけですむかな」

　幻次がいつものように微笑ほほえみながら、引っかかる言い方をした。その直後だった。チャイムが鳴なって、司つかさがせんべいをボリボリ食べながら教室に入ってきた。

　司に少しだけ遅れて、静しずか先生が眠そうにあくびをしながら教室入りする。

　学級委員長の叶が、起立、礼、着席の号令をかけた。みんなの挨あい拶さつはこころなしか元気がなかった。

「さぁーて……」

　静先生は教卓に出席簿を置いて、めずらしいことに、ずれていた眼鏡めがねの位置を直した。

「あれぇ？　荒浪さん、お顔、どうしたの？」

「９組のやつにやられたんだよッ！」

　叶が口を開く前に、茂しげるが答えた。

　静先生は「あらぁ……」と顔を曇くもらせて、

「そうなのぉ。９組の生徒と私闘バウトしたんだ。どうせなら、公認を受けて、限定戦リミテツドにしておけば、怪我しちゃっても、学校が補償したのにぃ……」

「そういう問題じゃないっすよね!?」

　つい声を荒らげてしまった皆みな人とに、静しずか先生は思いのほか冷たい眼まな差ざしを向けた。

「そういう問題だよぉ？」

「いや、だけど、静先生――」

「なぁにぃ？　花はな咲さきくん。まさか知らないわけじゃないよねぇ？　我が校では、互いに切せつ磋さ琢たく磨まし、能力を磨きあうために、生徒同士が闘争ラリーをする自由を認めています。闘争ラリーは大きく分けて、三つ。それじゃあ、清せい浄じよう院いんさん、公認闘争レギユラーを二つあげてみて？」

「え？　それは……」

　マリカはいぶかしそうに眉まゆをひそめた。

「学校行事の伝統戦クラシツクと、学校公認の限定戦リミテツドです」

「はぁーい。よくできましたぁ。で、その二つの公認闘争レギユラーは、名誉とか、実利とか、権限クレイムとか、いろんなものを賭かけて行われます。でも、私闘バウトは違うでしょ？　ようするに、ただの喧けん嘩か」

　静先生は首をふるふる振ってみせて、

「勝っても負けても、意味なぁーし。だから、どうせやるなら、公認をとって、限定戦リミテツドにしたほうがいいですよぉ？　わかったぁ？　荒あら浪なみさん？」

「わかりました」

　叶かなえはやけに力強くうなずいた。

「……次はかならず」

「ちょっと待ってくださいよ！」

　皆人は静先生を睨にらみつけてしまいそうになったが、さすがにそれは自じ重ちようした。

「何もそんなふうに焚たきつけることないでしょ？　荒浪は怪け我がしてるんですから。闘争ラリーなんかできる状態じゃないんですよ？」

「だったら、花咲くんが、荒浪さんの代わりに闘争ラリーすればぁ？」

「お、おれが……？」

　皆人は頭を掻かいて口ごもる。

「いや、でも、９組はおれらと違って武ぶ闘とう派はだし……」

「かっこわる」

　静先生は鼻で笑った。

「まぁ、好きにすればいいと思うなぁ」

　でも、一瞬後には静先生はいつもの静先生に戻っていた。

「先生が決めることじゃないしぃ。えぇーと、なんだっけ……？」

「出席です、先生」

　叶に言われると、静先生は「あははぁー」とだらしなく笑って、

「そうだったねぇ。じゃあ、出席をとりまぁーす。だけど、みんないるから、いっかぁ。ふあぁぁぁぁ……」

　と、口を押さえて大きなあくびをしたかと思ったら、沈みこむように教卓に突っ伏して、居眠りを始めた。

「あー……まただよ……」



　　　　★



　しかしまあ、今までも９組の連中はちょくちょく10組にちょっかいを出してきたし、それがちょっとエスカレートしたからといって、何かが劇的に変わるというわけでもないだろう。

　そこまで楽らつ観かん視ししていたわけじゃないが、ここまで風かざ向むきが急変するとは、正直、皆みな人とも思っていなかった。

　一時間目が終わると、ベートーベンヘアの日ひ隅ずみ逆さか麿まろが、巨きよ漢かんの大おお南みなみ大だい貫かんと金髪長スカートの厳げん城じようクリスチーナを引き連れて、10組の教室に入ってきた。

　逆麿は教壇の上に立って静まりかえった教室を睥へい睨げいして、叶かなえに目をとめると、ニタリ、と笑った。

「荒あら浪なみ叶。どうしたんだ、その傷は。ずいぶん痛そうじゃないか」

「……きさまッ！」

　叶は木刀を持って立ちあがろうとしたが、途中で顔をしかめて「くっ……」と呻うめいた。

　逆麿は「ふぁははははぁっ！」と人の神経を逆なでするような笑い声を発して、教師気どりで教卓に手をついた。

「――さて。今日、この日隅逆麿様が、わざわざこんな屑くず箱ばこくんだりまできてやったのは、ほかでもない。おまえら生ゴミどもに、自分の立場を理解させるためだ」

「なんだよ、立場って」

　皆人が訊きくと、逆麿は薄い唇を舌でぺろりと舐なめて、

「おまえらが立場をわきまえてないから、そんな質問が出てくる。まあ、しょうがない。おまえらは生ゴミだからな。一度だけ俺が教えてやる。感謝しろ」

「ほぇ？　感謝すればいいの？」

　幸こう子こは右手をピッとあげた。

「じゃ、ありがとっ！」

「……サッチン、しなくていいから」

「うぇー？　だって、あのヒミコサンママルとかって人が、感謝しろって」

「俺の名は、日隅逆麿だ！」

「そんないっぺんにゆわれても、わかんないもん！」

「ひ、ず、み！　さ、か、ま、ろ！　だ！」

「こーこは、お、お、と、り！　こ、お、こ！　だ！」

「りゆは、も、も、ち！　り、ゆ、だー！」

「きゆは、も、も、ち！　き、ゆ、です！　かわいいりゆの妹です！」

「俺は灰はい堂どう茂しげるッ！　は、い、ど、うッ！　し、げ、る！　だッ！　ハイドって呼よんでくれてもいいんだぜ……？」

「俺の名はオッサンじゃない、な――」

「どうでもいいっ！」

　逆さか麿まろは青あお筋すじを立てて、両手で教卓をバンバン叩たたいた。

「おまえらは生ゴミにいちいち名前をつけるか!?　生ゴミをいちいちその名前で呼んだりするか!?　しないだろうが！　おまえらの名前なんぞ知ったことか……！」

「ぶぅーっ。こーこ、ナマムギじゃないもん！」

「誰が早口言葉の話をしてる!?　生麦も生米も生卵も関係ない！　俺は生ゴミの話をしてるんだ！」

「なーんだ。それじゃ、最初っからそうゆってくれればいいのに。生ゴミの日はね、月曜日と木曜日だよ。こーこ、ちゃんと知ってるんだから。えらいでしょ？」

「それくらい俺だって知ってるわっ！」

「ほぇ？　だったら、なんでわざわざこーこに訊きいたの？　バカなの？」

「訊いてないっ！　バカでもないっ！　この、生ゴミ以下のクズどもめ……！」

　逆麿は憤ふん怒ぬの形相で教卓を蹴けりつけた。

「所しよ詮せん、小指の先ほどの脳みそも持ちあわせてないおまえらみたいなクズに、人間の言葉で話しても無駄だということか！　まあいい！　どのみち理解できなくても理解する羽は目めになる！　これから、おまえら生ゴミどもは、俺たち９組の奴ど隷れいだ……！」

「奴隷……？」

　マリカが柳りゆう眉びをひそめてつぶやくと、逆麿はまた「ふぁははははぁっ！」と笑った。

「そぉーだ！　奴隷だ！　清せい浄じよう院いんマリカ！　とくにおまえは、とびきり使い甲が斐いのある奴隷になりそうだな……！」

　オッサンが「ぷぶっ」と噴ふきだした。見れば、赤せき面めんして手で口を覆おおっている。きっとけしからん妄想をふくらませているのだろう。

「せいぜい楽しみにしていろ、生ゴミども」

　逆麿はそう言い残して、大だい貫かん、厳げん城じようとともに教室から出ていった。

「……奴隷、なんて」

　皆みな人とは重いため息をついた。

「何するつもりなんだ、あいつら……」

「やれやれ」

　幻げん次じはあまり困っているようには見えない、どちらかと言えば、ちょっと呆あきれたような表情を浮かべている。

「９組にも困ったものだね」



　　　　★



　実際、困ったものだった。

　いろいろなことが同時多発的に起こったので、一つ一つを挙げるときりがないが、たとえば――

「……も、持ってきたはいいけど、花はな咲さきにいつ渡そうかな……タイミングが……」

　映うつるは廊ろう下かをうろうろしながら、一枚のＣＤをさしだしたり引っこめたりを繰くりかえしていた。

「こ、こここれ！　スカたん、いや、スカーレットたんぽぽの新しん譜ぷ『グレートフル☆バトロイド』でありんす！　い、いやおかしいか……ありんすは……どうしよ……」

　どうやら映は、皆みな人とにＣＤを貸す練習をしていたらしい。

　で、勢いあまってＣＤが手からすっ飛んでしまい、床に転がった。慌あわてて拾おうとしたら、何者かがＣＤを踏みつけた。

「んだぁこれぇ？」

　９組の苦く能のう兄弟は三つ子だ。いつもだいたい三人でいて、ほとんど同じ顔をしているし、雰囲気も似ているので、双子のりゆときゆ以上に見分けがつかない。

「おぃこれぁれだろ」「すかたんだぇや」「うぉせぁれんぷぁろ」

　ついでに、三人とも強烈な舌っ足らずだ。そのうえ巻き舌だから、何を言っているのかさっぱりわからない。

　ともあれ、苦能兄弟のうちの一人がＣＤを拾いあげた。

「ぉれおしあったんらぉれ」「うひへへへ」「かわんくてすんだれや」

「か、か、かっ、返し、返し、返して！　そ、それは花咲に貸さなきゃいけないので、約束したので、お願いします、返して……！」

「せえっ！」

「ぐあっ」

　映は必死に食い下がったのだが、殴なぐられて左目の周りに青あお痣あざをこしらえる羽は目めになった。もちろん、スカたんのＣＤは苦能兄弟にとりあげられてしまった。

「……そ、そういうわけなんで、ごめんね、花咲、今日、ＣＤ、貸せなくなって……」

「謝あやまるなって！　映うつるが悪いわけじゃないんだから！　ていうか、おれに貸すために持ってきたせいで、ＣＤが……」

「ま、まだ、家に六枚あるんで、明日、持ってくるんで……」

「え……なんで同じＣＤそんなに持ってんの？」

「そ、そこはいろいろありまして……なんていうか、商業的なアレに乗せられちゃってる的なアレなんだけど、特典とかいろいろ……」

「へえ……」

　とまあ、そんなことがあったり。

　ほかにも、スカートめくりをしようと階段の下で待機していた茂しげるは、９組の一いち乗じよう寺じドレッドにいきなり飛び蹴げりをかまされて、あやうくリンチされるところだったというし。

　幸こう子こは、休み時間に手洗いへ行く途中、廊ろう下かで足あし払ばらいをかけられ、盛大にすっ転んで膝ひざをすりむいたみたいだし。

　くびれはいきなり後ろから羽は交がい締じめにされ、必死に抵抗しなかったら、「……あたし、貞てい操そうの危機だったかもしれません……（本人談）」。

　りゆときゆも同様の被害に遭あいかけて、そのとき偶ぐう然ぜん、オッサンが通りかからなければ、どうなっていたかわからない。オッサンはそうとう殴なぐられたり蹴られたりしたようだが、人並み外れて頑がん丈じようじゃなければ、病院送りにされていただろう。

　――といったようなことがつづいたものだから、急きゆう場ばしのぎにトイレルールなるものを定めて、誰かが手洗いに行く際には、みんなでつきあうことにした。

　ただし、これには問題があって、男子はいいとしても、女子はなかなかトイレに行きたいとは言いだしづらいものだ。

　午後、マリカの様子が明らかにおかしくなった。

「……姫ひめ、もしかして」

「何」

「いや……」

　皆みな人とは低く唸うなった。我が慢まんしているのではないか、などと言ったら、怒おこられそうだ。

「顔色がよくないからさ。具ぐ合あいでも悪いのかなって」

「いえ」

　マリカは短い言葉しか発しない。ハンカチを出して、額ひたいに押しつけた。冷や汗をかいているようだ。

　授業中だが、やむをえない。

「先生！」

　皆人は挙手をして、ひたすらブツブツつぶやきながら板ばん書しよしている歴史担当の堂どう本もと竹たけ雄おに呼よびかけた。

「先生！　すいません、先生……！　ちょっと！　ねえ、聞こえてます!?」

　堂どう本もとは舌打ちをして振り向いた。

　バーコード頭で、割れて曇くもった眼鏡めがねをかけている貧相な堂本は、あの９組の担任だ。そうかといって、９組の非道と10組の窮きゆう状じようを訴えても、流されるどころか、無視されておしまいだろう。

「なんですか、松まつ永なが……」

「おれ、松永じゃないっすけど」

「なんだっていいでしょ、名前なんて。なんです……」

「おれ、ちょっと腹が痛くて。トイレに行きたいんですよね」

「勝手に行けばいいじゃないですか……」

「あ、でも、うちのクラス、いろいろあって、トイレルールっていうのを決めてて。ようするに、一人が行くときはみんなで行くっていうルールなんですけど」

「なんですそれ……」

「そういうルールなんで。行ってきていいっすかね」

　もちろん、ほかの先生なら、こんな要求が通るわけがない。だが、とにかくやる気のない堂本が相手なら、もしかしたら、ということもありうる。

「……行けばいいでしょ……」

「あざぁーっす！　よし、行くぞ、みんな！　姫ひめも！」

　皆みな人とが声をかけると、マリカは曖あい昧まいにうなずきながら、しかし、妙に機き敏びんな動作で立ちあがった。

「あー、腹いてー。トイレ、トイレ、トイレ」

　皆人は急ぐふりをして教室を出た。

　振り向くと、みんなと一緒にマリカもついてくる。

　さすがに９組に妨害されることもなく男子トイレに駆かけこんで個室に入ると、茂しげるがさっそくドアをガンガン叩たたいて、

「おーいッ。まだかー花はな咲さきーッ。遅おせえぞー花咲ーッ」

「まだ入ったばっかだろ」

「うおッ。なんか臭におってきたッ。やべッ。バリアッ。バリアッ」

「……小学生かよ」

　だいたい、していないのだから、臭うわけがないのだ。それでも一応、流してから、個室を出て手を洗った。トイレをあとにすると、マリカと目があった。

　マリカはちょうど女子トイレから出てきたところで、かすかに頬ほおを赤らめ、すぐに下を向いてしまった。でも、どこかロボットめいた動きをしていたさっきまでとは、明らかに違う。やっぱり我が慢まんしていたのだろう。

　というわけで、この件については大事に至らなくてよかったが、授業が終わって全員で掃除をし、集団下校の態勢で下げ駄た箱ばこに向かうと――

「……あれ？　俺の靴がねえ」

「おれもだ……」

「こーこの靴も……」

「りゆの靴ぅー……」

「おかしいですね。きゆの靴も見あたらないかんじです」

「あたしの靴もないです……」

「ごがえがぐが」

「わたしのも、ない……」

「ぼくの靴もないね。まいったな」

「俺の靴は、ある……」

「――ぐあッ。オッサンの靴、くせッ！　異臭がッ！　目にくるッ、目にッ！」

「あたしのせいだ」

　叶かなえはからっぽの下駄箱に拳こぶしを押しつけた。

「――あたしが私闘バウトに負けたりしたから、やつらはつけあがって。あたしは10組の委員長なのに……！」

「やめろって、荒あら浪なみ」

　皆みな人とは叶の手首をそっと握にぎった。ここはなごませどころだろう。

「そんなふうに考えんなよ。誰も荒浪のせいとか思ってないんだから」

「……花はな咲さき。でも……」

「フッ」

　と、オッサンが笑って、親指をビッと立ててみせた。いったいどういうメッセージなのだろう。よくわからないが、叶は苦笑しながらも、ちょっと肩の力が抜けたみたいだ。

「んでもよ、どうする？」

　茂しげるは逆さか立だっている髪の毛をさわりながら、

「靴がねえと帰れねえよ」

「あー。だよな……」

　皆人は唇をひん曲げてみんなを見た。

「とりあえず、静しずか先生に事情を話してさ、スリッパか何か、貸してもらえないか頼んでみる？　もしだめなら、今日は上靴で帰ればいいし。どうせ、上靴を置いてったら、なくなっちゃいそうな気もするしな」

　結局、その日は上靴を履いて帰る羽は目めになった。

　９組の嫌がらせはとどまるところを知らず、翌日もつづいた。

「おら、ジャンプだよ！」

　検問だ。

　10組の生徒は、９組の連中が朝っぱらから教室の手前に設けた検問を通るたびに、ジャンプすることを強きよう要ようされた。

「ジャンプだ、ジャンプ！　さっさとジャンプしろ！　おらおらおら、ジャンプ！　ジャンプ！　ジャーンプッ！」

　何しろ、10組は総勢十二名だが、９組は二十九人もいるし、強こわ面もてぞろいだ。拒こばんだらボコられるに決まっているから、ジャンプするしかない。

　すると、小銭なんかがポケットに入っていたりする場合、ジャラッと音がする。

「――お？　持ってんな？　寄付だ、寄付！　ほら、出せよ！」

　出さないと、ボコられる。どうせ小銭なので、あきらめてさしだす。

　ただ、ジャラッと音がしなければ何もされないかというと、そんなことはなくて、

「マジで持ってねえのか？　証明してもらわねえと信じられねえなあ。おい、身体検査だ、身体検査！」

　男ならまだ我が慢まんできるが、女子はそうもいかない。

　なんとか逃げだして教室に駆かけこむと、９組のやつらは手を出してこないが、検問を通るたびに同じ目に遭あわされるのだ。

　しかも、それだけじゃなくて、10組の教室から机が残らず消え去っていた。

「きゆー。きゆー。りゆの机どこー？」

「さあ……どこいっちゃったんですかね。でも、心配しないでください、りゆ。りゆがどうしても机が必要なときは、きゆがりゆの机になりますから」

「うん……でも、りゆ、机ないとさみしーなー……」

「わかりました。じゃあ、きゆのことを机だと思って――」

「いや待てッ！　ほらッ！　りゆ、俺がおまえの机になってやっから！　ほらほらッ！」

「……ハゲルの机は、やだー」

「な、なんでだよッ」

「だって、ちくちくしそう」

「否定はできねえけどもッ!?」

「でも、これじゃあ勉強できないよう。こーこ、勉強しないけど。えへ」

「どうして椅い子すは残っているんだろうね」

　そんな疑問を呈した幻げん次じと、食欲に取とり憑つかれて菓子だの何だのをひっきりなしに食べている司つかさだけは、いつもと変わらない。

「どうしてって……」

　皆みな人とは教室を見まわした。

　十二人の男女が、きれいに並べられた椅い子すに座っている光景は、ちょっとシュールだ。

　いや、正確には十一人か。

　茂しげるだけは、りゆの前で机になろうとして、なりきれずにいる。

「……なんでだろ」

「徐々に締しめつけを厳きびしくしていくつもりなんじゃないの」

　マリカの座り姿はじつに端正で、一枚の絵みたいだ。

「こっちが音ねを上げるまで、じわじわと苦しめようとしているのかも」

「くッそ！　９組めッ！」

　茂は床を蹴けって立ちあがり、教室を出てゆこうとした。

「待てって、シゲ！」

　皆みな人とは茂を呼よび止めて、

「一人でどこ行くつもりだよ!?」

「俺が話をつけてくるッ。泣いて頼んだら、いくらあいつらだって、やめてくれるかもしれねえだろッ!?」

「え、泣いて頼むの……？」

「じゃあ、どうすりゃいいんだよッ!?」

「いや、どうって……」

「土下座しろってかッ。ジャンピング土下座かッ。それとも、ひねりをくわえてジャンピングトルネード土下座かッ」

「あくまで謝あやまるつもりなんだ……」

「言っておくがな」

　と、教室のドアが開いて、逆さか麿まろがぬっと顔を出した。

「おまえらが謝ったって何の意味もないぞ。生ゴミの謝罪には一円の価値もない。言うまでもないことだろうが？」

「……日ひ隅ずみ逆麿！」

　叶かなえが立ちあがって木刀の先を逆麿に向けた。

「これ以上、10組のみんなを苦しめることは、あたしが許さない！　尋じん常じように立ちあえ！」

「俺が？　荒あら浪なみ叶、おまえと？　なぜ？」

「きさまは９組の委員長だろう！　あたしは10組の委員長だ！」

「だから、おまえと一対一で限定戦リミテツドをやれと？」

　逆麿は人間を欺いて喜ぶ悪魔のような笑みを浮かべた。

「いやだね」

「それなら、私闘バウトだ……！」

　叶は駆かけだした。

　一分間に剣を千回振れる程度の能力。

　何を隠そう、それが叶かなえの《戦鬼羅刹バトルマニア》――なのだが、実際は一秒間に七回くらいしか振ることはできないようだ。しかも、一日あたり十秒ほど発動するのが限度らしい。

　だからまあ、正しくは十秒間に木刀を七十回振れる程度の能力なのだが、それだときりが悪い、ということで、能のう開かいが勝手に「一分間に剣を千回」と銘打ってしまったのだ。

　いずれにせよ、《戦鬼羅刹バトルマニア》が発動すれば、めちゃくちゃ速くなる。

　そのはずなのに、今の叶にはそこまでのスピード感はなかった。きっと怪け我がのせいで、能力を使うことができないのだ。

　叶はそれでも、あっという間に逆さか麿まろに迫った。所しよ詮せん、やたらと金かねを持っているだけの逆麿を倒すのに、特殊な能力なんか必要ない。

　――相手が逆麿なら。

「大だい貫かん！」

　逆麿が引っこんで、代わりに身長１９０センチ超のゴリラみたいな巨きよ漢かんが教室に飛びこんできた。

　叶は突っこんだ勢いのまま、大貫めがけて木刀を繰くりだす。

「くあっ……！」

「フンガァー……ッ！」

　大貫は叶の木刀を腹筋で受け止め――あっさりと弾はじき返した。

　そして、腰を落とし、すくいあげるようなパンチを叶に見み舞まう。

　叶はとっさに両腕を交差させて防いだが、吹っ飛ばされた。

「っ！　ぁっ……っ……！」

　床に叩たたきつけられた叶は、身をよじることも、声をあげることも、息をすることさえできないようだ。

「荒あら浪なみ……！」

　皆みな人とは叶に走りよった。それより早く、オッサンが意外なすばやさを発はつ揮きして、叶を抱き起こそうとする。

「――っっっ……！」

　だめだ。オッサンが指一本ふれただけで、叶は声にならない悲鳴をあげた。もともと叶は負傷している。悪化したのか。

「ウヌウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥ……！」

　オッサンの顔が真っ赤に染そまった。その腕が、肩が、胸が、膨れあがって、制服のボタンが弾はじけ飛とぶ。おかげで胸むな元もとがのぞいた。すごい胸むな毛げだ。

「なんてことを……」

　皆人は大貫を睨にらみつける。

「よくもやってくれたな！　おれの友だちに、ひどいことを……！」

「フンガー」

　大だい貫かんがゴリラ顔をニヤリと笑わせると、逆さか麿まろがまたドアから顔を出した。

「生ゴミのおまえの友だちの生ゴミがやられたから、なんだって……？　まさか、おまえがその負け犬の代わりに俺たちと闘争ラリーでもするっていうのか？」

「ああ、やってやるよ」

「おおおぉぉぉぉぉぉい、花はな咲さきッ……！　おまッ――」

「わかってる、シゲ。おまえ一人だけいい格好するな、自分も、むしろ自分がやるっていうんだろ」

「違ちげえよッ！　そんなつもりは毛もう頭とうねえよッ！　ちなみに毛もう根こんじゃねえからな、毛根はあるからな、ピンピンしてるからなッ！」

「おもしろいじゃないか」

　逆麿は鼻先で笑って、

「あいにく俺は、闘争ラリーなんて野や蛮ばんなことに興味はないがな。一対一じゃないなら、受けてやってもいい」

「一対一なんて、最初からやるつもりないし」

「ちょッ、ちょちょちょちょちょ待ッ――勝手に話進めんじゃねえおいッ！」

「俺はやる」

　目の錯さつ覚かくだろうか。オッサンの全身からオーラのようなものが立ちのぼっている。

「男には、やらなきゃいけないときがある。今がそのときだ。そうだろう、カウボーイ」

「オッサン……」

　皆みな人とはこわいもの見たさで密林のようなオッサンの胸むな毛げを眺めた。

「……誰だよ、カウボーイって……」

「はぁーい」

　チャイムが鳴なると同時に、逆麿と大貫を押しのけて、静しずか先生が教室に入ってきた。

「なぁにー？　どしたのぉ？　闘争ラリー？　限定戦リミテツド？　そぉ。ようやくそういうことになったんだぁ。審判員アンパイアはぁ？　先生でいいかなぁ？」

　皆人は顎あごをしゃくって逆麿を示した。

「あっちがよければ、おれは静先生でいいっすよ」

「どうせ俺たちが勝つんだ」

　逆麿は顎を上げてせせら笑う。

「教員か上級生。校こう規きで決められている審判員アンパイアの条件さえ満たしていれば誰だっていい」

「じゃあ、そういうことでぇ……」

　静先生は出席簿を脇わきに挟はさんでぺちんと手を打ち、にっこり笑った。

「――さっそく今、ここで、闘争評議カウンシル、やっちゃう？」



　　　　★



　闘争評議カウンシルというと仰ぎよう々ぎようしいが、やることはそう難しくない。

　まず、天てん命めい学がく園えんに伝わる七七七の闘争方式ラリーモードについて記された書物、闘争法典ラリーコードをもとに、誰が、いつ、どこで、どう闘争ラリーするか決める。

　それから、お互いが賭かける権限クレイムを提示して、双そう方ほうが納得すれば、限定戦リミテツドは成立する。

　闘争法典ラリーコードの原本は厳重に保管されているというが、天命学園の学生はその写本を教科書にして、闘争方式ラリーモードについての授業を受ける。これは必修科目だ。

「じつはおれ、昨日、静しずか先生に言われたときから、ちょっとだけ考えてたんだよ。まあ、考えてただけで、ほんとにやるつもりだったわけじゃないけど……」

　皆みな人とは闘争法典ラリーコードの写本を開き、第五六式《監獄小相撲プリズンレスリング》のページをみんなに見せた。

「この五番勝負ってどうかな」

「なるほどね」

　幻げん次じは腕組みをして微笑ほほえんだ。

「いいんじゃないかな。で、当然、ぼくは出ることになるんだよね」

「頼む。あとは、オッサン」

「任せておけ、ブラザー」

　オッサンは渋しぶすぎる表情で親指を立ててみせた。

「ブラザーではないけどね……」

　皆人は茂しげるを見た。

「それから、シゲ」

「うおッ。腹がッ。腹がいてえッ。盲もう腸ちようかッ!?　ちょ、腸ちよう閉へい塞そくかもしれねえ……ッ！」

　腹を抱えて転げまわる茂に、絶ぜつ対たい零れい度どの視線が束たばになって突き刺さる。

「……チッ」

　茂は無駄な足あ掻がきをやめて起きあがった。

「わかったよッ！　やりゃあいいんだろ、やりゃあッ！」

「まあ、シゲには期待してないからさ。人数合わせだから」

「いてえッ！　腹がッ！　腸内細菌が悪玉ウイルスでやっぱ無理ッ！」

「これで、四人。最後の一人は――」

「無視かよッ。ねえ、俺の選択権はッ!?　人権はッ!?　どこにあんのッ!?　ねえッ!?」

「……ぼ、ぼぼぼぼぼぼ、僕、かな……」

　映うつるが顔面蒼そう白はくで脂あぶら汗あせをたらたら流しながらも、自分を指さした。

「い、一応、僕、男だし……いやあの、勝つのとかは期待されてもアレなんだけど……」

「いや」

　叶かなえは木刀を杖つえにして、なんとか立っているといった有あり様さまだ。

「あたしが出る。……お願いだから、出させてくれ。そうしないと、あたしは……」

　迷うところだが、正直、映うつるだと一割どころか一いち厘りんの可能性もないだろう。叶は怪け我がをしているとはいえ、それでも戦闘能力でいったら10組の中でたぶん一番だ。それに、叶のプライドの問題もある。

「頼む、荒あら浪なみ。ただ、無理はしないで。ていうか、させないつもりだけど」

「うん」

　叶は力強くうなずき、かすかに口くち許もとをゆるめた。

「ありがとう、花はな咲さき」

　途と端たんに映が「ふぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……」と大きすぎるため息をついて、その場にへたりこんだ。そんなに怖かったのに、自分から申し出てくれたのだ。その気持ちだけで充分すぎる。

「それと権限クレイムは、おれたちが勝ったら、今後一切、９組は10組に干かん渉しようしないこと――でいいかな」

　反対意見は出なかった。

　審判員アンパイアの静しずか先生を通してこちらの意向を伝えると、逆さか麿まろは偉えらそうに鼻を鳴ならして、

「《監獄小相撲プリズンレスリング》の五番勝負か。よかろう。こっちは大だい貫かん、厳げん城じよう、一いち乗じよう寺じ、二ふた林ばやし、三さん枚まい田だを出す。権限クレイムは――」

　と、マリカを指さした。

「おまえだ、清せい浄じよう院いんマリカ」

「……わたし？」

「え？」

　皆みな人とはきょとんとしてしまった。

「何？　姫ひめ……？　なんだよそれ。どういうこと……？」

「俺たち９組が勝ったら、清浄院マリカをいただく」

　逆麿は、ニヤア、と邪悪な笑みを浮かべる。

「ようするに、その女は10組じゃなく、９組の生徒になるってことだ」

「はァァァァァァァァァァァァァァッ!?」

　茂しげるは顎あごが外れないのが不思議なほど口をあんぐり開けた。

「そ、そッ、そんなのありかよッ、静先生ッ……!?」

「ありですよぉ」

　静先生は、ずれた眼鏡めがねの奥で目を細めて、

「コロすとかオカすとか、そういうのはまずいけど、クラスが移るくらいなら、審判員アンパイアが認めれば問題なぁーし。たしか、前例があるし」

「じゃ、じゃあッ、静しずか先生が認めなきゃいいってことじゃねえかッ」

「先生は認めちゃいまぁーす」

「なんでだよッ!?」

「勘かん違ちがいしないで？　灰はい堂どうくん」

　静先生は眼鏡めがねの位置を直した。

「先生は今、10組の担任じゃなくて、あくまで審判員アンパイアですからねぇ？　そして、審判員アンパイアとして言えるのは、９組が出してきた条件をのむかどうか、あなたがたが決めなさい、ということだけです」

「生ゴミだけに、どうやらわかってないようだがな」

　逆さか麿まろはわざとらしく肩をすくめてみせる。

「限定戦リミテツドを挑んできたのは、あくまでそっちなんだ。寛大で、太っ腹で、親切で、情け深い俺が、しょうがないから乗ってやってもいいと言ってるんだぞ？　おまえらが俺の条件をのまないなら、この話はなしだ」

「わかった」

　マリカは目を伏せて、短く息をついた。

「わたしがそれでいいと言えば、ぜんぶ解決でしょう」

「姫ひめっ!?」

「何か問題でもある、花はな咲さき？」

「いや、問題って……ないわけないよね？　ありまくりだろ。だって、もしおれたちが負けたら――」

「負けるつもりなの？」

「そうじゃないけどさ！　でも――」

「じゃあ、だいじょうぶでしょう。わたしは……」

　マリカはほとんど聞きとれないような小さな声でつぶやく。

「……わたしは、こんなことくらいでしか、みんなの役には立てないんだから……」

「え？　何？」

「なんでもないっ！　とにかく――」

　マリカは逆麿を見すえた。

「そっちの条件はのむから、これで限定戦リミテツドは成立ってことでいい？」

「ああ」

　逆麿はニヤニヤしながら満足げにうなずいてみせる。

「文句はない」

「はいはぁーい」

　静しずか先生は手をぺちぺち打って、

「それじゃあ、明日の放課後、闘争劇場コロツセオの四十二番闘争場ホールで、限定戦リミテツドが行われることに、めでたく決定しましたぁー。みんな拍手拍手ぅー」

　逆さか麿まろと大だい貫かんはゆっくりと拍手したが、10組の生徒は誰一人として手を打ちあわせようとはしない。

　皆みな人とは奇妙に表情のない、それでもやっぱりきれいなマリカの横顔を見ながら、奥歯を噛かみしめた。

「……姫ひめ……」
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　念のために10組の全員で学校を出るとすぐ、マリカは一人、すたすたと集団から離れていった。皆人はマリカを追いかけた。

「待って、姫！」

　呼よびかけても、マリカは振り返ることすらしない。

　皆人はやむをえず全力疾しつ走そうしてマリカの前に回りこんだ。

　マリカはようやく立ち止まったが、皆人と目をあわせようとはしない。斜ななめ下のほうを見て、ため息をついた。

「何か用？」

「あんな条件、なんでのんだんだよ」

「のまなかったら、限定戦リミテツドが成立しなかったでしょう」

「いや、でもさ……ていうか、そもそも日ひ隅ずみがああいう権限クレイムを持ちだしてきたってのが、そもそも謎なぞっていえば謎なんだけど」

「どこが？　謎でもなんでもない」

　マリカは自じ嘲ちようげな笑みを浮かべた。

「入学してから、日隅には何度も口く説どかれた。五千万やるから自分の女になれって言われたこともある」

「え……そうだったんだ？　えっ!?　ご、五千万……!?」

「ずいぶん安く見られたものだと思わない？」

「安いのかな……いや、金額の問題じゃない気はするけど……」

「わたしは、目の前に現金で一億円積まれたこともあるし、二十七億円の小切手を突きつけられたこともあるから」

「に、に、二十七億!?」

「それが、今のところ、わたしの見てくれにつけられた最高額。……くだらない」

　本当にくだらないのだろうか。皆みな人とはつい疑うたがってしまう。

　だって、自じ嘲ちようしたり、誰かを嘲あざ笑わらったりしているときの人間の顔は、たいてい醜みにくいものだ。それなのに、マリカは違う。どんな表情も特別な彩いろどりと輝きになって、マリカを美しく見せる。

　きれいだったり、かわいかったりする女優だのアイドルだのモデルだのは、いくらでもいる。でも、マリカほど豊かで深みのある美しさを備えている人間がほかにいるとは、とうてい思えない。

　こんなにも美しくて、それはどう考えてもすばらしいことなのに、なぜかマリカはその容よう貌ぼうを軽けい蔑べつしてさえいるようだ。

「花はな咲さき」

「……うん。何？」

「今、わたしのこと、きれいだと思ってるでしょう」

「え」

「違う？」

「いや……違わないけど」

「あなたもやっぱりそうなんだ」

　マリカは顔を上げた。

　今にも泣きだしそうなその表情も、どうしても胸を打たれずにはいられないほど、途方もなく美しい。

「みんなわたしをそういう目で見る。ずっと、ずっと、ずっとそう。結局、誰も彼も同じ。もううんざり。だけど、ほかの誰よりも、こんなふうに思う自分自身が……だからわたしは、変わりたくて――」

　ぎゅっと唇を噛かみしめて背を向け、小走りに去ってゆくマリカに、どんな言葉をぶつければ、もう一度、振り向いてもらえるだろう。

　皆人にはわからなかった。
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　天てん命めい学がく園えんの広大な敷しき地ちの奥まった場所に、＊（アスタリスク）の形をした本館という名の建物がある。

　本館には、教員部、教務部、能のう開かいこと能力開発部、闘とう研けんこと闘争研究部など、学園の主要な機能が集中していて、奥おく殿どの、伏ふく魔ま殿でんといった異称もあるが、夢ゆめ見みヶが原はら静しずかは単に、僻へき地ち、と呼よんでいた。１年生の校舎から遠くてしょうがないからだ。

　静しずかは教員室まで行くのがめんどくさくて、ロビーのベンチに腰を下ろした。

　そこまではぼんやりと覚えている。

「――ふゎっ!?」

　何か冷たいものを頬ほおに押しつけられて、静は慌あわてて起きあがった。

「ひぁ……？」

　どうやら、いつの間にかベンチに身を横たえて眠っていたらしい。

　見ると、目の前に、白衣を身につけたツインテールの少女――ではないのだが、何しろ身長１４３センチで童顔なので、少女にしか見えない能のう開かいの部長が立っていた。

　能開の全権を握にぎっていて、部内では、御ご前ぜん、と称されている部長の小さな手には、缶ジュースが握られている。

「飲め」

「……巴ともえちゃん」

　静は嵐らん志し道どう巴の手から缶ジュースを受けとった。ただの缶ジュースじゃない。巴が愛あい飲いんしているエナジードリンク、レッドブルの２５０ミリリットル缶だ。

「ありがとぉ」

「10組が９組とやるらしいな」

　巴は静の隣に座って、自分のぶんのレッドブルをぐびっと飲んだ。

　静がプルトップを開けながら答えようとすると、巴は先回りして、

「闘争ラリー絡がらみの情報は常時チェックしている。それも能開の仕事の一つだ」

「……巴ちゃんは、仕事熱心だよねぇ」

「当然だろ。好きでやっている仕事だからな。楽しくてしかたない。勝負の行方が気になるか、静」

「これでも一応、担任だし？」

「一応では困る。上は、適格だと判断して、おまえに10組を任せたんだ」

「正直、あたし、あんまり自信ないんだけどなぁ……」

「泣き言なんか聞きたくない。《悪夢の静シズカ・ザ・ナイトメア》の名がすたるぞ」

「もぉ。そんな呼よび方しないでよ、巴ちゃん。なんかおっかない人みたいじゃない」

「まさか、おっかない人じゃないつもりなのか？」

「……むぅー。今はただの先生だしぃー……」

「ただの、じゃない。私し立りつ天てん命めい学がく園えん１年10組の担任教諭だ」

「そうだけどぉー」

「いずれにしても、楽しみだな」

　巴はレッドブルを飲み干して、にたにたと笑った。

「――クラス・エックス。お手並み拝見だ」



　　　　★



　闘争劇場コロツセオは、ふつうの学校でいう体育館だし、実際、生徒は体育館と呼よんだりする。

　じゃあ、なんで名前に、劇場、とついているかというと、一部の大きな闘争場ホールには観客席が設けられていて、客を入れられるようになっているからだ。

　でも、この四十二番闘争場ホールは14メートル四方ほどで、もちろん観客席もない。

　そんなこぢんまりとした闘争場ホールに、10組の生徒十二名と９組の生徒二十九名、それから審判員アンパイアを務める静しずか先生の合計四十二人が入ると、ちょっと手狭に感じられるほどだ。

　灰はい堂どう茂しげるは板の間に赤く描かれた直径３メートルの円を挟はさんで、９組の二ふた林ばやし鴨かも美みと向かいあっていた。

　茂の後ろには10組の十一人が並んでいて、９組の連中は鴨美の背後にずらりと雁がん首くびをそろえている。静先生は円の中だ。

「二十人病院送りにした程度の能力――《剃刀の鴨美カモミールレイザー》、か……」

　茂は喉のどを鳴ならして唾つばをのむ。

　姿勢が極きよく端たんに悪い。白い大きなマスクと長い髪で、顔がほとんど隠れている。見れば見るほど、鴨美はおどろおどろしい。

「幽霊っぽいよな……」

　と、不ふ意いに、鴨美が肩を揺ゆらしながら、くっ、くっ、くっ……と笑った。

「うっ……」

　茂は震ふるえあがる。

「や、や、や、やべえッ。あれ、絶対、俺を殺す気だろ。冗談じゃねえぞ……」

　第五六式《監獄小相撲プリズンレスリング》。

　今から三〇〇年以上前、荒くれ者同士が狭い監かん獄ごくの房内で誇ほこりと意地をかけて決闘するために生みだされたという闘争方式ラリーモードだ。

《監獄小相撲プリズンレスリング》は、直径３メートルの円の中で一対一、徒と手しゆ空くう拳けんにて行われ、先に円から出たほうが敗者となる。

　円の内でも、足以外を床についたら負け。

　審判員アンパイアに戦闘不能と認められた場合も負け。

　降参しても負けだ。

「闘争ラリーとか、もともとガラじゃねえんだよ。人生、逃げるが勝ちじゃねえか……」

　五番勝負の順序オーダーは、９組と10組が今日、この四十二番闘争場ホールに会した時点で双そう方ほうが提示し、その際に組み合わせが決まった。茂は自分が一番手だということは昨日からわかっていたものの、対戦相手は知らなかった。

　まあ、誰が相手だろうと、同じといえば同じではある。

「シゲ」

　後ろから皆みな人とに肩を叩たたかれた。

「無理するなよ」

「するわけねえだろ、ボケッ」

　茂しげるは皆人の手を振り払って、一度、深呼吸をした。

　９組の連中は鴨かも美みに思い思いの乱暴なエールを送っているが、10組は静かだ。誰一人として、茂に勝利など期待していない。



　先せん鋒ぽう戦：‥灰はい堂どう茂vs二ふた林ばやし鴨美

　次じ鋒ほう戦：‥オッサンvs三さん枚まい田だヒロシ

　中堅戦：‥神じん幻げん次じvs厳げん城じようクリスチーナ

　副将戦：‥花はな咲さき皆人vs一いち乗じよう寺じドレッド

　大将戦：‥荒あら浪なみ叶かなえvs大おお南みなみ大だい貫かん



　このうち三勝したほうが勝ちで、茂は計算外なのだ。

「……だがッ。俺もやるときはやるッ。やるべきことはやり遂げるのが男ってやつだろ」

　茂は自分自身に「せいッ」と気合いを入れた。

「それではぁ。これよりぃ。第一フアースト闘争ラリーを始めまぁーす」

　静しずか先生が両手をあげて、交差させながら円の外へ出る。

「双そう方ほう、前へぇー」

　９組の喚かん声せいがやかましくなった。

　鴨美がひたひたと円の中へ進み入る。茂も円の中へと足を踏み入れた。

「れでぃー……」

　静先生がそう言うと、ふっと火を消したように闘争場ホールが静まりかえった。

　鴨美はただ突っ立っている。

　茂は中ちゆう腰ごしになって両手を鴨美にさしむけた。

「――やってやるさッ……！」

「ふぁいっ！」

　静先生が両手を振りおろした。

　その瞬間、茂は全集中力を結集して、いきなり全開で能力を発動させた。

《完全なる犯罪クライムエクスタシー》。

　鴨美のスカートが一気にめくれあがる。

　茂は会かい心しんの笑みをもらした。

「――ピィーンクッ……！」

　鴨かも美みはすぐにスカートを押さえつけたが、もう遅い。ばっちり見てしまった。

「へへッ。ふつうに白か、もしくはベージュかと思ってたけどな。ちょいと意外だぜ」

「…………………………………………」

　マスクと髪の毛のせいで顔はほとんど見えないが、耳が真っ赤に染そまっている。恥ずかしがっているのか。

「か――」

　わいいところもあるじゃねえか。茂しげるがそう言おうとしたときにはもう、鴨美に肉にく薄はくされていた。

　鴨美の両手が茂に襲いかかる。聞いたところによると、その手しゆ刀とうは剃かみ刀そりのような切れ味を誇ほこるのだ。まずい。

　死ぬ。

　殺される。

　茂は必死に跳とびすさった。

「――ひッ、ひいッ……！　き、切られたッ！　髪がッ！　俺の髪がァーッ！」

「髪ならまた生えてくるだろ。……たぶん」

　見れば、皆みな人とが隣にいる。

「バッ、おまっ、なんでそんなこと言えんだよッ！　保証できんのかッ!?　って、花はな咲さき、どうしてここにおまえが――」

　茂は足あし許もとに目を落とした。

　完全に円の外だった。

「はぁーい、勝負ありぃー」

　静しずか先生が左手をあげて９組のほうを示した。

「勝者ぁー、二ふた林ばやし鴨美ぃ。９組の勝ちぃー」



　　　　★



「オッサン、頼んだ！」

　皆人が円に入ろうとしているオッサンに声をかけると、叶かなえ以下、10組のみんなが一斉に声援を送った。

「がんばれ！　力のかぎり戦え、オッサン……！」

「おさーん、がんばろー！」

「りゆ、こういうときは、がんばれ、のほうがいいかんじだときゆは思いますよ」

「おー。そなのかぁー。がばれー、おさーん！」

「が、が、がっ、がんばってください！　オッサンさん……！」

「オッサぁーン！　こーこも、墓はか場ばの陰かげから応援してるからっ！」

「――って、死んでんのかよッ、サッチン！　つーかそれ言うなら、草くさ葉ばの陰だろッ！」

「こーこ、ちゃんと生きてるもん！」

「わかってるよッ。わかってるから言ってんだろッ」

「もぉーっ！　シゲくんのゆうこと、ぜんぜん意い識しき不ふ明めいなんだからっ！」

「なんで俺の言うことが重体になってんだよッ！」

「怪け我がに気をつけてね、オッサン」

「ごがふぁあががぐがあが」

「……わー。がんばれー。ああでも、僕はアレなので、応援しないほうがいいかな……」

「なんで？」

　皆みな人とが訊きくと、映うつるは跳とびあがって、

「えっ!?　き、ききき聞いてた!?　うそ、いやあの……ちょっとまあ僕の場合、自分の意向や希望とは逆の結果になることが昔から多々あったりするので、やっぱりその……」

「そんなの、きっとたまたまだって。気にすんなよ」

「……で、ですかねー……だと、いいんだけど……ど、どうかな……」

「みんなで声、出してこーぜ！　がんばれ、オッサン！」

　皆人が音おん頭どをとると、声援の質も量もいちだんと高まった。みんなの後ろに隠れるようにして最後列にいるマリカも、オッサンを見て口を動かしている。声は聞こえないが、どうやら、がんばって、と言っているようだ。

「オーライ」

　オッサンは渋しぶい笑顔で親指をビッと立ててみせると、円の中へと身を進ませた。

　皆人はオッサンの対戦相手、三さん枚まい田だヒロシに目をやる。

　馬面で、ハの字眉まゆで、黒目が異い様ように小さい。

　三枚田は、三十人病院送りにした程度の能力――《震える打撃トレモロブロー》の持ち主だ。

　ようは、パンチ力がものすごいらしい。

　９組の連中は根っからの武ぶ闘とう派はぞろいで、日ごろから自分の能力を喧けん伝でんしているので、ことさら調べなくてもその程度のことはわかる。

「とにかく、ここで一勝してもらわないと」

「だな」

　茂しげるは鴨かも美みに切られて変な形になった髪の毛をさわりながら、

「せっかくこの俺が、先せん鋒ぽうの役割をバッチリ果たしたんだからよ。しっかり勝って、俺のヘアの仇かたきを討うってもらわねえと」

「うん、まあ……」

　言いたいことはなくもないが、茂しげるが負けるのは織おりこみ済みだった。五番勝負となると、ふつうは先勝したい。相手は一回戦を確実にとりにくるだろう。だから、こっちとしては捨てることにして、茂に任せたのだ。

「オッサンと、ぼく」

　幻げん次じが腕組みをして微笑ほほえんだ。

「そして、皆みな人とで三勝して、勝つ。それが皆人の作戦だからね」

「オッサンはだいじょうぶだよ」

　皆人はうなずいた。

　勝算はある。

　幻次は10組に三人しかいない総合判定Ｅ――あとの二人はマリカと司つかさ――で、体育の授業などでは極限まで手を抜くが、運動神経もかなりいいから、戦闘能力はたぶん叶かなえに次ぐ。一対一なら、９組の生徒にもそう引けをとらないはずだ。

　皆人のことは、９組側がどれだけ知っているかわからないが、このルールならじつは自信がある。狭い円の中で戦うから、絶対に接近することになるので、《平和主義者ラヴ＆ピース》でなごませてしまえばいい。戦闘意欲を失った相手を、外に押しだすだけでいいのだ。

「れでぃー……」

　静しずか先生が両手を振りおろした。

「ふぁいっ！」

　それと同時に、三さん枚まい田だが前に出た――と思ったら、その直後に一発目のパンチがオッサンの顎あごをとらえていた。

　オッサンの身体からだが傾かしいだ。でも、倒れない。持ちなおした。

　そこに三枚田が連続でパンチを浴びせる。

　ジャブ、フック、ストレート、アッパーカット。

　９組の連中が沸わいて、幸こう子こが、りゆが、きゆが、マリカが悲鳴をあげた。

「オッサン！」

　叶が声をかぎりに叫んだ。

「ガードだ！　ガードを上げろ……！」

　叶の声が届いたのだろう。オッサンが両腕を上げて防御の構えをとった。

　しかし、三枚田のパンチはやすやすとガードを突き崩くずしてしまう。

「おら！　おら！　おらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらぁっ！」

「ぶふっ！　ぶっ！　げぼっ！　ぐがっ！　あがががががががががががががっ……」

　オッサンは防戦一方どころか、サンドバッグ状態だ。本当に、天井から吊つりさげたサンドバッグを上下逆にしたような有あり様さまになっている。

　三枚田に殴なぐられるたびに、オッサンは揺ゆれる。大きく、激しく揺れる。

　だが、まるで足が地面に接着されているかのように、戻ってくる。

　そこをまた殴なぐられる。

　揺ゆれる。

　戻ってくる。

　殴られて、揺れる。

　戻ってきては、殴られる。

「……見ていられない」

　マリカが両手で顔を覆おおった。その気持ちは皆みな人ともわかるが、これこそがオッサンの真しん骨こつ頂ちようなのだ。皆人は両の拳こぶしを握にぎりしめる。

「耐たえろ。耐えてくれ、ブラザー……！」

　何があっても倒れない程度の能力――《立ち往生オーバースタンド》。

　押しても引いても、どんな方向からどんな力を加えても、決して倒れない。

　それがオッサンの能力だ。

「くそったれ……！」

　三さん枚まい田だがパンチを繰くりだしながら吐はき捨すてた。

「このっ！　やろうっ！　しぶといっ！　じゃねえかっ！　さっさとっ！　くたばりやがれっ！　ちくしょうがっ……！」

「むーんっ。むーんっ。むーんっ。むーんっ。むーんっ。むーんっ……」

　オッサンはもはや、パンチをもらうたびに謎なぞの音声を発するへんてこな機械と化しているが、やはり倒れない。

「マジかよ……!?」

　ついに三枚田がバックステップを踏んで、距離をとった。かなり汗をかいて、呼吸が乱れている。あれだけパンチを出したのだ。疲れるに決まっている。

「ふーっ。ふーっ。ふーっ……」

　オッサンがゆっくりと前進する。もうガードはだらりと下がっているが、それが余よ計けいに不気味だ。

　闘争場ホールが静せい寂じやくに包まれ、三枚田の表情に動どう揺ようが走った。

　自分がうろたえたという事実が、かえって三枚田を逆上させたのかもしれない。

「ざけんじゃねえっ……！」

　三枚田はふたたび突進して、オッサンの顔面にパンチをお見み舞まいする。

　打つ。

　打つ。打つ。

　打って、打って、打ちまくる。

　オッサンの足が止まった。それでも倒れない。

　オッサンを殴なぐりつづける三さん枚まい田だの顔は、怒りよりも恐怖でゆがんでいるように見える。

「いける……！」

　皆みな人とは右みぎ拳こぶしで自分の左手を打った。

「オッサン、もうちょっとだ！　いけるぞ！　もう少しで……！」

「――待ったぁー！」

　と、静しずか先生が円の中に入ってきて、三枚田とオッサンの間に割りこんだ。

　静先生はオッサンの様子を確かめてから、両手で×バツを作った。

「失神しているので、戦闘不能と見なしますっ！　よって、勝者、三枚田ヒロシぃー！　９組の勝ちぃー！」
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「……俺としたことが、面めん目ぼくない」

　オッサンはしゅんとしている。

　敗北を告げられ、円の外に運びだされてから、物の数分で目を覚ましたオッサンは、顔こそボコボコで目もほとんどふさがっているものの、わりとだいじょうぶそうだ。いったいどれだけタフなのか。

「……いや、オッサンのせいじゃない。おれが甘かったんだよ」

　粘ねばり勝ちできるはずだと踏んでいたが、たとえどんなにタフでも、あれだけ一方的に攻撃されたら、気絶くらいしてもおかしくない。だいたい、オッサンはただ何があっても倒れないだけなのだ。

「そうだな、花はな咲さき」

　茂しげるは皆人の肩を抱いて、小鼻をスピスピ広げながら、

「何もかもぜんぶおまえのせいだッ。おまえが浅はかで無能なせいだなッ」

「むのーむのーぅ。皆人はむのーぅ」

「りゆ、そんなふうに言っちゃいけませんよ。図ず星ぼしを指されると、人はすごく傷つくものなんですから」

「……ぐっ」

　皆人が胸を押さえると、りゆが頭を撫なでてくれた。

「むのーの皆人、だいじょぶかぁー？」

「……うん。まあね。それなりにね」

「あー。皆人のとこにいるときもちぃーなぁー。ほかほかするよ。きゆもおいでよー」

「それじゃあ、きゆもりゆの真ま似ねをさせてもらいます。なでなでなで」

「自分にはまったく効果がない、この能力がちょっとだけ恨うらめしいっす……」

「おい、りゆ、俺も撫なでろ！　おいッ！　むしろ、俺を撫でろッ！」

「やだよー」

「な、なんでだよッ」

「ハゲルの髪、つんつん刺さって痛そうだからなのー」

「刺さんねえよッ！　剣けん山ざんとかじゃねえんだから、いくらなんでも刺さるわけねえだろッ。ほら――」

　茂しげるは自分の頭をひと撫でして、

「いづぁッ!?」

「と、というかっ」

　くびれが顔を真っ赤にして、りゆときゆと茂を睨にらみつけた。

「皆みな人とさんだけの責任にするのは、間違ってますよねっ!?　なんていうか、こ、これはクラス全体の問題なわけで……あたしみたいな、ちびで泥どろ沼ぬまのカメが言うようなことじゃありませんけどっ……」

「でも、プランが崩くずれてしまったね」

　幻げん次じもいささか浮かない表情をしている。それでも口くち許もとに微笑ほほえみを浮かべているあたりは、さすが幻次だ。

「まあ、ぼくと皆人、それから荒あら浪なみさんで、三勝すればいいわけだけど」

「……幻次」

「神じんの言うとおりだ」

　叶かなえは今日、木刀を持っていない。《監獄小相撲プリズンレスリング》のルールでは、徒と手しゆ空くう拳けんで戦わないといけないからだ。

「どうにかあたしまで繋つないでくれ。かならず勝ってみせる」

「とりあえず、がんばってみようかな」

　幻次が円の中へと進む。

　対するは、厳げん城じようクリスチーナ。

　母親が外国人で、金髪は地毛だ。やたらと長いスカートを穿はいていて、一昔か二昔前のヤンキー少女的な格好だが、スタイルも顔も当然、日本人離れしていてモデル風だから、なんだかちょっとわけのわからないことになっている。

《戦慄の女王様キラークイーン》――鞭むちを自在に操あやつる程度の能力の持ち主で、総合判定はＤ。

　いつも長い鞭を持っていて、生き物のように動くその鞭で男どもを打ちすえ、恐怖と倒とう錯さくした快感で従わせている、９組のナンバーツーだ。

　ただし、《監獄小相撲プリズンレスリング》のルールでは、徒手空拳で戦わないといけない。

　厳城は自慢の鞭を使うことができないのだ。

「れでぃー……」

　静しずか先生が両手を振りおろした。

「ふぁいっ！」

　闘争ラリー開始が告げられても、幻げん次じは動かない。厳げん城じようも同じだ。互いに様子見している。

「そういえば――」

　幻次が先に仕し掛かけた。

「自己紹介がまだだったね」

「見合いかよッ!?」

　幻次は茂しげるのツッコミをスルーした。

「ぼくの名は神じん幻次。気づいたかい」

「はあ……？」

　厳城が首を傾かしげる。

　幻次は妙にやさしげな微笑ほほえみを浮かべた。

「逆から読んでみて」

「……逆？　じんげん――はっ！」

「そう。ぼくの名前は、逆から読んでもジンゲンジなんだ」

「だからなんだってのよ!?」

「なんだか悲しいとは思わない？」

「わけのわからないことを……！」

　厳城が駆かけだした。それと同時か、その直後だった。

　幻次は右手を前に出して、

「――《不思議な壁ワンダーウオール》」

　すると右手の先に幅１メートル、高さ２メートルほどの硝子ガラス板のような物が出現した。

「っ……!?」

　厳城は止まりそこねて硝子板にぶつかった。もしそれが本当に硝子板なら、砕くだけ散ってしまいそうな勢いだった。でも、硝子板はびくともしない。厳城は撥はね返された。

「……これは!?」

「ぼくには、たいしたことはできない」

　幻次は手をのばした。

　その指先がふれた途と端たん、硝子のような不思議な壁ワンダーウオールはたちまち崩くずれ落ちて消えてしまう。

「――壁を作る程度のことしか、ね。なんだかせつないだろう？」

「それがあんたの能力ってわけ……？」

「強いていえば、そういうことになるかな」

「むかついてしょうがないよ、その回りくどいしゃべり方……！」

　厳城はふたたび幻次めがけて突進する。

「それはすまない」

　幻げん次じはまた壁を作りだして、厳げん城じようを阻んだ。

　厳城は、しかし、それを読んでいたのか、今度はぶつからないで、壁を回りこむ。幅わずか１メートルの壁だから、迂う回かいするのは難しくない。

　ただ、幻次はさわるだけで壁を消せる。消して、また新しい壁を厳城の行く手に出せばいい。

「――くっ……！」

　厳城は急停止した。

「一度に出せる壁は一枚、あんたがさわれば消せる、大きさは固定か……！」

「いや、そうでもない」

　幻次は壁を消して後退し、すぐに壁を出した。

　高さ１メートルちょっと。幅は３メートル。

　幻次の壁は直径３メートルの円を分断した。

「大きさは変えられるよ」

「その高さで、あたしを防げるとでも……!?」

　厳城はたった一歩の助走で壁を跳とび越え、そのまま幻次に襲いかかる。

「そうは思っていないね」



    

  
    
      



    

  
    
      

　幻げん次じは下がらず、飛びかかってきた厳げん城じように体当たりした。

「――うっ……!?」

　壁に背中を打ちつけてしゃがみこんだ厳城を狙ねらって、幻次は回し蹴げりを繰くりだす。厳城はとっさに防御姿勢をとったが、後ろが壁だから逃げられない。

　幻次は蹴る。まるで相手が人間じゃなく物だと思っているかのように、蹴る。思いきり蹴る。蹴りつづける。

「……よ、容赦ねえな、幻次のやつ……」

　茂しげるは身み震ぶるいしているが、幻次なら女子相手でも手て加か減げんしないだろうと、皆みな人とは踏んでいた。べつに冷酷なわけでも非情なわけでもない。幻次は頭がいいのだ。

「割りきってるだけなんだよ、幻次は。おれたちは勝たなきゃいけない。勝つためには、相手が女の子でも倒すしかない。倒すためには、手加減なんかできない」

「わかっててもできねえだろ、ふつう」

「おれだってそうだけど、幻次にはできる。だから、組みあわせがわかったとき、内心、やったって思った。幻次なら、絶対、厳城に勝ってくれる」

「正直、見てて気持ちよくはねえけどな……」

　皆人も同感だが、幻次は10組のために泥を被かぶってくれているのだ。限定戦リミテツドの言い出しっぺである皆人が、目をそらすわけにはいかない。

「幻次……！」

　どう声をかけたらいいかわからなくて、皆人はただ幻次の名を叫んだ。

　９組の連中は床を踏み鳴ならして厳城を応援している。

「女の子を足あし蹴げにするのは――」

　幻次は右脚を後ろに振りあげた。サッカーボールキックというやつだ。

　決めるつもりなのか。

「けっこう楽しいね……！」

「えっ……」

　楽しいの？

　――という驚きよりも、厳城がさっと横に転がって、幻次のサッカーボールキックをかわしたことに対する驚きのほうが大きかった。

　幻次の右足が壁にふれた。壁が崩くずれて消えたころにはもう、厳城は立ちあがっていた。

　脇わきをやや開けて、両腕のガードを高く上げ、後ろ足に重心をかけている。

「……あ、あ、あ、あ、あれ……ムエタイの構えだ……」

　映うつるがつぶやいた。

「よくもやってくれたね、素人しろうとが……！」

　厳城はペッと唾つばを吐いて、

「あたしが鞭むちだけの女だと思ったら大間違いだよ。身の程を思い知らせてやる……！」

「べつに思い知りたくは――」

　幻げん次じは右手を前に出して、突っこんでくる厳げん城じようの前に壁を作ろうとしたのだろう。

　でも、間に合わなかった。

　壁が現れるより早く、厳城の左のミドルキックが幻次の脇わき腹ばらをとらえた。

「うっ……」

「遠えん慮りよするなよ、サド男お……！」

　厳城のキックは止まらない。左のミドルから右のミドル。そして、首を狙ねらった左のハイキック。幻次の体勢が崩くずれたところで、厳城はすっと距離をつめる。両腕で幻次の首を抱えこんで首くび相ず撲もうに持ちこむと、腹部に連続で膝ひざ蹴げりを叩たたきこんだ。

「奇き遇ぐうだね！　あたしも！　ＳかＭかでいえば！　Ｓなんだよ！　だから！　あんなふうに！　やられるのは！　腹が立って！　しょうがない……！」

　厳城は幻次を解放した。

　幻次はよろめいてあとずさり、しゃがみこむ。

　厳城はすかさず踏みこんで、右脚を振りあげた。

「死にな……！」

　サッカーボールキックだ。

　10組の女子が悲鳴をあげて、男子は口々に幻次の名を呼よんだ。

「ごめん」

　幻次は上半身を後ろに倒して、サッカーボールキックをよけた。厳城は追い討うちをかけようとしたが、静しずか先生が止めに入った。

「はいっ！　おしまいですよぉー！　勝負ありぃー！」

「なッ……」

　茂しげるは口をあんぐりさせて、幻次を凝ぎよう視しした。

　幻次は円の端でしゃがんでいたのだ。そこで上半身を後ろに倒したので、円の外に出てしまっていた。

「……負け……ちゃった……っぽい？」

　幸こう子こは唖あ然ぜんとしている。

　皆みな人ともまだ事実を受け止めきれずにいた。

　幻次は床に大の字になったまま、皆人を見上げた。

「すまない、皆人。ぼくは女の子をいたぶるのはわりと好きだけど、痛い思いをするのは大嫌いなんだよ」

「うん……」

　皆人はゆっくりと頭を掻かいた。身体からだに力が入らない。

「これで、９組の三勝が確定しましたぁー」

　静しずか先生が高らかに宣言した。

「従って、限定戦リミテツドは、９組の勝利となりまぁーす。勝者には権限クレイムが与えられ、行使されなければなりません。――清せい浄じよう院いんさん」

「……はい」

　マリカの顔は青ざめている。胸のあたりをつかんでいる手は震ふるえていた。

　静先生は、ずれた眼鏡めがねの位置を直して、

「あなたは今から、９組の生徒です」

「わかっています」

　マリカは一瞬だけ天井を仰あおいで目をつぶり、深呼吸をした。

　そして、静先生に向かって頭を下げる。

「――短い間でしたけど、お世話になりました、夢ゆめ見みヶが原はら先生」



    

  
    
      


３話　勘かん違ちがいと誤解がたどりつく先







「こんなのって、ありかよ……」

　灰はい堂どう茂しげるは狭い路地に身をひそめて息を殺していた。

　路地から顔を出すと、電信柱に三分の二くらい隠れてこっちを見ている幽霊じみた女と目があった。

「ひいッ！」

　茂は慌あわてて顔を引っこめ、早はや鐘がねを打っている心臓をなんとか落ちつかせようと、胸をかきむしる。

「こ、こ、こええッ……な、何なんだよ、あいつッ。朝、家出たときから、ずっと追つけてきてるぞ。もしかして、ストーカー……？　なんで俺を……ッ」

　思いあたる節ふしは、あるような、ないような。微妙なところだ。

「……まさか、見ちまったから――なのか……？」

　目を閉じれば、ピンク色の下着をまとった下半身の映像が浮かんでくる。

「リボン付きだったよな、地味に。つーか、わりとかわいめのパンツだったよな……？　てことは……」

　茂しげるは勇気を振りしぼり、もう一度、顔を出して、幽霊女――二ふた林ばやし鴨かも美みを見た。

　一秒……二秒……三秒……。

「もう無理ッ……！」

　茂はふたたび顔を引っこめた。危険。非常に危険だ。これ以上、あの女を視界に収おさめていたら、呪のろわれる気がする。

「……けどよ。あのマスクと髪のせいで、顔はほぼわかんねえわけだろ？　じつはかわいいって可能性もあるよな？　パンツはかわいかったし……もしそうなら……？」

　美少女にストーキングされる。

　悪くない。

「――でもこええよッ。あれはッ。切るしッ。俺の髪、切られたしッ。に、逃げッ……」

　茂は路地から飛びだして、学校めがけて走る前に鴨美のほうを見た。

　いなかった。

「なッ……どこに消えたッ……!?」

　慌あわてふためいてあたりを見まわすと、さっきまで茂が身をひそめていた路地から、鴨美がすーっと現れた。

「うおひいいいいぃぃぃぃッ……!?」

　茂は駆かけた。振り向かずに、全力疾しつ走そうで学校を目指した。

　正直、ちょっとちびった。



　　　　★



「こんなのって、ありなのかな……」

　皆みな人とは教室の自分の席だとおぼしき場所に腰を下ろし、膝ひざを立てて頬ほお杖づえをついていた。

　今朝、登校すると、椅い子すまでなくなっていたのだ。

　しょうがなく、みんな、床に座るか立つかしている。

　だが、右を見ても、マリカの姿はない。

「ぼくが負けてしまったせいだね」

　幻げん次じは床に座らず、窓に背をもたれさせて立っている。

「もしぼくがドＭだったら、もう少し我が慢まんできたかもしれないんだけど」

「幻次ー、どえむって何ー？」

「りゆっ。そんな言葉の意味は、知らなくていいですっ」

「どしてー？　どえむは、悪いことばなのー？　きゆは知ってるのー？」

「きゆは知っています。だって、きゆが知ってないと、りゆにそれが必要な知識かどうか、きゆが判断できないでしょう。りゆのために、きゆはいろいろなことを知っておかないといけないんです」

　オッサンが口を手で押さえて、抑おさえきれずに「ぶふーっ」と何かを噴ふきだした。

「い、いろいろなこと……」

　オッサンの顔は赤い。きっとまた不ふ謹きん慎しんな妄想をふくらませているのだろう。

「わー。じゃあ、きゆは物知りだねー。りゆのためなのー？」

「そうですよ、ぜんぶりゆのためです」

「うれしいなー。きゆ、ありがたやー。ありがたやー」

「りゆこそ、きゆと一緒に生まれてきてくれて、いつもきゆのそばにいてくれて、ありがたやーですよ」

　抱きあって姉妹愛を確かめあっているりゆときゆを眺めていると、あたたかい気持ちになって、いくらか慰なぐさめられる。でも、それで問題が解決されるわけじゃない。

　皆みな人とは床を拳こぶしで、こつん、と叩たたいた。

「……違うって。幻げん次じのせいじゃないよ。９組はおれらのこと舐なめてるから、やりようによっては勝てると思ったんだけど、甘かった。おれのほうが相手を舐めてたんだ」

「花はな咲さき」

　オッサンがすぐ近くにしゃがんで、皆人の肩を抱いた。まだちょっと顔が赤い。

「後悔の味はいつだって苦い。船は出た。もう船は出ちまったんだ……」

「オッサン……」

　皆人はオッサンの腕を振りほどいて、

「……わけわかんねーよ」

「アイル・ビー・バック」

　オッサンは片目をつぶって親指を立ててみせた。

　さすがにちょっとキレそうになったが、皆人はぐっとこらえた。

「……悪気はないんだし。ないと思うし。ないはずだし――」

「おおぉおおぉおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉおおぉぉぉぉおおぉぉぉおいッ……！」

　突然、教室のドアがガラッと開いて、茂しげるが駆かけこんできた。

「やややややべえッ！　きききき聞いてくれッ！　俺、取とり憑つかれたーッ！」

　教室が、しーん、という音が聞こえてきそうなほど圧倒的な静せい寂じやくに包まれた。

「……え？　何？　何なのこの空気？　どういうことッ!?　俺が取り憑かれたって言ってんのに、反応ゼロかよッ!?　この薄はく情じよう者どもがッ……！」

「で？　シゲくんは何の鳥をつかまえたの？」

「サッチン！　おまえはいいッ！　話が大幅にずれるからッ！」

「ぶぅーっ。せっかくこーこが訊きいてあげたのにっ」

「誰かッ。ほかにいねえのかよ、誰かッ。ええええーッ!?　いねえのッ!?　一人もッ!?　マジかよッ!?　うそだろッ!?　わかったよ、じゃあ発表しますッ！」

　茂しげるは、エヘンッ、と咳せき払ばらいをして、

「何を隠そう、ワタクシ不肖ッ、灰はい堂どう茂ッ、生まれて初めてッ！　女子にストーキングされちまいました！　しかも相手はッ！　二ふた林ばやし鴨かも美み……ッ！」

「へえ……」

　皆みな人とはため息をついた。

「よかったね」

「よくねえよッ！　メチャクチャこえーんだよッ！　俺の身にもなってくれよッ！」

「ストリーキングって何？」

「サッチン！　おまえは口を挟はさむなーッ！　つーか、ストリーキングじゃなくてストーキングッ！　ストリーキングは裸でそのへん走りまわることだからなッ!?」

「ぬぇっ。シゲくん、すっぽんぽんで走ってたの？　消防につかまっちゃうよ……？」

「俺じゃねえよッ！　あと、消防はそういうのつかまえねえよッ。それ系はだいたい警察の仕事だよッ」

「姫ひめはどうしてるかな……」

　と、叶かなえが木刀の素す振ぶりをやめて、ぽつりとつぶやいた。

「おいおいおぉーい……」

　茂は額ひたいを押さえて首を左右に振り、

「俺の告白っつーか恐怖体験談は？　スルーか？　正気かよ……」

「見に行ってみよう」

　皆人は立ちあがって教室を出た。みんな、ぞろぞろとついてくる。

　でも、行ってみると、９組の教室の前には凶悪そうな顔をしたやつが十人以上たむろっていて、気軽に近づけるような雰囲気じゃなかった。

「……くそ。せめて、姫の様子だけでも確認できれば……」

「にょんっ！」

　りゆが左手の人差し指を右手で握にぎり、その右手の人差し指を立てるポーズをとった。

「りゆ、忍にん者じやなのー。にんにんっ。見てきてあげるよー。きゆはここにいてねー」

「えっ、りゆ、どうしてですかっ!?」

「きゆとりゆは、通じあってるのー。でしょ？」

「そうですよ。きゆは、姉と心が通じあっている程度の能力、りゆは、妹と心が通じあっている程度の能力――《以心伝心マスタージエミニ》のおかげで、離れていても、見たこと、聞いたことが、お互いすっかりわかっちゃうんです」

「りゆは、見てくるのー。きゆは、それをここでみんなに教えちゃうよー」

「ああ、なるほど！　りゆはおりこうさんですね。すごいです。きゆは感動しましたっ。ちゅうしちゃいます。ちゅっ」

「わはー。うれしいのー。りゆもきゆにちゅーっ」

「り、りゆッ！　俺！　俺にもちゅーッ！　一回でいいから、なッ!?」

「やだー。りゆはきゆにちゅーっ」

「きゃうっ。そ、そんなふうにちゅうされたら……もうっ。ちゅっ、ちゅっ」

「よしッ、だったら、俺からりゆに――ぐへッ!?　て、てめえッ、きゆッ！　殴なぐったな、しかもグーで……ッ!?」

「あたりまえでしょう。邪じや魔まをしないでください、●ピーゲ。ちゅっ」

「ひにゃっ。りゆもきゆにおかえしなのー。ちゅーっ。むちゅーっ」

「お、おまえたち、いいかげんにしないかっ。恥ずかしいっ」

　叶かなえに止められて、ようやくりゆときゆのちゅう合戦は停戦にいたった。

「――それねわーっ」

　りゆはペンギンに無理やり敬礼させたような仕し種ぐさをして、

「いてきまーす。にんにんっ」

　ぴょんぴょん跳とぶような足どりで９組の教室へと向かってゆく。

「へっ――ていうか……」

　皆みな人とはきゆを見た。

「忍術か何かで姿を隠したりとか、そういうことはしない……の……？」

「ふっ。花はな咲さきくんはマンガの読みすぎですね。そんな術、現実にあるわけないじゃないですか」

「ですよねー……」

「見ていてください」

　きゆにうながされて、皆人はりゆへと視線を戻した。

　りゆはまっすぐ、９組の教室の前に群がっている男子生徒たちに近づいてゆく。

　ほとんど名も知らないが、何人か顔と名前が一致するやつがいる。異常なほど顎あごが逞たくましくて、逆三角形の目をしているのが一いち乗じよう寺じドレッド。口が半開きで、腕が妙に長く、猫背で、ほとんど同じ顔をしている三人は、一いち狼ろう、二じ狼ろう、三さぶ狼ろうの苦く能のう兄弟だ。

　最初にりゆの接近に気づいたのは、その苦能兄弟だった。

「あーんだぉらてめやんのかおー」「ぉろすぞぉら」「ぁめてんじゃねえぞぉら」

　すごい巻き舌だ。おまけに舌っ足らずなので、さっぱり聞きとれない。

　かまわず前進をつづけるりゆの前に、一乗寺が立ちはだかった。

「あンだテメゴラァッ！　乳でけェなォラッ！　ステーキにして食っちまうぞォラッ！」

「にゅりんっ！」

　りゆは立ち止まって、左右の手の指を複雑に組みあわせた。

「忍にん法ぽうっ……！」

「おあァッ……!?」

「忍法……」

「……ンだコラ？」

「うにゅー……忍法ぉー……」

　りゆは泣き顔になった。

「忘れちゃったのー」

「ズコーッ」

　と、９組の連中が一斉にズッこけた。

　……けっこうノリがいいやつらなのかもしれない。

　おかげでりゆは、その間に無事、引き返してくることができた。

「きゆー。りゆ、忍法、すっぽり忘れたよぅー」

「よしよし。だいじょうぶですよ、りゆ。あんまり使ってないですからね。忘れてしまってもしかたありません。きゆは覚えてますし、気にしなくていいです」

「うぁぬー。りゆ、みんなの役に立てなかったなー……残念むねりんだよぅー……」

「そんなことありません。りゆはとってもかわいいので、いてくれるだけで、ちゃーんと役に立ってます」

「そのとおりだぜ、りゆッ！」

　茂しげるはニカッと笑ってみせた。

「おまえはそこにいてくれるだけでいい。ちゅーしてくれたら、なおいいけどな……ッ」

「ハゲル……」

　りゆは潤うるんだ目をこすった。

「ありがと。でも、ちゅーは絶対いや」

「絶対かよッ!?」

「どうやら偵てい察さつは難しそうだね」

　幻げん次じは腕組みをして顎あごをつまんだ。

「あ、あ、あの……っ」

　映うつるがうつむいて挙手し、

「もし……よよよよよければ、だけど、ぼぼぼぼぼ僕が……見てきたりなんか、しようかな、とか……なんて……いらないですよね、僕なんかやっぱり……」

「そっか！」

　皆みな人とは映の両肩をつかんだ。

「そうだよ。映うつるなら、こっそり教室のぞくくらいできるよな。頼む、映！」

「う、ううううううん。は、花はな咲さきがそう言うなら……やってみようかな……なんて……」

「えっと、じゃあ、見られてるとだめなんだっけ？　後ろ向いとけばいいかな？」

「……そうだね。たぶんそれでなんとかなるんじゃないかと思わなくもなかったり……」

「みんな、後ろ向いて！　ていうか、映を見ないようにするんだ！」

　皆みな人との号令一下、10組の男女はそれぞれ映に背を向けた。

　念のために五秒かぞえて、振り返ってみる。

「……いない」

　皆人だけじゃない。みんな、きょろきょろして映を捜さがしているが、どこにも見あたらない。映は消えてしまった。

「《私は空気エアマインド》」

　幻げん次じはそっとつぶやいて微笑ほほえんだ。

「――誰にも気づかれない程度の能力、か」



　　　　★



　映は慎重に、慎重に、９組の教室へと近づいていった。

《私は空気エアマインド》を発動していると、けっこう疲れる。それは我が慢まんすればいいが、人にさわったりさわられたりすると、すぐに解とけてしまう。

「……気を、つけないと……」

　あれは中学校二年の、とある秋の日のことだ。

　映は当時、クラスの中で孤立していた。それにしても妙だった。無視されているどころか、誰も自分にまったく気づいていなかった。自分が気づかれていないことに気づいて、自覚した。いつのころからか、映はこの能力を手に入れていたのだ。

　その瞬間から、映が心に決めて、ずっと守ってきたことがある。

　天から与えられたこの能力を、決して悪用しない。

　誘ゆう惑わくに駆かられたことは正直、ある。その気になれば、仕返しにも、鬱うつ憤ぷん晴ばらしにも、いくらでも利用できるだろう。

　しかし、そんなことをしたら、最低の人間になってしまう。友だちもいないし、映は上等な人間ではないかもしれないが、自らすすんで最低人間にはなりたくない。

　皆人は、この学校に入って、同じクラスになって以来、一日に一回はかならず映に声をかけてくれた。

　能力を使わなくても、映は自然と目立たないように行動している。そうすることが、身体からだに染みついているのだ。それなのに、皆人はいつも映に気づいてくれた。

　それから、あるとき、皆みな人とがこんなことを言った。

『でもさ、映うつる、たいへんじゃない？』

『……ええええ？　な、ななななな何が……？』

『だって、映の能力ってある意味、男の夢でしょ』

『あ、ああ……そ、そうかもね……うん……まあたしかにそれはそうかも……』

『それを、そういうこと目的に使わないのって、すっげー自制心いるよ。おれだったら、欲望に負けちゃうと思うな。映、えらいよなー』

　皆人は、いやみを言うような人間じゃない。つまり、映のことを、能力を悪用しない人間だと思ってくれている。信じてくれているのだ。

　本当にうれしかった。

　こんな能力を持っていれば、のぞきやら何やら、悪いことをし放題だろう。そんなふうに思われてもしょうがない。それでも、自分は悪いことをしない、せめて自分に恥じることだけはしないで生きてゆこうと、映は決めていたのだ。

　皆人は、でも、映のことを信じてくれていた。

　その日から、映は皆人のことを勝手に友だちだと思っている。

「……花はな咲さきは迷惑かもしれないけど、僕にとっては、生まれて初めてできた、たった一人の友だちだから……」

　力になれることがあるのなら、それが自分にできることなら、なんだってしたい。

　映は一いち乗じよう寺じや苦く能のう兄弟たちを注意深くよけて、とうとう１年９組の教室のドアまでたどりついた。

　自力でドアを開けたりしたら、存在に気づかれてしまい、空気でいられなくなる。

　映はドアの脇わきで待った。

　約１分30秒後に、機会が巡ってきた。何か用でもあるのか、一乗寺がドアを開け、閉めないで教室の中に入っていったのだ。

　映はすかさず中の様子をうかがった。息をのんだ。

　マリカはちょうど真ん中あたりの席に座っている――というよりも、座らされている、というべきだろう。

　驚いたことに、ほかの机と椅い子すは、ぜんぶマリカのほうを向いている。

　９組の生徒はほとんど男子だ。そいつらがこぞって前後左右からマリカを眺め、うっとりしたり、にやにやしたり、舌なめずりをしたりしているのだ。

　まるで見み世せ物ものじゃないか。

「清せい浄じよう院いんマリカ」

　日ひ隅ずみ逆さか麿まろは、マリカと向きあうように置いてある札さつ束たばだらけの机に腰かけ、長くもない脚を組んでいる。

「おまえが金かねになびかないのはもうわかっているがな」

　逆さか麿まろは札さつ束たばを一つ引っつかんで解ほどき、札をそこらにばらまいた。９組の野獣どもが、うひょう、とか、いひいっ、といった歓声をあげながら、紙幣に群がる。

「金で支配できる――好きこのんで支配されたがる人間はごまんといる。わかるか、清せい浄じよう院いん。俺はそいつらを、数十万、数百万のはした金で意のままに操あやつって、おまえをめちゃくちゃにすることだってできるんだ」

　マリカは返事をしない。下を向いて、両手でスカートをぎゅっとつかみ、ひたすら黙りこくっている。

「だがな、清浄院、安心しろ」

　逆麿は一万円札を方々に放ほうりつつ、

「俺はやさしい男だから、そんなことはしない。まだ、な。それは最後の最後だ。俺はとりあえず、おまえの気が変わるのを待つつもりでいる。きっとそのうち、おまえは喜んで俺にその身をさしだすさ。なあ、そうだろう、おまえたち？」

「そのとおりでさあ！」

「逆麿さんの言うことに間違いはねえ！」

「最高っす逆麿さん！」

「逆麿さんステキすぎます！」

　９組の野獣どもは、金を奪いあいながら、口々に逆麿に同意してみせた。

「一つ一つ、だ」

　逆麿は、フヒフヒヒ……と笑って顔をゆがめる。

「俺のやさしさを、一つ一つ、刻みつけるように、おまえに教えこんでやる。そうだな。まずはおまえにふさわしい呼よび名をつけてやろう。清浄院……清浄……セイジョウイ」

　教室がどっと沸わいて、逆麿が、フヒーッ、と奇声を発した。

「これだ！　セイジョウイ！　おまえの呼び名は正常位だァッ！　お高くとまっているだけあって、きっと正常位が好きだろうしな！　――おい、おまえたちも呼んでやれ！」

「正常位！」

「正常位っ！」

「正常位……！」

「正常位！」「正常位！」

「正常位！」「正常位！」「正常位！」

「正常位！」「正常位！」「正常位！」「正常位！」

「正常位！」「正常位！」「正常位！」「正常位！」「正常位！」

　マリカは唇を噛かみしめて、頭を、肩を、背中を、手を、脚を震ふるわせている。ひどい。

　あまりにもひどすぎる。

　映うつるも何度かとんでもないニックネームをつけられた経験がある。それだけに、マリカが味わっているだろう恥ずかしさや口くち惜おしさが想像できるのだ。

　なんとかしてあげたい。

　でも、何ができるだろう。

　何もできない。

　歯は噛がみしているうちに、苦く能のう兄弟がやってきて教室に入ってゆき、ドアをぴしゃりと閉めてしまった。



　　　　★



「……よりにもよって、正常位、かよ」

　茂しげるは小こ刻きざみに肩を揺ゆらした。

「正常位……せ、正常……清せい浄じよう院いんだから、正常――ィブフッ！」

「うわっ。汚っ。唾つば、飛ばすなよ、シゲっ！　ていうかそこ、笑うとこじゃないよね!?」

「いやおまッ、だって正常――ィブホッ！　ブゥワハハハッ！　正常位って……ッ」

「……前からちょっと思ってたんですけど」

　くびれが、信じられない、とでも言いたげに首をふるふる振った。

「灰はい堂どうくんって、最低ですよね……あたしみたいな、バカで泥どろ沼ぬまのカメが言うのは、気が引けるんですけど……」

「さいてー！　さいてー！」

「りゆ、やめなさいっ。人間以下の存在に最低なんて言葉は、むしろもったいないかんじなんですからっ」

「人間イカー！　ハゲルはイカ人間なのー！」

「お、俺はイカじゃねえッ！　あと、ハゲルじゃなくて茂だッ！　ハゲてねえしッ！」

「まだ、ね」

「なんだ、幻げん次じ？　おまえ、もしかしてこの俺に喧けん嘩か売ってんのか？　特売価格だったら買うぞコラッ！」

「せこっ……」

「うっせッ。うっせんだよ、花はな咲さきのくせにッ」

「ねぇねぇ」

　幸こう子こが茂をつついた。

「せーじょーいって何？」

「ああッ!?　せ、正常位ッ!?　そりゃーおまえ、アレだよアレッ。なんつーかその……なあ、オッサンッ!?」

「うむ？　せ、正常位、とは……」

　オッサンは顔を赤らめ、握にぎって壺つぼ状にした左手に右手の人差し指を突っこんで、

「おしべとめしべがこう――いや、その前にベーゼ、ペッティングなどをして……」

「オシベとメシベ？　あっ、浦うら島しま太た郎ろうのお供に、たしかそーゆうのがいたような……」

「いないいない」

　皆みな人とは手を左右に振って、

「そもそも、浦島太郎にはお供なんていないから、サッチン……」

「ほ？　そだった？　んー。お供がいたのって、なんだっけ。はっ。わかったっ！　ホモ太郎……!?」

「誰それ」

「えっと、川からロングラン公演でホモが流れてきて……あれ？　この先は？」

「おれは聞いたこともない話だから、その先はちょっとわかんないな……」

「……せ、清せい浄じよう院いんさん……っ」

　映うつるは膝ひざを抱えてうなだれている。

「……かわいそうだった……だって、孤こ立りつ無む援えんっていうか……もし僕が同じ立場に置かれたら……針のむしろどころじゃないかな……とか……うわ、いたたたたたたた……」

　どうやら胃が痛むらしい。映は顔をしかめて腹をさすりだした。

「い、言っとくけどなッ!?」

　茂しげるは一同を見まわした。

「俺だって、姫ひめのことはかわいそうだと思ってんだからなッ。そりゃあ、つっけんどんなやつだったし？　ろくに口きいたことねえし？　目の保養とか思って眺めてたらガンつけられたし？　スカートめくろうとして蹴けられたこともあるし……？」

「話せば話すほど株を下げていくな、灰はい堂どう、おまえは……」

　叶かなえは呆あきれ顔だ。

「ごあがだだがさふぁがが」

　司つかさがおかきを食べながら何と言ったのかはわからないが、おそらく叶に賛さん意いを示したのだろう。

「――うっせッ！　うっせんだよッ！」

　茂は地じ団だん駄だを踏んだ。

「とにかく、俺だって姫のことは気きの毒どくだと思ってるよ、けどなッ。もとはといえば、あいつが自分で望んだことじゃねえか！　自じ業ごう自じ得とくってやつだろッ！」

「それは違うだろ!?」

　皆人は頭に血がのぼりそうになったが、茂を責められるような立場でもない。

「……自業自得じゃないよ。それは違うって。負けたから、こうなったんだろ」

「所しよ詮せん、俺らは屑くず箱ばこ10組だからな」

　茂しげるは卑ひ屈くつな苦笑いを浮かべた。

「俺らが９組に勝てるなら、そもそも10組なんかに振り分けられてねえんだよ。考えてみろって。ウチは最高が総合判定Ｅで、姫ひめがいなくなったから、幻げん次じと真ま田た部べの二人だろ。あとはＦかＧじゃねえか。９組はＤが何人もいるんだ。格が違うんだよ、格がッ」

「自分で言っていて、情けなくならないのか、おまえは……！」

「だから、うっせえっつッてんだろ、荒あら浪なみッ！　そもそも、委員長のおまえがやられたことから始まったんだからなッ。おまえが９組のアホにやられてなかったら、こんなふうにはなってねえんだよッ。委員長のくせによッ！」

「そんなことはわかってるっ！」

「わかってねえだろうがッ」

　茂は舌打ちをして、自分の腿ももを殴なぐりつけた。

「……わかってなかったんだよ、俺らはッ！　結局、俺らはこの学校の最下層で、クズで、ゴミで、カスにすぎねえってことがなッ。これっぽっちもわかってなかったから、あんなふうに――」

「シゲ……」

「あんなふうに、おもしろおかしくノーテンキに毎日過ごしてたんだろッ!?」

　茂の顔がひどくゆがんで、赤く染そまっている。

「何もわかってなかったから、楽しかったんだよッ！　くだらねえことで笑って、はしゃいで――この学校に入って、よかったと思ってたよ。10組でよかったって。俺らは……俺は、何一つわかってなかったんだよ……」

　茂が口を閉じると、もう誰も、何も言おうとしなかった。

　重い空気が教室に充満して、息苦しくてたまらない。



　　　　★



　夢ゆめ見みヶが原はら静しずかは廊ろう下かの壁に背をもたれさせて、目をつぶっていた。

　壁の向こうは10組の教室だ。古びた13号校舎の壁は、生徒たちの声を完全に遮しや断だんするほど厚くない。

「……みんな」

　ずれた眼鏡めがねの位置を直して、静はゆっくりと目を開けた。

「こういうときこそ、自分を信じないとだめだよ？　自分と、それから仲間を信じないと、前には進めない。でも、それって、誰かに言われても、意味がないから。自分自身で気づかないと……」

　まだ若くて未熟すぎる静しずかの生徒たちにとっては、乗り越えないといけない壁が、ちょっと高すぎるかもしれない。

「でも、みんななら、きっとできるよ」

　静はそっと笑った。

　冷たく。

　酷こく薄はくに。

「できなかったら、それまでってこと――だよね、巴ともえちゃん……？」



　　　　★



　歌うた野のくびれはホウキを動かしていた手を止めて、自由ホウキを持って窓の外を眺めている皆みな人とに目を向けた。

　限定戦リミテツドで敗北して以来、９組が10組に手を出してこなくなったので、集団下校はとりやめになった。

　というわけで、教室の掃除は以前のようにくびれの仕事になったのだが、もともとお掃除大好き人間だし、皆人がしょっちゅう手伝ってくれる。くびれとしては、むしろ放課後が楽しみでしょうがないくらいだった。

　――だった。

　あくまで、過去形だ。

　マリカがいなくなってから、あんなに明るくて冗談や笑い声の絶えなかった10組が、お通つ夜やの会場みたいに成り果ててしまった。

　こうして皆人と二人で掃除をしていても、ちっとも胸が弾まない。

　弾むどころか、棘とげでも刺さっているかのように、ちくちくと痛むのだ。

「あの……皆人さん」

「え」

　皆人は振り向いて、ぼんやりした笑顔未満の笑顔を浮かべた。

「ああ……何？　どうしたの、歌野さん」

「皆人さんこそ……どうしたんですか」

「どうしたって？　なんで？」

「ずっと、黙って立っていたので……」

「あ。そうだった？　ごめん。やらないとね。掃除。ていうか、机も椅い子すもないから、楽っていえば楽なんだけど」

「そうですね……」

「うん……」

　皆みな人とはため息をついて、教室を見まわした。

「でも、机と椅い子すはなんとかしたいよなー。ないと、さすがに不便だし。静しずか先生も、もうちょっと気にしてくれてもいいと思わない？　だって、机と椅子がないなんて、どう考えたって異常事態でしょ」

「明日、先生に、かけあってみましょうか」

「そうしよっか。あ……掃除しないと」

「はい」

　くびれはうなずいて掃除を再開したが、しばらくしてから皆人のほうを見ると、また手が止まっていた。

「皆人さん……」

「あっ」

　皆人はまばたきをして、

「ごめん！　なんかおれ、ぼーっとしてて……ちゃんとやるからっ」

「……無理、しないでください」

「いや、してないって。だって、掃除だよ？　目つぶっててもできるし。ほら――」

「無理をしないでくださいっ！」

「……歌うた野のさん？」

「つらい、です。そんなふうに……平気なふりをされると」

　くびれはうつむいた。

「……心配、なんですよね。清せい浄じよう院いんさんのことが」

「んー……」

　皆人は窓によりかかって、天井を仰あおいだ。

「まあね。どうしてるのかも、よくわからないし」

「……そうですね」

「映うつるに何回か見に行ってもらったけど、だいたいドアが閉まってるしさ。学校の行き帰りは日ひ隅ずみが手配してるっぽいタクシーだし。電話かけても、出てくれないし」

「電話……かけたんですか」

「かけたかけた。四回かな。メルアド知らないから、メールは送ってないけど。送っても、返事こなそうだよなー」

「皆人さんは……清浄院さんのことが、そんなにも大切……なんです？」

　くびれはそう尋ねてしまってから、後悔した。

「え？」

　皆人は事もなげにうなずいた。

「うん。そりゃあね」

「……そう……ですか……」

　ショックだった。

　全身が鉛と化したように重い。泣いてしまいそうだ。

「……そう……ですよね……清せい浄じよう院いんさんは、きれいだし……すごく、とてつもなく、きれいだし……あたしみたいな、ちっちゃくて幼児体型で、しかも若じやつ干かんぷにっとしてるのとは、ぜんぜん違うし……違いすぎるし……やっぱり、男の人は誰でも、清浄院さんみたいに、きれいな人がいいですよね……あたりまえですよね……」

「歌うた野のさん？　何？　声が小さくて、聞こえないんだけど」

「い、いえっ！　な、なんでもっ、なんでもないんです……なんでも……」

　皆みな人とは近づいてきて、くびれの顔をのぞきこんだ。

「ほんとに？」

　くびれはずっとあやしんでいたのだ。皆人とマリカは席が隣だし。皆人はたまにマリカに見とれていたし。何しろ美人すぎるから、見とれないほうがおかしいけれど。

　マリカが大切だというのは、きっとそういう意味なのだろう。

　だとしたら、くびれにはとても勝ち目がないのに、こうして皆人と目があうと、胸がどきどきしてしまう。

　心臓が破裂しそうだ。

「ほ、ほ、本当……ですよ？」

「ふーん。……ほんとにほんと？」

「……本当ですってばっ」

「でも、歌野さんって、自分の気持ち抑おさえがちなとこない？　なんか言いたいことがあれば、遠えん慮りよしないで、なんでも言ってくれていいよ？」

「ど、どうして……っ」

　くびれは爆発してしまいそうになった。

　今すぐその胸に飛びこみたい。でも、そんなことはできない。してはいけない。

「……どうして、皆人さんはそんなに……やさしいんですか」

「やさしい？　おれが？」

　皆人は首をひねった。

「そうかな」

「やさしい……ですよ。だって、あたしみたいな……こんなみみっちい泥どろ沼ぬまのカメにも、皆人さんはいつも、やさしくしてくれるじゃないですかっ……」

「うーん。やさしいかなー。よくわかんないけど、もしそういうところがおれにあるとしたら、能力のせいじゃない？」

「能力の……ですか？」

「だってほら、おれの能力って、人をなごませるでしょ。まあ、なごむと、だいたいみんな、やさしくなるよね？」

「……はい」

「だからさ、おれ、あー、人間ってみんな、やさしいもんなんだなーって思ってたんだよね。ぱっと見、おっかなかったりしても、結局、いい人でさ。それで、誰かにやさしくされると、自分もやさしくしなきゃって思うでしょ」

「それは……そうです。そのとおりだと思います」

「もし、おれがやさしく見えるんだとしたら、そのせいかも。でもまあ、どうもそれが自分の能力のせいらしいってわかってからは、ちょっと悩んだりもしたけどね……」

　皆みな人とは少しだけ眉まゆをひそめて、

「その人がいいとか悪いとかじゃなくて、おれが無理やりいい人にしちゃってるだけなんじゃねーの、とかさ。いろいろ思ったりして」

「あぁー……それはたしかに、そういう考え方もできますよね」

「でしょ？　なんか、自分が他人の性格とか勝手に変えてるんだとしたらさ、けっこうやだよね。微妙にやばくない？　そういうのって」

「ちょっと……こわい、かも？」

「だから、おれ、人に近づかないほうがいいのかなーみたいに思ったりもしたんだけど」

　くびれは息が苦しくなった。皆人はいつも楽しそうで、前向きに見える。でも、人にはない悩みを抱えていたのだ。

「……そんなことが……」

「うん。けど、ある日、ふと思いついてさ。べつに性格とか変えてるわけじゃなくて、引きだしてるだけなんじゃねーのって」

「引きだす……ですか？」

「そうそう。やさしい気持ちってのは、どんな人でも持ってて、おれの能力でなごむことによって、それが表面に出てくる――みたいな感じ？」

「あぁ！　なるほど」

「だったら、べつになごませるくらい、いいかなって。迷惑にはならないと思うし。やっぱり、いやがる人もいるけどね。……たとえば、姫ひめとか」

「……うっ」

「どうしたの？」

「い、いえ……だいじょうぶです……」

　くびれはうずく平らな胸を押さえて、ふらついてしまわないように耐たえた。マリカのことが皆人の口から出ると、心が暗黒面ダークサイドに落ちてしまいそうになる。

「……あたしって、いやな子」

「え？　いやな子？　歌うた野のさんが？　そんなことなくない……？」

「あるんです」

　魔法使いの家に生まれたのに、魔法の才能がなかった。

　いつまでたってもちんちくりんで、僻ひがみ根性ばかり強くて、性格もよくない。

　自分は本当にいやな子だとくびれは思うが、皆みな人とには嫌われたくない。

　できれば、いい子になりたい。

　くびれは皆人の目をまっすぐ見すえた。

「心配ですね、清せい浄じよう院いんさん」

「……うん」

　皆人は目を伏せて、深いため息をついた。

「姫ひめ、どうしてんのかな、今ごろ。気になるよね、やっぱり。クラスメートだし」

「……え？」

「ああ、今は９組なんだけどさ、まだ同じクラスって感覚が抜けなくて」

「クラス……メート？　それだけ……ですか？」

「それだけって？　まあ、それだけっていえば、それだけかな？　強いていえば、友だちとか？」

「……それだけ……ふふふ……それだけ……」

「う、歌野さん？」

「すっっっっっっっごく、心配ですっ！」

　くびれは何度も力強くうなずいた。

「本当に！　なんとかしたいっ！　なんとかしなきゃ、ですっ！　清浄院さんだって９組なんていやに決まってますしっ。かわいそうですっ。放ほうってはおけませんっ！」

「あ、うん、だよね。ほんとに……」

「なんとかしましょうっ！」

　くびれはどさくさにまぎれて皆人の手を握にぎった。

　皆人は驚いたようだが、くびれの手を握りかえして、笑ってくれた。

「だよね。なんとかしよう」

「はいっ！」

「……手、ちょっと痛いかな。もしかして、歌野さん、握力強い？」

「っ！　ご、ごごごごごめんなさいっ！」

　くびれは慌あわてて皆人の手を放し、跳とびさがった。

「……ほ、本当に、ごめんなさい……握力は、ふつうだと思うんですけど……」

　謝あやまりながら、くびれは指先をそっと唇にあてた。

　この感触が残っている間は、手を洗うまいと思った。
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「――っていってもなぁ……」

　皆みな人とは最寄りのコンビニに向かって夜道をたらたら歩いていた。

「なんとかするっていっても、どうすりゃいいんだか……」

　夜、手持ち無ぶ沙さ汰たになると、皆人はたいてい家を出てコンビニに行く。といっても、いろいろな商品を眺めているうちに気がすんで、何も買わずに帰宅することも多い。

「あ。ていうか……」

　皆人はポケットを探った。

　財布が入っていない。

「だめじゃん……帰るか……あーあ、何やってんだろ、おれ……」

　引き返そうとしたら、行く手から誰かが走ってくるのが見えた。

　ウインドブレーカーを着ている。フードを被かぶっているので顔はわからないが、体格からすると女性だろうか。

　なんとなく、足が止まった。

　少しするとウインドブレーカーの女も立ち止まって、

「……花はな咲さき？」

　フードをとると、叶かなえだった。

「荒あら浪なみ。ランニング？」

「最低でも15キロは走らないと、眠れないからな」

　叶はタオル地のリストバンドで顔の汗をぬぐった。

「おまえはなんだ。散歩でもしていたのか」

「まあ、そんなとこ。……あ。怪け我がは？」

「もう平気に決まってるだろ」

「いや、そんなわけないよね？　安静にしてないと」

「動いていたほうが、早く治ると思うんだ。少しでも休むと、そのぶん弱くなるような気がするし」

「怪我が悪化したら、それどころじゃないと思うんだけど……」

「あたしは強くならないといけない。一分一秒も無駄にはできない」

　そう言う叶の、真剣でどこまでも一直線な眼まな差ざしに、皆人はたじろいでしまった。

「……どうするんだよ。そこまでして、強くなって」

「強くなるのに、理由が必要なのか？」

「えっ。ないの……？」

「冗談だ」

　叶かなえはちょっとだけ笑ってみせる。

　汗で湿しめった髪の毛が、街灯の明かりに反射して、きらきらと輝いた。

「あたしは強くなりたい。誰よりも強く。それが目的といえば目的だけど、誰よりも強くなれば、みんなのことを守れるだろ。あたしが強ければ、守れたはずなんだ」

「……荒あら浪なみのせいじゃないよ」

「あたしは10組の委員長だ」

「誰も立候補しなくて、推薦と多数決で決まった委員長じゃないか」

「それでも、委員長は委員長だ」

　叶は握にぎりしめた拳こぶしに目を落とした。

「あたしが誰よりも強くなって、どんな相手にも勝てるようになれば、10組をもとどおりにすることだって、不可能じゃない」

　皆みな人とは、はっとした。

　叶はもう決めているのだ。今よりも強くなって、９組に雪辱戦リベンジを挑む。勝ってマリカをとりもどす気なのだろう。

　叶はたった一人で決意して、それをやるつもりでいるのだ。

　皆人は叶に歩みよった。

　幻げん次じが興味を持って測定してくれるまで、皆人は自分の能力が及およぶ距離を正確には知らなかった。でも、もとから感覚的にはだいたいつかんでいて、あまり自分からは他人に近づかないようにしている。

　37センチの壁を破れば、たちどころに効果が現れる――というわけでは決してない。

　そこまで長い時間がかかるわけじゃない、秒単位だと思うが、じわじわと効いてゆく。なんとなく、個人差もあるような気がする。

　叶の表情が次第にゆるんできた。

　皆人を見つめる目は、ちょっぴりとろんとしている。

「花はな咲さき……」

「そんなに気張ることないって」

「でも、あたしは、強くならないと。まだまだ足りない……と思うんだけど」

「一気には無理なんじゃない？」

「そう……かな。そう、かも……しれない。あたしは、焦りすぎてるのかな」

「うん。たぶんね」

「……そうだな。一歩一歩、かな」

「それに、荒浪は一人じゃないしさ」

「え……」

　叶かなえの瞳が妙にきらめいているように見えて、皆みな人とは動どう揺ようしてしまった。

　それに――なんだろう。

　まさか、汗の匂においではないと思う。

　なんだかいい香りがする。

「あ、荒あら浪なみ……なんか、つけてる？　香水とか」

「香水？　いや、つけてないけど。あたし、何か匂いがする……？」

　荒浪は自分の腕や襟元などを嗅かいで、首をひねっている。

「気のせい、かな……？」

　皆人は頭を掻かいた。

「でも、ほんとにするんだけど。いい匂いが」

「い、いい匂いっ？　そ、そうかな……自分では、わからないけど……」

「ま、まあ、いい匂いだし、いいよね？　べつに」

「そ、そうだな……くさかったら恥ずかしいけど、いい匂いなら、べつに……」

　本当にいい匂いなのだが、このまま嗅いでいてもいいものなのかよくわからなくて、なんだか気まずい。

「そうだっ！　話、戻すけど……」

「あ、う、うん」

「荒浪は一人じゃない。仲間がいるだろ。もちろん、おれもふくめて」

「あぁ……」

　荒浪はため息をついて、笑みを浮かべた。

「そういうことか。そうだな。うん。あたしには仲間がいる。一人じゃない」

「だからさ、荒浪が一人でがんばることないよ。何か考えてることがあるなら、話してほしいし。おれにだって、できることはあると思うしさ。やるつもりだしね」

「仲間、か……」

　荒浪はどこか遠くのほうに目をやった。

「あいつも、仲間だよな」



　　　　★



「――というわけで！」

　皆人は10組の面々――委員長の荒浪叶以下、神じん幻げん次じ、灰はい堂どう茂しげる、オッサン、霜しも山やま映うつる、大おお鳥とり幸こう子こ、百もも地ちりゆ・きゆ、歌うた野のくびれ、真ま田た部べ司つかさの十人を順々に見まわした。

「本日、学校が休みだっていうのに、わざわざみんなに集まってもらったのは、ほかでもなぁーい！　おれたちの仲間に会うためだっ……！」

「……仲間って」

　茂しげるはふてくされたような顔で、逆さか立だっている髪の毛をさわりながら、

「まあ、誰のことを言おうとしてるのかはわかるけどよ。俺、天才だし？　でも、ヤツに会ってどうすんだよ。つーか、それなら呼よびだせばよくね？」

「電話かけても、出てくれないんだよ。家いえ電でんにもかけてみたけど、当家にそんな者はいません、とか言われて切られた」

「ハァ？　トーケェ？　なんじゃ、そりゃ」

「わかんねーけど、なんか複雑っぽい。だいたい、あの家、名字が違うんだよな」

　皆みな人とは顎あごをしゃくって、30メートルくらい離れた場所にそびえ立っている塀を示した。

「業ごう天てん門もんって家なんだよ、あそこ。ていうかさ、おれ、地元生だし、業天門っていえば超有名だから、ふつうに知ってんだよね」

「こーこもジモッチーだけど、知らないよ？　あ、ジモッチーっていうのはね、《地元の血を引きし者》の略なんだよっ。なんか、かっこよくない？」

「ぜんぜんかっこよくねえよ……」

「ぶぅーっ。シゲくんのバカッ」

「バカにバカって言われたくねえッ」

「じゃあ、ハピゲーッ」

「ハゲてねえッ。ワサワサしてるっつーのッ。あと、ピー音の意味なしてねえからなッ」

「ぼくは下宿生だけど」

　幻げん次じは腕組みをして、顎をつまんだ。

「業天門の名には聞き覚えがあるね。たしか、資産数百億ともいう、昔でいえば豪族のような一族だろう」

「りゆはねー。りゆはねー。んーと、知ーらないっ」

「きゆも知らないかんじです。これはやや屈辱的ですね。でも、きゆはりゆと二人で水入らずのアパート組ですから」

「数百億、か……」

　オッサンは目を細めて手の関節をボキボキ鳴ならした。

「テン・ビリオン・ダラーズ・ベイビーってとこだな」

「ダラーズじゃねえだろッ。円だろうがッ――って、数百億ッ!?　大金がね持ちだなッ!?　数百億あったら、どれだけ植しよく毛もうできんだよ……!?」

「シゲ、植うえたいんだ……？」

「万が一だ、万が一ッ。今はいらねえよ。今はまだ……いやッ、今からしっかり対策しとけば、親父おやじとかジーチャンとか曾ひいジーチャンとかオジサンとかみたいには……」

「あらがいがたい宿命を感じるな」

「うっせえぞ、荒あら浪なみッ。俺は運命になんか負けねえッ……」

「でも、すごい……ですね」

　くびれはぶるっと身を震ふるわせた。

「想像もつかないです、数百億円なんて……一億円でも、よくわからないのに……」

「がぁがごああふぁがごごが」

「……あ、あの、真ま田た部べさん、ぼ、僕に、なんかこう食べ物の破片的なものが降りかかってくるので、悪いんだけど食べながらしゃべるのやめてくれないかなー、とか……」

「ともかくっ」

　皆みな人とは手を打ってみんなの注意を引いた。

「住所はあそこだし、静しずか先生に確かめてみたんだけど、やっぱりあそこに住んでるらしいんだよ。学校では９組のやつらにガードされてるから、話なんかできない。もう直接訪ねるしかないと思ってさ」

「だけど……」

　幸こう子こは唇に指をあてて首をかしげた。

「話すって、何を話すの？」

「行動を起こす前に、ちゃんと本人の意思を確かめておきたいんだ」

「ハァ？　行動ォ……？」

　茂しげるは顔をしかめた。行動とはいったい何なのか、当然、茂はつっこんでくるだろうと皆人は覚悟していたから、むしろ意外だった。

「――ケッ！」

　茂は地面を踵かかとで蹴けって、苛いら立だたしげに舌打ちをしただけだった。皆人は少し拍子抜けしたが、何らかの行動を起こすことについては、茂も異論はないということなのだろう。

「まあ、とりあえず、会って顔を見たいってのもあるんだけどさ。何されてるかわからないんだから、心配だろ。落ちこんでたら、励ましてやりたいし」

「じゃあ、さっそく行こうか」

　あっさり歩きだした幻げん次じについてゆく形で、10組の十一名は業ごう天てん門もん邸の門の前まで行ったが、インターホンのたぐいが見あたらない。

「ねーねー。きゆ、あれなにー？」

「ああ、門の上のほうについている、あれですか。おそらく、監視カメラでしょうね」

「わーいわーい。カメラカメラー。きゆ、一緒にうつろー。ちーずちーず。ヴイっ」

「いけません、りゆっ。ただのカメラじゃないんですからっ」

「じゃあ、りゆッ。俺が一緒に映ってやるッ！　ほらッ。チェーッスッ！」

「やだよぅ。ハゲルはやぁーっ。きゆがいーっ。きゆ、りゆとヴイしよぉー」

「りゆがそこまで言うなら、しょうがありませんね。少しだけですよ。はい、ヴイっ」

「……どうやって入るんでしょうか、これ……」

　くびれがおそるおそる門にふれると、いきなりマイク越しとおぼしき声があたりに響き渡った。

〈当家に何かご用でしょうか？　〉

「ひぃゃっ……！」

　跳とびあがって仰天したのはくびれだけじゃない。正直、皆みな人ともかなりびっくりした。

「――あ、あっ、あの！　姫ひめ……じゃなくて、マリカさんに会いたいんですけど！」

〈お嬢様は……〉

　どうもお手伝いさんか何からしい女性の声は、そこで言い淀よどんでから、

〈……当家に、そのような者はおりません。どうかおひきとりください〉

「え、あ、ちょっとっ……！」

　皆人は何度か門を叩たたいてみたが、声はうんともすんとも言わない。

「お嬢様、と言ったね。中の人が」

　幻げん次じは微笑ほほえんだ。

「これは推測にすぎないけどね。いるにはいるんだけど、何か事情があって、いないことにしている――とは、考えられないかな」

「どうも、複雑なんてモンじゃなさそうじゃねえか……」

　茂しげるは門を睨にらみつけ、蹴けろうとしてやめた。

「ヘッ。金かね持ちだかなんだか知らねえけどよッ。あの女、家ん中でもろくな思いしてなさそうだな……」

「うぅー。なんか、姫、かわいそう……。こんなことなら、こーこ、姫ともっとお話しすればよかったよ……」

「話すも何も、あの女のほうが俺らのことシカト気味だったろうがッ。事情っつーのが何か知らねえけどよッ。何かあるってわかってたら……わかってたら、もう少しッ……」

「にょんっ」

　りゆが印いんを結んで、にひーっと笑ってみせた。

「忍にん法ぽう、忍しのびこんじゃうの術なのー。りゆに任せられるのれーすっ」

「だめですよ、りゆっ。きゆも行きますっ。りゆだけだと、心配なんですから！」

「わぁー。きゆが一緒だと、りゆ、心がぽかぽか、強くなっちゃうなぁー」

「ちょっと待って」

　皆人はうなずいた。

「おれも行くよ。姫と直じかに話したいしさ」

「じゃあ、ぼくも行こうかな」

「ボーン・トゥービー・ワイルド。俺もゴー・トゥー・ヘルだぜ、ブラザー」

「俺だって行くに決まってんだろッ」

「こーこもーっ！」

「えと、あ、あたしも……！」

「……僕も行こうかなー……とか……やばいかな、あ、でもだいじょうぶかな……」

「ががごがふぁごがふぉが」

「どうやら――」

　叶かなえがざっと全員を見て、誇ほこらしげな笑みを浮かべた。

「みんなで行くってことでよさそうだな。問題は、どう忍しのびこむか――」



　　　　★



　塀の高さは２メートル以上ある。男ならなんとかよじ登れるが、女子にはきつい。

　結局、身体からだの大きなオッサンが四よつん這ばいになって踏み台になり、女性陣はこれを利用して塀を乗り越えることになった。

　ちなみに、女子の安心と安全を考えて茂しげるは先に行かせ、オッサンにはしっかりと目隠しをさせた。それでも、女子に踏まれるたびに息を荒くしてぷるぷる震ふるえるオッサンの踏み台は、かなり不評だった。

「――で、中に入ったはいいけど」

　皆みな人とは息をついた。

「何これ。ほんとに家の敷しき地ち？　広すぎじゃね？　公園か何かの間違いじゃ……」

「外から見ても、かなり広そうだったけどよ……」

　茂は近くの木をぽんぽん叩たたいた。立派なアカマツだ。

「見たかんじ、神じん宮ぐう公園くらいありそうだよな。アップダウンもあるじゃねえか……」

　神宮公園は天てん命めい学がく園えんがある階きざ市はしで一番大きな公園だ。ウカシ神宮という大きな神社と鎮守の森を中心に、球場や競技場、小さな遊園地や動物園まで備えている。

「山裾すその土地なんだね」

　幻げん次じは北のほうを指さした。

「あの山も、業ごう天てん門もん家が所有しているのかもしれない。麓ふもとに大きな屋敷がある。あそこが住まいなのかな」

「……あ、あの……」

　と、くびれがおずおずと手をあげた。皆人はくびれに向きなおって、

「何？　歌うた野のさん」

「勘かん、みたいなものなので、無視してもらってもいいんですけど、あたし……あの大きなお屋敷よりも、あっちのほうが、なんとなくあやしいと思うんです」

「あっちって――あの、屋敷より奥のほうにある、古い洋館みたいな建物のこと？」

「はい。……ごめんなさい。やっぱり、気にしないでいただけると……」

「いや」

　皆みな人とは目を凝こらして洋館を見つめた。

「――うん。いいんじゃない？　どうせ不法侵入だし、屋敷のほうは、警備とか厳重だったりしそうだしさ。歌うた野のさんは魔法使いだから、勘かんがあたるかもしれないし」

「こーこもいいと思うよっ！」

　幸こう子こは自分の胸を叩たたいて、

「なんとなーくいいと思うだけなんだけど、こーこ、たまにすっごく運がいいから、ばっちり当たっちゃうかもしれないしっ」

「行こう」

　叶かなえがしっかりとした足どりで進みだした――が、すぐに立ち止まって振り返り、

「……すまない。誰か先に行ってくれないか。あたしは、知らない道だと……すぐ迷ってしまうから」

「ハッ。方向音痴かよッ。じゃあ、ここは俺に任せろ。俺は人間地図の異名をとったことはねえけど、生まれたときから方向感覚ビンッビンだからなッ」

　茂しげるは大おお見み得えを切って先導役を買って出た。

　そのわりには――五分後。

「……シゲ？　おれ、ここから見える洋館の大きさが、最初とぜんっぜん変わってないような気がするんだけど……？」

「うっせッ。うっせんだよッ。俺に任せるからだろッ。俺は羅針盤じゃねえっつのッ」

「……うわぁー最低……泥どろ沼ぬまのカメのあたしが言うことじゃないですけど……」

「黙れ、ぷにロリッ。スカートめくっちまうぞ、このアホッ」

「や、やめてくださいっ。そんなことされたら――」

「お嫁にいけなくなっちゃうよねー、くびれっち」

「……はい」

　くびれは幸子にくびれっち呼よばわりされて、やや不満そうだ。もちろん、幸子はそんなことを気にするような玉じゃない。

「だから、だめだよ、シゲくん！　誰でも彼でもスカートめくったりしちゃ！　めっ！」

「黙れ、俺の生きがいに口出すんじゃねえ、サッチンの分際でッ。だいたいな、ぷにロリ、おまえ、嫁にいけると思ってんのかよッ」

「えっ……それは、できればいつか、いきたいなぁと……」

「ムリムリムリ。断言するけどな、おまえは二十歳はたちになっても三十路みそじになってもぷにロリだッ。ぷにロリは結婚できねえって、法律で決められてんだよッ」

「くふーっ。くびれはずーっとぷにろりだーっ。ぷにろりぷにろりー」

「ど、どうせっ……それは、百もも地ちさんとは比べものにならないくらい、ぺったんこですけどっ……まだ成長の余地はあるかもしれないわけでっ……」

「ぷにろり、いーなぁ。かわいいよー。りゆはぷにろりー？」

「違いますよ、りゆ。りゆはたゆんたゆんのぷるぷるなかんじです。きゆが言うんですから、間違いありません」

「おぉー。りゆ、たゆんたゆん……。そういえばりゆ、重いのー。お胸がとくに……」

　りゆは胸を持ちあげて揺ゆさぶった。

「たゆんたゆん」

「ぷふっ」

　オッサンが鼻血を噴ふきそうになっている。茂しげるは透視しそうな勢いでガン見しているが、皆みな人ととしては目を覆おおわずにいられなかった。

「……ちょ、ちょっと、りゆ、そういうことはさ、あんまり……」

「たゆんたゆん？　どしてー？」

「うーん、なんていうか、目の毒？　みたいな……」

「俺にとっちゃー目の保養だけどなッ。俺は見るけどなッ。見つづけるけどなッ」

「ぼくも見てしまうかな」



    

  
    
      



    

  
    
      

「幻げん次じィッ。おまえとは、ごくたまァーに気があうよなッ」

「遺い憾かんだけどね」

「どういう意味だよッ!?」

「おい」

「ああッ……!?」

　茂しげるが振り向いた。皆みな人ともつられてそっちのほうを見る。

　黒いサングラスをかけて黒いスーツを着ている男が立っていた。

　さっきの「おい」は、この男の声だったらしい。

「おまえたち、ここで何をやっている」

「やべッ……！」

「……」

　くびれは男に両手を向けた。

「しんく！　《》……！」

「むっ……!?」

　男は身み構がまえたが――何も起こらない。

　くびれは「くむむむむむむむむ……」と唸うなって念を送りつづけている。

「……な、何の真ま似ねだ!?　大人をからかうんじゃない！」

　男はくびれに飛びかかろうとした。そのときだった。

「うおっ!?」

　黒いスーツの肩のところから煙が上がった。たいした勢いじゃないが、燃えている。

「あ、あづっ、あぢゃづつつっ……!?」

「みなさん、今のうちにっ……！」

　くびれが駆かけだした。

　10組の面々はくびれにつづく。

　皆人はくびれに追いついて、

「すげーよ、歌うた野のさん！　よくとっさに魔法、使えたね！」

「な、なぜか、反射的に……！　黒い服だったので、あたしの貧弱な魔法でも、なんとか点火できちゃったみたいです……！」

　とはいえ、あくまで点火できちゃっただけなので、火はすぐ消えたようだ。男が猛もう然ぜんと追いかけてくる。

「待て……！　ここは私有地だ――ぞぁっ……!?」

　と、つまずいたか何かして、男がつんのめった。

「にんっ！」

　きゆが走りながら印いんを結んでみせる。

「忍にん法ぽう、草で作った足かけ罠わななのです！」

「うぁーぉ。きゆ、すごーい。りゆも忍法、使いたいのー」

「きゆが忍法を使えるのは、りゆがいるからですよ。りゆがいないときゆも無理です！」

「そなのかぁー。じゃあ、りゆときゆの、ふたり忍法だねー。にんにんっ」

「そうですよ。にんにんっ」

「――って、ぅおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉいッ！　前からもきやがったぞッ……！」

　茂しげるの言うとおりだった。

　前方の林から、黒サングラス黒スーツの男が二人飛びだして、こっちに向かってくる。

「カモンッ！　俺の出番だな……！」

　オッサンがそのうちの一人に体当たりをぶちかまして吹っ飛ばし、もう一人の前には幻げん次じが進みでた。

「《不思議な壁ワンダーウオール》」

「ぶほっ……！」

　男が壁に激突して崩くずれ落ちた。幻次は男が突っこんでくるコースを見越して、そこに壁を作ったのだ。

　いつの間にか、司つかさが先頭に立って、かりんとうやせんべいを貪むさぼり食いながら、洋館めがけて突っ走っている。茂よりは一億倍あてになる先導役だ。

「でも……！」

　皆みな人とは足をゆるめることなく、あたりを見まわした。

　あっちにも、こっちにも、黒サングラス黒スーツの男がいる。

　おそらく警備員か何かなのだろうが、いったいぜんぶで何人いるのか。冷静にかぞえられるような状況じゃないが、四、五人ではきかない。

「くそ、何なんだよ、この家……！」

「花はな咲さき！」

　叶かなえは走りながら、ときおり顔をしかめる。傷が痛むのか。

「散り散りになって逃げよう！　そうすれば、相手を分散させられる……！」

「そっか、いやだけど、それって――」

「おまえは洋館を目指せ！」

「……みんなを囮おとりにしろってことかよ!?」

「そうだ！　あたしたちが囮になる！」

「なんでそんなこと――」

「花咲、これは委員長命令だ！」

「命令なんて、今まで一回もしたことないだろ!?　こんなときに、いきなり委員長ぶるなんてさ！」

「皆みな人とさん……！」

　くびれが叫んだ。

「きっと、たぶん、ですけど……皆人さんが行くのが、一番いいんです！　だから、行ってくださいっ！　お願いですからっ……！」

　皆人は仲間たちの顔を見た。

　みんな、それぞれうなずいてくれた。

「――なんか、よくわかんねーけど……！」

　皆人は足を速めた。

「わかった！　絶対、捜さがしだして、話してくる……！」

　10組の面々は、あるいは急に方向転換し、あるいは少し軌道修正した。

　目的地を悟さとられたくないので、皆人も大回りしようとする。その矢先だった。目の前に黒サングラス黒スーツの男が飛びだしてきた。

「うおっ……！」

「花はな咲さき……！」

　映うつるだ。

　映が男に組みついて押し倒した。

「い、い、行って！　早く！　ぼ、僕の力だと、あんまりもたないので……！」

　映のためにも、ありがとう、と言う時間も無駄にしてはいけない気がして、皆人は全力疾しつ走そうした。

　無我夢中で、洋館へ。

　気がついたら、皆人を追う者は誰もいなくなっていた。皆人が振りきったわけじゃない。仲間たちのおかげだ。

「――ていうか、この洋館も、けっこうでかっ……！」

　ちょっと怯ひるんでしまいそうになったが、皆人は首を振って洋館の玄関めがけて駆かけた。

　インターホン的なものはないから、やけに大きい扉を叩たたいてみる。

　反応はない。

　思いきって扉の把とつ手てをつかみ、押し下げながら引いてみた。

「おっ……」

　開いた。

　あっさり開いてしまった。

「い、いいのかな、入って……まずいと思うけど、ここまできたんだし……！」

　皆人は中に入って、扉を閉めた。

　そこは天井の高いホールで、正面に階段があった。階段は踊り場から左右に分かれている。手すりに彫刻が施されていて、古びてはいるものの、なんというか見事な階段だ。

　やたらと高価そうな置物などがあちこちに並べられているが、そのすべてに白い布がかけられている。

　ひょっとして、この洋館は使われていないのか。

　そのわりに埃ほこりっぽくはないが、人が住んでいるとは思えない。打ち捨てるのもなんなので、定期的に清掃だけはしている。そんな印象だ。

　広くて、静かなせいだろうか。不気味なほど寒々しい。

　引き返そうか。

　でも、手ぶらで帰るわけにはいかない。

「あ、あのー。すみませーん。誰かいませんか……？」

　間抜けな呼よびかけがホールに響き渡って、皆みな人とは一人、赤せき面めんした。

　踵きびすを返そうとしたら、どこかで扉が開く音がした。階段の上のほうか。

　そっちに視線を向けると、真っ黒い服を着ている彼女の姿が目に入った。

「……花はな咲さき」

　彼女は目を瞠みはって、ほんの少し唇を開き、ぼんやりしているような表情を浮かべていた。少しやつれたように見える。

　まるで喪服のような黒い服を着ているせいもあってか、ひどく頼りなくて、はかない。

　今にも散りそうな花みたいに。

　それでいて、どこまでも瑞みず々みずしいのだ。

　皆人は不ふ意いに、写真を見ているような錯さつ覚かくに襲われた。

　その写真は、彼女の一番美しい瞬間をとらえている。でも、写真はくたびれていて、彼女は明治時代とか大正時代とか、ずいぶん昔の人物なのだ。

　美しい彼女は、もうどこにもいない。

　たとえ彼女に心を奪われ、恋をしたとしても、それは絶対に叶かなうことがないのだ。

　もちろん、錯覚にすぎない。

　彼女は間違いなく、そこにいる。

「姫ひめ」

　皆人は無理やりマリカから視線を引き剥はがして、ホールを見渡した。

「……もしかして、ここに住んでたりする？」

「そうだけど」

「でもさ、ここ、なんか……」

「ここには、わたし一人しかいないから。そのほうが気楽でいいの」

「一人でって」

「うちの学校には、遠くからきて、アパートや下宿で暮らしている生徒も大勢いるでしょう。それと変わらない」

「いや、けど、ここって姫ひめの家……ていうか、家の敷しき地ちの中に家がいくつもありそうな感じだけど……」

「そんなことより」

　マリカは目を伏せて階段の手すりをそっとつかみ、一つ息をついた。

「――どうしてこんなところにいるの。門から入れてもらえるとは思えない。まさか、勝手に入ってきたの？」

「え。あ、まあ……うん。かな？」

「信じられない。バカじゃないの。それって犯罪でしょう」

「そうなんだけど……」

　皆みな人とは顔を引きつらせた。

「えっ。犯罪？　マジ……？」

「警察を呼よばれたら、逮捕されても文句は言えない。この家には警備員もいるし」

「……みたいだね。あれ、何人いるの？」

「さあ。わたしは知らない。関係ないもの――って、見つかったの？」

「ていうかまあ……見つかって、逃げてきたんだけど。みんなは今も、逃げてる……かな。誰もつかまってなきゃいいけど……」

「呆あきれた」

　マリカは眩暈めまいでもしたのか、座りこんでしまった。

「……何してるの。何を考えてるの……？　おかしいんじゃない？　どう考えたって、おかしいでしょう。どうかしてる。ありえない……」

「いや、こっちだって、姫が電話に出てくれれば、こんなことしなくても――」

「電話に出ないのは、話したくないからでしょう!?　それくらい、わからない!?」

「うそっ。話したくないの？」

「それ以外にどう解釈できるの!?」

「いや、なんか気まずいのかなーとか。あとほら、姫ってもともと気難しいしさ。なんだろ。天あまの邪じや鬼くっていうの？　そういうとこも、あるような気がするし……」

「わかったようなこと言わないで！」

「いくらかはわかるだろ。同じクラスなんだし」

「もう違う！」

「おれはそう思ってねーよ」

　皆人はゆっくりと階段を上りはじめた。

「おれだけじゃない。みんなも同じだよ。だから、きたんだよ。姫、こっち見ろよ」

「……いや」

「見ろって」

「……いやだって言ってるでしょう」

「大事なことは、目を見て話せよ。おれの目を見て話せないんだったら、それが本当の気持ちだなんて、信じない」

「……信じてくれなくていい。わたしのことなんか、何一つ」

「なんで姫ひめはそうなんだよ。わたしのことなんかとか言うな。そんな言い方したら、自分がかわいそうだろ！」

「そう！　わたしはかわいそうなの！　わたしにはこの見てくれしか取とり柄えがない！　誰もわたしの顔と身体からだしか見ないって、わたしは思ってる！　みんな、誰も彼も、わたしの外側だけ見て、わたしを物みたいに眺めて、わたしを利用しようとして！　そんなわたしは、かわいそうだって……！」

　マリカはうずくまって頭を抱えた。

　置き去りにされて泣き叫び、それでも誰にも捜さがしてもらえない、見つけてもらえない、小さな子供みたいに。

「……わたしはわたしが嫌いなの！　この顔も、身体も、大嫌い、心の底から嫌い！　その心も嫌い！　外側も、中身も、何もかも、嫌いで嫌いでしょうがない……！」

「おれは嫌いじゃない！」

　皆みな人とは階段の踊り場からマリカを見上げて叫んだ。

「姫が姫のことを嫌いでも、おれは嫌いじゃない！　嫌いになんて、なれるかよ！」

「……どうして」

　マリカは少し顔を上げた。

　濡ぬれている。

　その瞳が、頬ほおが。

　あんなにぐちゃぐちゃにゆがんでいても、心臓をわしづかみにされるほどきれいだなんて、反則だ。

「どうしてそんなことを言うの！　わたしは、ふさわしくないのに！　そんなことを言ってもらえるような人間じゃないのに……！」

「姫――」

　皆人は口にしかけた言葉をのみこんだ。

「お嬢様……!?」

　扉が開いて、黒サングラス黒スーツの男がホールに駆かけこんできたのだ。

「おい、きさま！　そこで何をやってる……！」

「えっ、いや、ただ話をしてただけで――」

「お部屋にお戻りください、お嬢様！　賊は私たちがつかまえます！」

「ぞ、賊って――私たち!?　うぁっ……」

　男は一人じゃなかった。次々とホールになだれこんでくる。

　皆みな人とはマリカをちらりと見た。マリカは部屋に戻ろうとはしていないが、全身を硬直させていた。

　黒い集団が迫ってくる。

「わ、わかった！」

　皆人は両手をあげた。

「抵抗とかしないし！　ね!?　暴力反対！　わ、ちょっ、待っ――」

　降参しても無駄だった。数人が同時につかみかかってきて、皆人はまたたく間に階段から引きずり下ろされた。

　皆人の能力が効きはじめたのか、階段を下りたところで解放してくれたが、体格のいい別の男が駆かけよってきて、

「手間をかけさせやがって！」

「いでっ」

　脇わき腹ばらだ。膝ひざ蹴げりを叩たたきこまれた。

「やめなさい！」

　マリカが声を張りあげる。

「乱暴はしないで！　お願いだから……！」

　体格のいい男はマリカに向かって頭を下げたが、そのあとに舌打ちをしたのを皆人は見逃のがさなかった。

　どうやら、この家の中におけるマリカの発言力は、あまり大きくないらしい。げんに、また別の男がやってきて、皆人の髪をつかんだ。

「さあ、こい！」

「あだだだだだだ、ちょっ、やめっ、い、行くからっ――ていうか、放して、ね？」

「……あ、ああ。そうだな。よし、きなさい」

　男は皆人の髪から手を放して、わりとやさしく背中を押すやり方に変えてくれた。能力のおかげだ。

　皆人は扉のほうに向かいながら、振り返った。

　マリカは泣きだしそうな顔で皆人を見つめていた。

「お願いだから、わたしのことは、放ほうっておいて……！」

　こらえきれなくなったように、マリカが絶叫した。

「あなたが――あなたたちが傷つくところなんて、見たくない……！」

「ははっ」

　皆人はつい笑ってしまった。やっぱりだ。

　やっぱりそうだったのだ。

　マリカは戻りたくないわけじゃ決してない。本当は戻りたいのだ。でも、戻れはしないだろうとあきらめているのだ。

　そして、自分のことよりも、10組のみんなを気遣っている。

　仲間たちのことを。

　ややきょとんとしているマリカに向かって、皆みな人とはオッサンみたいに右手の親指をビッと立ててみせた。

　すぐに建物の外に追いだされてしまったから、それを見てマリカがどんな顔をしたのかはわからない。声が届くかどうかもわからないが、皆人は叫んだ。

「待ってろ、姫ひめ！　おれたちが絶対、なんとかするから……！」



    

  
    
      


４話　たとえば、きみをなごませる程度の能力







　日ひ隅ずみ逆さか麿まろは不機嫌だった。

　べつに月曜の朝だから、というわけじゃない。

　寝ているときも、トイレに入っているときも、何か食べているときも、笑っているときも、逆麿はいつだって機嫌が悪いのだ。

　だから、清せい浄じよう院いんマリカの机に肘ひじをついて、その美しすぎる顔を舐なめるように眺めている今このときも、当然、すこぶる機嫌が悪い。

「おい、正常位。下ばかり向いてないで、顔を上げてこっちを見ろよ」

　そう命じても、マリカが言うことを聞かないから機嫌が悪い。

「見ろと言っているんだ、正常位。見ろ。見ろよ！　正常位！　見ろ……！」

　逆麿が床を蹴けりつけながら何度も言うと、マリカはようやく一瞬だけこっちを見た。

　その眼まな差ざしが冷たかったから、機嫌が悪い。

　蔑さげすむような目つきをしてさえ、たとえようもないほど美しいので、機嫌が悪い。

　腐るほど金かねがあっても、機嫌が悪い。

　誰も彼もがへつらっても、機嫌が悪い。

　最初は逆らっていた者でも、弱みを握にぎって金をちらつかせると、結局、服従するから、機嫌が悪い。

　腰こし巾ぎん着ちやくのふりをして、陰かげでこそこそと逆さか麿まろの悪口を言っている者がいて、機嫌が悪い。

　それを告げ口する者がいるから、機嫌が悪い。

　そいつらに制せい裁さいを加えても、機嫌が悪い。

　逆麿は常に、機嫌が悪い。

　満たされない。

　渇かわいている。

「――逆麿さん……！」

　と、教室のドアが開いて、三さん枚まい田だヒロシが飛びこんできた。

　三枚田の長すぎる顔とハの字眉まゆを見ると、逆麿はいっそう不機嫌になる。

「朝っぱらから何だ、やかましい」

「それが――10組の生ゴミどもが、また限定戦リミテツドを吹っかけてきやがって……！」

「なんだと……？」

　逆麿は横目でマリカの表情をうかがった。

　マリカは眉をひそめ、唇を噛かんで、苦しそうな、憤いきどおっているような、じつに複雑な顔をしている。

　それがまた、たとえようもないほど美しくて、逆麿をもっと不機嫌にさせた。

「そうか。屑くず箱ばこの分際で、性懲りもなく、限定戦リミテツドを挑んでくるとはな。そんな根性があるとは予想外だが――」

「しかも、逆麿さん！　あいつら、十一人対十一人の《陣地争奪合戦テリトリースクランブル》を指定してきやがったんだ！」

「何？　《陣地争奪合戦テリトリースクランブル》……？　十一人といったら、あいつら全員じゃないか」

「ええ、そうなんすよ。女込みの団体闘争チームラリーで、俺らに勝てるわけがねえのに」

「ついに頭がイカれたか」

　逆麿は首を左にぐっと曲げた。

「しかし――」

　機嫌は悪くなる一方だが、だからこそ弱い者を踏みにじりたい。ひれふさせて、足の裏を舐なめさせたい。

　９組はたやすく制圧した。

　８組とは力の差があるから、逆にやられかねない。

　逆麿が思うぞんぶん蹂じゆう躙りんできるのは、10組だけなのだ。

　そんなことをしても、気分がよくなるわけじゃない。だが、たとえどれだけ食ったところで満腹にはならないとしても、腹が減れば食わずにはいられない。

「――そういえば、そんな能力のやつがいたな。10組には」

　あるいは、そんなわけのわからない能力の持ち主しかいない、というべきか。

「よかろう」

　逆さか麿まろは肩を震ふるわせて笑った。

「受けて立ってやる。あの生ゴミどもには、自分たちの立場を少しずつ思い知らせてやるつもりだったんだがな。もう面倒だ。この際だから一気にひねりつぶして、全員、俺の奴ど隷れいにしてやる」



　　　　★



　決着をつけるなら、早ければ早いほうがいい。

　先延ばしにすればするほど、マリカの苦しみが増すことになるからだ。

　だから10組は、その日の放課後に限定戦リミテツドを行うことを提案して、９組はすんなりとこれをのんだ。

　闘争方式ラリーモードは、第四〇二式《陣地争奪合戦テリトリースクランブル》。

《陣地争奪合戦テリトリースクランブル》は、常陸ひたちの国くにの戦国大名、佐さ竹たけ義よし重しげに仕え、鬼おに真ま壁かべと渾名あだなされた猛将、真壁氏うじ幹もとが、麾き下かの兵を訓練するために生みだしたとも言われている。

　学校行事として開催される伝統戦クラシツクの種目に入っているくらい、天てん命めい学がく園えんではポピュラーな闘争方式ラリーモードだ。

「――しっかし、逃げきれたのは幻げん次じだけだったのに、警察沙ざ汰たにならなくてよかったよな。前科とか冗談じゃねえし。けどあの警備員、給料どれくらいなんかね……」

　茂しげるは落ちつかないようで、さっきから屈伸したり手首を振ったりしながら、ひっきりなしにしゃべっている。

「つーか、こねえな、９組のやつら……」

「それじゃあ、おさらいをしておくか」

　荒あら浪なみは木刀の先で《陣地争奪合戦テリトリースクランブル》専用十三番闘争場ホールの床に白と赤と青のラインで描かれている戦陣フイールドを示した。

「戦陣フイールドは縦が約15メートル、横は約30メートル。幅約１・５メートルの通路に、同じ大きさの東軍と西軍、二つ本陣が囲まれている。通路は、四隅だけ半径約２メートルの円を四等分した形になっていて、それぞれの本陣に出入りできるのは、縦にのびた通路の真ん中にあいている門だけだ。本陣の奥にある、東軍は青、西軍は赤の本丸以外は、見てのとおり白いラインだな」

「……白いラインを踏むのはセーフで、またぐ、外に出るのは失格……でしたよね」

　くびれはこわごわと右足をのばし、白いラインを踏み越えてみせた。

「あと、白いライン越しの攻撃も、禁止……でしたっけ」

「武器に関しては、学校に携帯を認められている物なら使用可だ。あたしの場合、この木刀だな」

「りゆも武器ほしいなー。いんちょーいいなー。りゆにもあったらいいのにー」

「しょうがありませんよ、りゆ。武器は能力に関連したもの以外、まず携帯許可が出ないみたいですから。でも、りゆはその存在だけで、充分武器なかんじですけど」

「勝利条件は……」

　皆みな人とは青と赤のラインで仕切られた二つの本丸に目をやった。

「相手方の本丸に十秒間とどまるか、相手を全滅させる――失格させるか、だよな」

「やっぱり、通路が二本あるのが肝きもだろうね」

　幻げん次じはいつもどおり腕組みをして、微笑ほほえみさえ浮かべている。

「ぼくらの作戦では、まず、北通路をぼくが、そして、南通路をオッサンが守って、敵の侵攻を防ぐ」

「幻次の壁は、最大３・２平方メートルくらいだろ」

　皆人は歩いていって、手前の南通路に立ってみせた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「通路の幅は１・５メートル。でも、両側10センチくらいはあけてもいいと思う。それならまず通れないし」

「幅１・３メートルなら、高さ２・４メートル以上の壁を出せる。これならたしかに、北通路はぼく一人でほぼ完全に封ふう鎖さできるね」

「南通路はオッサンと、荒あら浪なみと、シゲでなんとかふさいで、残りの戦力は状況に応じて一挙に投入。……戦力は集中させて運用しろって、なんかで読んだんだよな、おれ」

「はいはいはーいっ。質問がありまーす！」

「何？　サッチン」

「こーこ、みんなのゆってること、さっぱりちちんぷいぷいなんだけど、いったいぜんたいだいじょぶかな？」

「……それを言うなら、ちんぷんかんぷんだろ。いいよ、サッチンは。いきなりきびきび動いたりしたら、サッチンらしくないし」

「ぶぅーっ」

　幸こう子こは頬ほおをぱんぱんにふくらませた。

「こーこだって、やればできますぅー。こーこはやればできる子だって、ひいひいひいおばあちゃんがゆってたもんっ」

「ひいひいひいおばあちゃんて……何歳なの？」

「えっとね、えーっと、百歳は超えてて、百十……二？　とか？　三？　四？　とか、そのくらい」

「長生きだね……」

「うちは長生きの家か系けいなんだよっ。百歳になる前に死んじゃったら、早死でかわいそうってゆわれるの。こーこは今のところ、三百歳まで生きる予定！」

「アホかッ。いくらなんでも、三百は無理だっつーのッ！」

「どうしてシゲくんに無理ってわかるのっ。やってみないと、わかんないんだからっ」

「じゃあ、やってみろッ。あと百年もしたら、俺ら全員生きてねえし、サッチンが何歳まで生きたかなんて、誰にもわかんねえけどなッ」

「えーっ。みんな死んじゃうのーっ!?　し、シゲくんも……？」

「あァ？　あたりまえだろうがッ！　つーか、なんで涙ぐんでんだよ……？」

「だ、だってぇ……」

「まあ、サッチンが何歳まで生きられるかどうかはともかくとして、さ」

　皆みな人とは10組の仲間たちを見まわした。

「おれたち、一人一人の総合判定が低いのは事実だし、荒浪以外は戦闘能力も高くない。だから前回、《監獄小相撲プリズンレスリング》の五番勝負を挑んだのは大間違いだった。わざわざ不利な戦いを選んだんだ」

「花はな咲さき、おまえのチョンボだなッ」

「……そ、そんな言い方はっ……！」

「いや、歌うた野のさん。シゲの言うとおり、おれのせいなんだよ。しかも、あの闘争方式ラリーモードだと、おれの失敗、誰かの失敗を、仲間がカバーしたりフォローしたりできない」

「つまり、チームワークだね」

　幻げん次じは目を細めた。

「一人一人が欠けていたり足りていなかったりするのなら、お互いに補いあえばいい」

「そういうこと」

　皆みな人とはうなずいてみせる。

「姫ひめの家に忍しのびこんだときに思ったんだ。みんなのおかげで、おれは姫に会えた。おれたちにできる最高の闘争ラリーは、ああいう形なんじゃないかって」

「どっちにしたって、こうなったらもう、やるしかねえだろうがッ！」

「りゆもやるのー。ねーねー。きゆもりゆと一緒だよねー」

「当然です。りゆがいるところにきゆあり。命あるかぎり、きゆはりゆとともにあるかんじなんですから」

「……あたしもっ！　あたしは、ちびでクズでバカな泥どろ沼ぬまのカメですけど……自分なりに、精一杯がんばりますっ……！」

「うんっ！　何すればいいのかわかんないけど、こーこもがんばるねっ！」

「がっごががふぁがふぁふぁががが」

「ちょっ、ま、真ま田た部べさん、食べかすが僕に……いいやもう、あの、僕もがんばるぞー、おー、みたいな……いいのかな、僕なんかが、ほんとに……」

「フォーエヴァー」

　オッサンは渋しぶすぎる笑みを浮かべて、ビッと親指を立てた。

「よし、みんなで勝とう……！」

　叶かなえが右手を出した。

　10組の十一名は円陣を組んで、叶の右手の上に各々の右手を重ねる。

「――あたしたちは、勝って権限クレイムを手に入れる！　清せい浄じよう院いんをとりもどす！」

「負けたら、俺ら全員、あいつらの奴ど隷れいだけどな……」

「もぉーっ！　シゲくんってば、すぐ釘くぎをさすんだからっ」

「釘なんかさしてねえよッ。どっちかっつうと、俺がさしたのは水だよッ」

「……いいか？　掛かけ声をかけても。かけるぞ？」

　叶が叫ぶ。

「10組ぃぃ……ファイッ！」

「オォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！」

　みんなで声をそろえて右手をはねあげると、まるで申しあわせたかのように闘争場ホールのドアが開いた。

　日ひ隅ずみ逆さか麿まろを先頭にして、９組の連中が闘争場ホールに入ってくる。

　ゴリラ似で１９０センチ超の巨きよ漢かん、大おお南みなみ大だい貫かん。

　金髪ヤンキー女、厳げん城じようクリスチーナは鞭むちを持っている。何かどうしても金かねが必要な事情があって、そのために逆麿に従っているとの噂うわさだ。

　目が逆三角形で異い様ように顎あごが逞たくましい一いち乗じよう寺じドレッドの好物は、ステーキらしい。なんでも、逆麿から餌代をもらって、毎日好きなだけステーキを食べているのだとか。

　二ふた林ばやし鴨かも美みは、白いマスクと長い髪の合間からのぞく目で、茂しげるをじっと見すえている。

「……こ、こええッ。ふ、震ふるえがッ。あれが邪じや気き眼がんってヤツかよ……」

「シゲがスカートめくったりしたからだろ……」

「うっせッ。うっせんだよッ！　スカートめくらねえで、何が男だッ。で、で、で、でも、こええー……ッ」

　三さん枚まい田だヒロシはかなり面長で、ハの字眉まゆで、やけに黒目が小さい。わりと典型的な腰こし巾ぎん着ちやくタイプみたいだが、オッサンを気絶させた拳こぶしの威い力りよくはあなどれない。

　それから、三つ子が全員凶きよう暴ぼうだった程度の能力《性悪兄弟ローグブラザーズ》の持ち主、猫背で、口が半開きで、妙に腕が長い、なんとなくハイエナを思わせる苦く能のう兄弟。

　ほとんど同じ顔をした苦能一いち狼ろう、二じ狼ろう、三さぶ狼ろうのあとにつづくのは、陰いん気きという言葉を人の形に押しこめたような男だ。なぜか左目をつぶっていて、始終、舌で唇を舐なめまわし、小声で何かつぶやいている。

「あれが鳩はと村むら源げん平ぺい、か」

　幻げん次じは顎をつまんだ。

「９組の中でも目立たないほうみたいだ。名前以外は何もわからない。要注意、かな」

「それよりも――」

　叶かなえは最後の参戦者を視線で示した。

　皆みな人とは眉まゆ根ねを寄せてため息をつく。

「……姫ひめ」

　そう。

　逆麿は、限定戦リミテツド参戦者十一人の中に、なんと清せい浄じよう院いんマリカを加えてきたのだ。

　マリカは能面のような顔をしている。少し目線を下げて、10組の誰とも目をあわせようとしない。きっと、当の本人が一番戸と惑まどっているはずだ。

「日隅のことだから、おそらく何か企たくらんでいるんだろうが……」

　叶はぐっと奥歯を噛かみしめた。

「――関係ない。あたしたちのチームワークで、粉ふん砕さいしてやる」

　仲間たちは無言で、だが、力強くうなずき、戦陣フイールドを前にして横一列に並んだ。

　戦陣フイールドを挟はさんだ向こう側に、９組の十一人も整列する。

　９組の残りは、参戦者たちの後ろに人垣を作った。

　そのまま、時が流れた。

「……静しずか先生、もしかして、忘れてしまっているんじゃ……」

　くびれがそうつぶやいてからも――時が流れた。

「って、マジで忘れてんじゃねえのか、静先生ッ!?」

「ごぉーめぇーん……！」

　と、闘争場ホールのドアが押し開かれて、静先生が駆かけこんできた。

「遅刻遅刻ぅー。先生、ちょっと寝てたぁー。ふぅー。はぁー……あ、両方、そろってるっぽいねぇ。じゃあ、戦陣フイールドに入って、入ってぇー」

　言われるまま、どうも締しまりのない、バラバラッ……とした感じで、９組は東軍の本陣に、10組は西軍の本陣に入った。

「ルールとかは、いーよね？　だいじょぶ？　だいじょぶだよねぇ。はぁー。久しぶりに走って、先生、汗かいちゃったぁ」

　静先生はハンカチで額ひたいや首筋の汗をぬぐい、ずれるにもほどがあるだろうというくらいずれまくっている眼鏡めがねの位置を中途半端に直して、

「はーい、んじゃあ、始めぇー」

「いきなりかよッ!?」

「だめぇ？　でも……」

　静先生は、にたぁ、と笑った。

「もう始まっちゃってるよ？」



　　　　★



「――よし！　北通路と南通路はとりあえず確保できた……！」

　皆みな人とは幸こう子こ、映うつる、りゆ・きゆ、くびれ、司つかさと一緒に、西軍本丸にとどまっている。

　ちょっと出遅れはしたが、幻げん次じは約30メートルある北通路の西軍寄り、およそ10メートルの位置に壁を作って、オッサン、叶かなえ、シゲの三人は、南通路の手前の角に陣どることに成功した。

　敵は、東軍本丸に逆さか麿まろと厳げん城じよう、大おお南みなみ、それからマリカ。苦く能のう兄弟は北通路、一いち乗じよう寺じ、二ふた林ばやし、三さん枚まい田だ、鳩はと村むらの四人は南通路から攻めてこようとしている。

「幻次は一人で封ふう鎖さできる――南通路が三対四で不利か！　オッサン……！」

「オーケーイッ！」

　オッサンは腰を落として両腕を広げ、手招きして、

「カモンッ！　かかってこい、スモール・フィッシュ……！」

「誰が……！」

　三さん枚まい田だが猛もう然ぜんとオッサンに飛びかかって、顔面にパンチを叩たたきこんだ。

「スモール・フィッシュだ、このやろう……！」

「がっ……！」

　オッサンはのけぞったが、倒れない。倒れないオッサンに、三枚田の《震える打撃トレモロブロー》が襲いかかる。

「おら！　おら！　おらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらぁっ！」

「ごっ、ばっ、ぐっ、おっ、ぼっ、がっ、はっ、おうっ、まいっ、がっ……」

「うらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらぁっ！」

「あががががががががががががががががががががががががががががががががががが……」

「し、死んじゃう！」

　幸こう子こは泣きそうな顔で、

「皆みな人とくん、あのままだと、オッサンが殺されちゃうよぅっ……！」

「――いや！　今日のオッサンなら、きっと……あっ！」

　皆人も意表を衝つかれた。茂しげるだ。

　茂が四よつん這ばいになって、オッサンの股またの間をくぐった。

「油断大敵だぜ、三枚目ッ……！」

　そして、茂は三枚田の大事な部分、男の急所にパンチをお見み舞まいしようとした――のだが、三枚田はとっさに股を閉じてこれを防ぎ、

「俺は、三枚目じゃねえ……！」

　すかさず茂の脳天にハンマーのような拳こぶしをぶちこんだ。

「三枚田だっ……！」

「どッ……」

　茂は顔面から床に突っこんで倒れた。

「シゲくんっ……！」

　幸子が悲鳴をあげた。

「シゲくん！　シゲくんがっ！　シゲくんが死んじゃった……!?」

「いや……死んではないと思うよ、サッチン……ぴくぴくしてるし……」

「ぬぇ？　そうなの？　よかったぁ……」

「そんなによくもないけどね……もう、何やってんだよ、シゲ！」

「――ええい、くそ……！」

　叶かなえはオッサンの背後から木刀を突きだしているが、ちっとも当たらない。

「オッサン、少しどいてくれ！　あたしを前に……！」

「おらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおら早く沈めおらあぁぁっ！」

「ごがっ、うごっ、ごはっ、はどっ、どべっ、べぐっ、ぐぼっ、ぼあっ、あがっ……」

「――だめか！　立っているのがやっとで、そんな余裕は……！」

「ふぁははははぁっ！」

　逆さか麿まろが神経を逆なでするような高笑いをした。

「意味ありげに《陣地争奪合戦テリトリースクランブル》なんぞ挑んできたから、何か秘ひ策さくでもあるのかと思ったが、所しよ詮せんは屑くず箱ばこ！　生ゴミの集まりにすぎん！　どうやら、さっさとけりがつきそうじゃないか……！」

　マリカは逆麿の隣で、かきむしるように胸を押さえ、苦しそうに浅い息をしている。

「言ってろ！」

　皆みな人とは右の拳こぶしを左手で握にぎりしめた。

「……どうする。どうする、じゃない。オッサンたちの南通路がやばいから、予備戦力のおれらが、そっちに――」

「皆人さん……！　神じんくんのほうが……！」

「え!?」

　皆人はくびれに袖そでを引っぱられて、北通路のほうに目をやった。

　見ると、さっきまで無駄に幻げん次じの壁を叩たたいたり蹴けったりしていた苦く能のう兄弟が――どれが一いち狼ろうでどれが二じ狼ろうでどれが三さぶ狼ろうかはわからないが、とにかく苦能Ａと苦能Ｂが肩を組んで腰をかがめ、苦能Ｃは後退して走りだそうとしている。

　助走をつけて、二人を踏み台にし、壁を跳とび越えるつもりなのだ。

　苦能Ｃが走りだした。

　ジャンプして、苦能Ａと苦能Ｂの背を蹴り、もう一回跳んで、壁を――越えられる寸前に、幻次はさわって消した。

　間髪を容いれず、半歩下がって、もっと高くて幅の狭い壁を出す。

　苦能Ｃはその壁に衝突して墜つい落らくした。

　すると幻次はまた壁を消して、最初と同じ、幅１・３メートル、高さ２・４メートルの壁で北通路を封ふう鎖さする。

「ぐっちょーん、げんじー！」

「ぐっじょぶですよ、りゆ。でも、りゆだからぐっちょーんでいいです。ぐっちょーん」

「……だ、だけど……」

　映うつるは最初からずっと全身をガタガタ震ふるわせている。

「……す、少し下がった、ね……いや、だからどうってことはない……かな、うん……」

「そっか。同じことを繰くりかえされるだけでも、ちょっとずつ押しこまれるってことだ」

　皆みな人とは北通路と南通路を交互に見て、

「どっちかに援軍を……でも、戦力を分けたら……ていうか、どっちを優先すれば……」

　とか言っているうちに、倒れないし動かないオッサンの脇わきを、一いち乗じよう寺じがすり抜けた。

「女ァァァッ！　ステーキにして食ってやるッ……！」

「――っ……！」

　オッサンの後ろにいた叶かなえは、跳とび下がって一乗寺を迎え撃つ。

　叶は木刀で、素手の一乗寺はパンチでもキックでもない――歯だ。

　十人病院送りにした程度の能力《大顎のドレッドドレツドジヨー》。

　一乗寺は常人のゆうに倍はありそうな顎あごで、叶を噛かみ砕くだこうとする。叶はこれをかわして木刀を繰くりだすが、一乗寺は噛みあわせた歯でやすやすと撥はね返してしまう。

　叶が能力を発動させれば、スピードで一乗寺を凌りよう駕ができるだろう。ただ、《戦鬼羅刹バトルマニア》は一日あたり十秒くらいしか使えない。しかも、叶は故障も抱えているから、おいそれとは発動できない状況なのだ。

　南通路がやばい。

　一方で、苦く能のう兄弟の壁跳び越え作戦パート２によって、北通路の幻げん次じがまた半歩、後退することを余よ儀ぎなくされた。

「どっちに――」

　皆人は髪の毛を引っかきまわした。

「ああ、くそ、わかんねーよ！　とりあえず、みんなで南通路に――」

「待って」

　肩をつかまれて振り返ると、ショートカットの少女がいた。だぶだぶの制服を、あちこち折ったり締しめたりして、眼鏡めがねはポケットにしまっている。

　司つかさだ。

　本丸で皆人のそばにいたから、なごんで食欲が抑制され、いつの間にか小さくなっていたのだ。

「考えていた。ボクにできることはないか。こんなボクのクラスメートでいてくれるみんなのために、ボクも何かしたい」

「……真ま田た部べ。あ、けど、今は時間が――」

「わかっている。だからこそ、的確な手を打たないと」

　司はスカートのポケットからチョコレートを出して、ポリポリかじりながら、

「ボクは考える。それくらいしか、ボクにできることはないから。――この勝負には、ポイントが三つ」

　左手の人差し指と中指と薬指を立ててから、薬指を折ってみせた。

「でも、一つめは不確実。二つめは、花はな咲さき。きみの存在」

「え？　おれ……？」

「そう。花はな咲さきは接近さえできれば、どんな相手だろうと退けられる可能性がある。ボクたちは、きみを有効活用しないといけない。問題は厳げん城じようクリスチーナ。鞭むち使いだから近づきづらい。あと、能力が不明な鳩はと村むら源げん平ぺいにも用心が必要」

「……わかった。厳城と鳩村に注意しつつ、おれがなんとか敵をやっつけていけばいいんだな。で、三つめは？」

「それは」

　司つかさは中指を折り、残った人差し指を唇にあてて、

「秘密」

「気になるけど……まあいいや。えっと、じゃあ――」

「みんなで花咲をカバーして前進する。侵攻ルートは南通路。それと、このままだと北通路が破られるから、サポートがいる。歌うた野のくびれ」

「あ、あたし……ですかっ……!?」

「そう。歌野の魔法は、効果が出るまで時間がかかる。だけど、壁があれば」

「……はっ。なるほど。壁越しに魔法を使って、敵を妨害すればいいんですね？」

「時間がない。動いて」

「行こう！」

　皆みな人とと司、幸こう子こ、りゆ・きゆの五人は南通路へ、くびれは北通路へと急行した。

「・……」

　くびれはさっそく幻げん次じのすぐ斜ななめ後ろから苦く能のう兄弟の一人に狙ねらいを定めて、

「しんく！　《》……！」

　苦能兄弟はＡとＢが台になって、Ｃが助走しようとしていた。くびれが標的にしたのは、どうやら苦能Ｂだったようだ。

「お……？」「んだぁ？」「うるぁ……？」

　苦能兄弟は一斉に同じ方向に首をかしげたが、何も起こらない。

　くびれは念を送りつづけている。

「んだらぁ」「げんなうるぁ」「どぉうらぁ……！」

　苦能Ｃが駆かけだした。

　跳躍して、苦能ＡとＢの背中を蹴けろうとする。

　その寸前に、苦能Ｂが「うぉるあっちっ」と叫んで身をよじった。

　おかげで、苦能Ｃは「ぐぉっ!?」と体勢を崩くずして床に転落した。

「あづっ、あづっ、ひ、ひっ、ひーっ！」

　苦能Ｂは煙が上がっている頭をさかんに叩たたきながら右往左往して、苦能Ａにぶつかったり、苦能Ｃを踏んづけたりした。

「何をやってる、苦く能のう！　底抜けのバカか、おまえらは……！」

　逆さか麿まろがヒステリックに叫ぶと、苦能兄弟は同時に逆麿に向かって頭を下げ、

「すぁせんっ！」「せんっ！」「したっ！」

　ただちに壁を攻略しにかかったが、くびれもまた呪じゆ文もんを唱えはじめた。

「・……しんく！　《》……！　ふぅぅぅぅぅぅぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

「――……あづぅあっ！」

　火は小さくてすぐに消える。そうはいっても、突然、髪の毛が燃えだしたら、誰だって動どう揺ようするだろう。くびれの魔法は、虫むし眼鏡めがねで太陽光を集めて黒い紙に点火するのと大差ない性能だが、苦能兄弟の壁跳とび越え作戦を邪じや魔まするのには充分有効なのだ。

　幻げん次じがくびれに微笑ほほえみかけた。

「助かるよ、歌うた野のさん」

「いいえ、これくらい……あっ、あの人たち、またきます……！　――」

　北通路はとりあえずだいじょうぶそうだ。

　あとは、幻次とくびれが持ちこたえてくれている間に、皆みな人とたちが南通路を突き進んで、東軍の本陣まで攻めあがり、本丸を衝つけばいい。

「……わりと、難度低くはなさそうだけど！」

　皆人たちはすぐに足を止めざるをえなかった。

　最初の角の手前で、叶かなえと一いち乗じよう寺じが通路をいっぱいに使ってやりあっていたからだ。

「でも、加か勢せいするっていっても――」

　叶は木刀を振りまわしている。一乗寺の動きも激しい。叶は押され気味で、少しでも気を抜いたら一乗寺に噛かみつかれてしまいそうだ。近づこうにも近づけない。

「荒あら浪なみ叶！」

　と、司つかさが鋭い声を飛ばした。

「今すぐ能力を使って。ボクたちは早くここを突破しないといけない」

「――わかった！」

　叶が一歩下がって、両足を踏んばった。

「《戦鬼羅刹バトルマニア》……！」

　その瞬間、ぞっとするような闘気が叶の全身から噴ふきあがった。

　叶は加速する。

「は、速ッ――」

　一乗寺は反応できない。叶の木刀が一乗寺の右肩を、右腕を、左腕を、左肩を、そして脳天を直撃する。

　皆みな人との目には、叶かなえがその五連発を同時に叩たたきこんだようにさえ見えた。それくらい速かったのだ。

　叶はそうしていったん腰を落とした。きっと、一いち乗じよう寺じを場じよう外がいに吹っ飛ばすべく、渾こん身しんの一撃を繰くりだすつもりだろう。叶は木刀を振ろうとした。そのときだった。

「――うっ……！」

　叶は低く呻うめいた。怪け我がの影響だ。激痛が走ったのだろう。おそらくそのせいで、素人しろうと目にも叶の斬ざん撃げきは鈍にぶった。

　一乗寺の逆三角形の目が不気味に輝く。

　グワッと大口を開けて、一乗寺は、叶の木刀をガッシリと――噛み止めた。

「フガァハハハハハハハハーッ……！」

　そして、なんと、バリバリと噛かみ砕くだいてしまった。

「ウゲァーッ！　木刀、不マ味ジィーッ！　ステーキ食わせろォッ……！」

「荒あら浪なみっ……！」

　皆人は叶に駆かけよろうとした。相手は化物だ。なごませる前に、噛まれておしまいかもしれないが、仲間をかばうことくらいは。

「やめてぇーっ……！」

　でも、まさか、幸こう子こが皆人より早くスタートを切るなんて。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ステーキは、人間じゃなく――てっ……!?」

　それも、走りだして早々に、何かにつまずいたわけでもないのに、すっ転ぶなんて。

　しかも、空中でひねりながら回転するような、豪快な転び方をするなんて。

「ぶ、ぶたにっ……!?」

　時が止まったように、皆みな人とは感じていた。

　静止した世界で、幸こう子こだけがゆるやかに移動していた。

　わりときれいに一回転ひねりして、尻から落ちた先は――場じよう外がいだった。

「――くぁっ……!?」

　大おお股また開きで、目をバッテンにしている幸子の頭上で、数羽のヒヨコがピヨピヨ鳴なきながら回っているような錯さつ覚かくに陥って、皆人は頭を振った。

「……さ、サッチン……」

「大おお鳥とり幸子、場外、失格ぅー！」

　静しずか先生に宣告されて、ようやく幸子は事態を理解したみたいだ。

「……ふにぇ!?　し、失格!?　こーこが!?　なんで!?　おしりが痛いから……!?」

　いや、前ぜん言げん撤てつ回かい――まだ理解していないみたいだ。

　それにしても、一いち乗じよう寺じが食い入るように幸子を凝ぎよう視ししているのは、なぜだろう。

　司つかさがその一乗寺を指さして、

「今のうちに！」

「はっ……！」

　叶かなえがいち早く我に返って、半分くらいの長さになった木刀で一乗寺の左ひだり膝ひざを打った。

　一乗寺は「グゲッ……！」とよろめきながらも、なんとか反撃に転じようとする。そのときにはもう、叶は一乗寺の懐ふところに入りこんでいた。

「食らえ……！」

　叶は一乗寺の顎あごに頭ず突つきを見み舞まって怯ひるませると、一気に場外へ押しだした。

　静先生が手をあげて、一乗寺を指さす。

「一乗寺ドレッド、場外、失格っ……！」

「アホが！」

　逆さか麿まろは苛いら立だたしげに床を蹴けりつけて、

「一乗寺！　当分、ステーキは抜きだ……！」

「――っし！」

　皆人は思わずガッツポーズをした。もしかして、幸子の《それもまた運命フオーチユンテラー》――妙に運がいい程度の能力のなせる業わざなのか。

「なんかよくわかんねーけど、サッチンの失格は無駄じゃなかっ……」

「ぬぇ？　こーこ、どうして失格なの……？」

「さ、サッチン！　す、スカート！　スカート……！」

　皆みな人とは慌あわてて目をつぶり、あさっての方向に顔を向けた。

「――な、なんで……そりゃあ、一いち乗じよう寺じも見るよ！　見ちゃうって、それは！」

「ほ……？　はぁぅあっ……!?　そうだった！　こーこ、今日、パンツ穿はき忘れてっ！」

　幸こう子こはそれから、てへへ、と笑って、

「でもね、見て見て。ほら。大事なとこには、ちゃーんとバンソーコー貼はってあるから、だいじょぶっ！」

「見ないし、それ、あんまりだいじょうぶじゃないよ！」

「わぁー。ほんとなのー。ねー、きゆ。ほんとだねー。さっちん、バンソーコーあそこに貼ってるのー。りゆもしたいなぁー」

「……あれはだめです、りゆっ。いくらりゆの希望でも、きゆが貼ってあげるのだとしても、あれはっ。りゆに貼るのは、ちょっと楽しそうではありますけど……」

「花はな咲さき、先を急がないと」

「う、うん」

「あと、大おお鳥とり幸子」

　司つかさはチョコレートをかじりながら、冷たい目で幸子を一いち瞥べつした。

「ステーキはふつう、豚じゃなくて牛」



    

  
    
      



    

  
    
      

「えぇぇっ……!?　じゃ、じゃあ、もしかして、すき焼きもっ……!?」

「牛」

「うそぉぉーんっ！　うちではずっと、豚肉だったよ……おかあさんの、バカっ……」

「行かないと、花はな咲さき」

「だな！　サッチン、応援よろしく！　ていうか、行くっていっても――」

　最初の角を少し出たところで、オッサンが依然として三さん枚まい田だに殴なぐられまくっている。その股またの下に倒れたままの茂しげるは、完全にのびているのか。

「おらぁ！　おらおらおらぁ！　おらおらおらおらおらおらおらぁっ！　うらぁぁっ！」

「ぶっ。へっ。ほっ。ぐっ。でっ。ばっ。ふっ。ごっ。だっ。どっ。はっ。もっ。がっ」

　どれだけ殴られても、オッサンは一歩も引かない。両腕を広げて、三枚田の前に立ちふさがっている。

「オッサン……！」

　叶かなえが叫んで唇を噛かむと、オッサンはかすかにうなずいた。

「だ、だいじょ、い、いんちょ、ここかっ、ら先はっ、一歩も通さっ、な……いぐへっ」

「……オッサン」

　まだ失神していない。どうにか意識を保っているのだ。前回の限定戦リミテツドよりもオッサンはねばっている。とはいえ、いつまでもつか。

　ちなみに、鳩はと村むらは30メートル先の角でひたすら待機していて、鴨かも美みは三枚田の後ろにしゃがみ――どうやら、茂を眺めているようだ。

「だいじょうぶか、シゲ……！」

　皆みな人とはとりあえず茂を引っぱって抱き起こした。ぐったりしている。身体からだのどこにも力が入っていない。皆人は茂の頬ほおを平手打ちした。

「シゲ！　シゲ！　シゲ！　シゲ！　シゲェーっ……！」

「――いッ、痛いてえよッ！」

　茂は跳とび起きた。

「微妙に心はなごんでるけどもッ！　痛えってッ！　そんなバチバチ叩たたくな、ボケッ！」

「……あれ？　気絶してたんじゃなかったの？」

「してねえよッ。フリだよ、フリッ！　それなのに思いっきりぶちやがってよッ！　二度どころか三度も四度も五度もぶつんじゃねえッ！　親父おやじにはぶたれたことないのにッ！」

「あー。よくぶたれてるもんな、シゲ。……でも、なんでそんなフリなんか」

「アレだよッ！」

　茂は鴨美を指さした。

「アレッ！　こええーんだよッ！　見られてると、動けねえんだよッ！　蛇に睨にらまれた蛙かえる状態だよッ！　もう俺、お嫁に行けねえよッ……！」

「きみはもともとお嫁には行けない」

「うっせッ！　うっせんだよ、真ま田た部べッ！　つーかおまえ、激やせしすぎだろッ！　どうなってんだよッ！　そうだ、激やせ……」

　茂しげるは司つかさをまじまじと見つめると、頬ほおを染そめた。

「じ、地味にかわいいよな。小型化したときのおまえって……」

「シャキーン……」

　というような声を発して鴨かも美みが立ちあがり、手術を開始する前の外げ科か医いのように両手を持ちあげた。

　屋内なのに長い髪がたなびいて、白いマスクの上で両りよう眼がんがギラギラ光っている。

「浮気……許さない……三さん枚まい田だくん……どいて」

「へっ？　お、お、おう……」

　三十人病院送りにしたという三枚田が、二十人病院送りにしたらしい鴨美に恐れをなしたように道を譲ゆずった。

　鴨美は音もなく三枚田の横を通り抜けて、オッサンの前で足を止める。

「何……このデカブツ……きもい……」

「ふぁははははぁっ！」

　逆さか麿まろが大笑いした。

「やれ！　やってしまえ、二ふた林ばやし！　二十人切り刻んで半死半生の目に遭あわせたおまえなら、その独う活どの大たい木ぼくを細こま切ぎれにしてしまえる……！」

「……やだ……」

「何っ!?」

「……興味ない……」

「お、俺の言うことが――」

「……お金かねはもう……いらない……」

　鴨美は身体からだを横に傾けて、オッサンの脇わきの下からこっちを見た。

「もっと大切なものを……カモミール、見つけたから……」

　マスクをしていてもわかる。

　鴨美は今、笑っている。

　すごく、とても、笑っている。

「灰はい堂どう」

　司が茂の背中を押した。

「果たして。きみの役目。確実に貢献して」

「ハアァァッ!?　なんだよそれッ!?　どゆことッ!?　ねえッ!?　どゆことなのッ!?」

「早く行って」

　司つかさは茂しげるの腰というか、尾びてい骨のあたりに膝ひざ蹴げりをかました。

　茂は「ヒグッ」と跳とびあがって、オッサンの背中にしがみつく。

「茂くん……」

　鴨かも美み――いや、カモミールは、いつの間にかオッサンの頭の上に立っていた。

「見たでしょう、茂くん……カモミールの●●●ピー……」

「……え、いや、その……●●●ピーまでは見てない……だろ？　ですよね……？」

「見ようとしたんでしょ……だから、あんなことを……」

「そッ、そこまで考えてねえよッ！」

　茂は――泣きだした。

「違うってッ！　違いますッ！　俺はッ！　ただスカートめくりが趣味の変態でッ……」

「言い訳なんて……しなくていい……」

「言い訳じゃないよねッ!?　赤裸々な性癖の告白だよねッ!?」

「告白……ぽっ……」

「いやだから違うってッ！　何これッ!?　話ぜんぜん通じねえしッ！　俺、逃げらんねえのッ!?　ねえッ!?　もうダメなのッ!?　――わかったよッ！　わかりました……ッ！」

　茂は涙をふいてうなずき、赤く湿しめった目で鴨美を見上げて、

「二ふた林ばやし――いや、カモミール。俺を●ピーす前に、一つだけ頼みを聞いてくれッ」

「……いいけど……」

「マスク、外してくれね？　顔を……見せてくれよ」

「……じゃあ、少しだけ……」

　鴨美はパッとマスクをずらしてみせた。

　素早かったので、皆みな人とは顔を確認できなかったが、茂には見えたようだ。

「ハハッ」

　茂はなぜかほがらかに笑って、両腕を広げてみせた。

「おいでッ、カモミールッ！　俺の胸に飛びこんでこいよ、隠れ原げん石せき美少女ッ……！」

「茂くん……！」

　鴨美が飛んだ。

　茂はがっちりと鴨美を受け止めてきつく抱きしめ、横転し――二人とも場じよう外がいへ。

「うっふふふふ！　茂くん……！」

　鴨美は茂を組み敷いて、《剃刀の鴨美カモミールレイザー》の本領を発はつ揮きした。

　手しゆ刀とうで茂の髪の毛を切る。

　切る。切る。切る。

　少しずつ、ちょっとずつ、切り刻む。

「し、シゲくん……！」

　幸こう子こが二人に駆かけよろうとして、足をすくませた。それで正解だ。やめておいたほうがいい。邪じや魔ましたら、何をされるかわかったものじゃない。

「この手て応ごたえ……！　茂しげるくんの髪……！　初めて切ったときから忘れられない……！　一本一本、１ミリ１ミリ、カモミールは茂くんの髪の毛を切るの……！　うふふふふ！」

「……ええと、灰はい堂どう茂と二ふた林ばやし鴨かも美み、両者、場じよう外がいで失格」

　静しずか先生に宣告されると、茂は鴨美に髪を切られながらも皆みな人とたちに笑ってみせた。

「フッ……役目は果たしたぜ……」

「が、がんばれ、シゲ……」

「予定どおり」

　司つかさはチョコレートをかじりながら眼鏡めがねを押しあげて、

「――次は、三さん枚まい田だヒロシ。そして、鳩はと村むら源げん平ぺい」

「くそったれがっ……！」

　その三枚田がふたたびオッサンに襲いかかる。猛攻撃ラツシユ、猛攻撃ラツシユ、猛攻撃ラツシユだ。オッサンはあくまで倒れないが、もう声もほとんどもらさない。

「オッサン……!?　まさか、立ったまま死んでないよね!?　くそっ……こうなったら、おれが！」

「いや、あたしが――」

　叶かなえは「っ……！」としゃがみこんだ。傷が悪化したのか。その途と端たん、オッサンが雄お叫たけびをあげた。

「ウオオオオオオォォォォォアアアアアァァァァ……！　俺に！　ここは俺に任せて！　委員長は先に逃げろ……！　俺のことはいいから、先に……！」

「アホかぁっ！」

　三枚田がさらなる連打をオッサンに加える。

「何が！　先に逃げろ、だっ！　夢を！　見てねえで！　さっさと倒れろ、この……！」

「こっ、ごごわっ、俺がっ、俺っ、俺のっ、俺に、まかっ、せてっ……」

　たしかに、「ここは俺に任せて、先に逃げろ！」は男なら一度は言ってみたい台詞せりふだが、今の状況とはそぐわない。オッサンは現実をちゃんと把握できなくなっている。本格的にやばそうだ。

「くっ……オッサン……！」

　立ちあがろうとした叶の肩を、司がつかんだ。

「待って。策がある。――百もも地ち姉妹」

　司はりゆときゆに向きなおった。

「きみたちは忍にん者じや。そして女。つまり、くのいち。忍にん法ぽうでオッサンを」

「あぅー？　りゆ、くのいち……？　どうするのかなぁー」

「……ま、真ま田た部べさん、りゆときゆに、くのいちの忍にん法ぽうを使えと……!?」

「勝つために」

「そっかぁー。じゃあ、りゆやるよー。きゆもやろー。何すればいー？」

「やむをえないかんじですね……わかりました。りゆはきゆの真ま似ねをしてください」

　きゆはそう言うなり、ぴとっ、と――オッサンの背中に、たわわに実ったやわらかな胸を押しつけた。

「うにょー？　こうすればいいのー？」

　りゆもきゆと身を寄せあって、同じことをする。

「――くのいち忍法……色いろ仕じ掛かけの術」

　きゆはオッサンの耳みみ許もとで囁ささやいた。

「オッサン。きゆの声が聞こえますか、オッサン。いいえ……奈な雲ぐもさん。総そう志し郎ろうさん」

「…………！」

　奈雲総志郎。

　何を隠そう、それがオッサンの本名だ。立派な名前なのに、何しろオッサンだから誰にも呼よんでもらえない。

　その名を呼ばれて、しかも、肉感的すぎる双子に密着されたことによる効果はてきめんだった。

　オッサンの身体からだが一・二倍くらい（当社比）に膨れあがって、鼻から蒸じよう気きのような息が噴ふきだした。

　そのときちょうど、三さん枚まい田だがオッサンの顔面に右ストレートを叩たたきこもうとしていた。オッサンはその拳こぶしをがっちりキャッチして、三枚田が慌あわてて繰くりだした左フックは額ひたいで弾はじき返した。

「――うぐっ……!?」

　三枚田は顔をしかめる。オッサンの額も割れて血が流れたが、三枚田も左の拳を痛めたようだ。

「総志郎さん」「そーしろぉー」

　りゆときゆがオッサンにしがみついて囁きかけた。

「――いっちゃってください」「いっちゃえー」

「オォォォォォォ――――ケェェェェェェェェェェェェェェ――――イッッッ……！」

　オッサンは興奮の絶頂に達して、りゆときゆを背負い、三枚田の右拳を握にぎりしめたまま、大暴れした。

　三枚田の肩に、首筋に、頭に、チョップを浴びせる。頭ず突つきする。三枚田はオッサンのボディーや顎あごに左の拳でパンチを浴びせるが、オッサンはびくともしない。

「くっ……！　この……！」

「総そう志し郎ろうさん！　とどめを……！」「やっちゃえ、そーしろー！」

「オォォォォォォォォラァァァァァァァァァァァァ――――――――イッッッ……！」

　オッサンは三さん枚まい田だの胴を両腕で抱えこみ、締しめあげた。

「うおっ……！」

　三枚田が悲鳴をあげて、持ちあげられる。

　浮いてしまったら、もうおしまいだ。オッサンは三枚田を場じよう外がいに放ほうり投げた。

「三枚田ヒロシ、場外っ、失格っ！」

　静しずか先生が宣告すると、逆さか麿まろが髪を振り乱して金切り声をあげた。

「どいつもこいつもクズばかりじゃないか……！　大だい貫かん、行け……！」

「フンガァーッ……！」

　本丸で待機していたゴリラ似の巨きよ漢かんが、南通路に向かってこようとしている。

「百もも地ち姉妹、オッサンにそのまま鳩はと村むらを」

　司つかさの指示を受けて、きゆはオッサンの首に腕を回しながら前方を指さし、

「総志郎さん！　敵を撃げき破はです！」

「バッチコォォォォォォォォォォォォォォォォォォ――――――――イッッッ……！」

　オッサンはりゆときゆをのせたまま、向こうの角にいる鳩村めがけて突き進む。

　皆みな人とと司も、それから、叶かなえも少し遅れてオッサンのあとを追った。



    

  
    
      



    

  
    
      

　鳩はと村むらはうずくまるようにして床に片かた膝ひざをつき、右手をこっちに差しむけて、右手首を左手で握にぎっている。左目は相変わらずつぶっていて、右手の親指を立て、人差し指を突きだして――いったい何のつもりなのか。

「……《空弾の射手ブランクシユーター》」

　鳩村が地の底からわきあがってくるような声でつぶやくと、その人差し指から何かが射出された。見えた、というよりは、そう感じられた。

　その直後、オッサンの右肩の上から顔を出していたきゆが「きゃっ」と悲鳴をあげた。

　つづけて、同じくオッサンの左肩の上から顔を出していたきゆも。

「にゃふっ！　ぃたいよぅ……！」

「――わ、ワァッツ!?　何が……!?」

　オッサンは立ち止まった。途と端たんに「アウチッ！　オウッ！　アウッ！」と叫びながら身をよじりはじめた。

「遠えん隔かく攻撃」

　司つかさはチョコレートをかじりながら鳩村を睨にらみつけた。

「そうじゃないかと思っていた。あれをどうにかしないと――はっ」

「フンガァーッ！　ウホォッ！　鳩村ァッ！　フンガアアアァァーッ……！」

　きた。

　ゴリラそっくりの大おお南みなみだ。鳩村を追い抜いて南通路に進入してきた。鳩村は攻撃をやめたようだが、大南のほうが遥はるかにやばい。

《ザ・ゴリラ》――百人病院送りにした程度の能力の正体は、肉体が図抜けて強きよう靱じんだという、ただそれだけの話らしい。

　でも、総合判定はＤ。単純に、ひたすら強いのだ。

「フンガーッ！　グレエエエエェェェェトッ！　フンガァァァァ――――ッッ……！」

　大南が右腕を振りまわす。

　轟ゴウッ――というすさまじい音がした。

　オッサンは一応、大南の右腕を防ごうとしたらしいが、無駄だった。

「グベシッ……!?」

　りゆときゆもろとも、オッサンは場じよう外がいどころか闘技場ホールの壁まで吹っ飛ばされた。

　静しずか先生が失格を宣告するより早く、叶かなえが皆みな人とと司の前に出た。

「《戦鬼羅刹バトルマニア》……！」

　全身から闘気を放って、叶が大南に突進する。皆人はぶったまげた。

　一撃。またも一撃だ。

「フンガァァァァァァーッ！」

「――うぁっ!?」

　大おお南みなみはただ無造作に左腕を振っただけで、叶かなえを場じよう外がいに叩たたきだしてしまった。

　違う。あまりにも違うのだ。パワーが違いすぎる。圧倒的だ。

　大南が皆みな人とに迫ってくる。

　だめだ。

　終わった。

　もう無理だ。

　絶望しながらも、なんとかあがこうとしたのか。皆人自身にもよくわからない。

「ま、待った……！」

　そう口走ってから、自分はいったい何を言っているのかと皆人は呆あきれた。これは真剣勝負なのだ。権限クレイムを賭かけた限定戦リミテツドだ。待ってくれるわけがない。

　そのはずなのに、大南はぴたりと動きを止めて首をひねった。

「ウホッ……？」

　信じられないが、チャンスだ。ここを逃のがす手はない。

　皆人は攻撃する意思はないと示すために両手をあげて、ためらわずに大南に歩みよった。まずは37センチ。それよりも近づいた。

「喧けん嘩かはよくないよ。争ったってしょうがない。あんたもそう思うだろ？」

「……ムホ……」

　大南は皆人を見つめて、深いため息をついた。

《平和主義者ラヴ＆ピース》。皆人の能力が効きはじめている。

　それにしても、今まで気づかなかったが、大南はものすごく澄すんだ目をしている。顔や身体からだはすこぶるごついが、見れば見るほどやさしそうだ。

　きっと、根はいいやつなのだろう。だから、皆人の「待った」にも応じてくれた。思わず応じてしまったのだろう。百人病院送りにしたのも、逆さか麿まろみたいな男に従っているのも、何かよっぽどの事情があるのだ。

「ムホ」

　大南はうなずいて微笑ほほえんだ。

　自分のほうがよっぽど悪いやつだ。皆人はそう思わざるをえなかった。

「な、何をやってる、大だい貫かん……！」

　逆麿が床を蹴けって叫んだ。それと同時に、皆人は大南をそっと場外へ押しだした。

「ごめんな、大南」

「ウホ……？」

　大南は逆らわなかった。

「――大南大貫、場外っ！　あと、百もも地ちりゆときゆ、奈な雲ぐも総そう志し郎ろう、荒あら浪なみ叶も、みーんな失格っ！」

　静しずか先生に失格を宣告されてもきょとんとしている大おお南みなみを見て、胸が痛まなかったといったら嘘うそになる。

「ていうかっ！　いだっ！　いだだだっ！　いだっ！　いづぁっ……!?」

　胸だけじゃない。あちこち痛い。

　鳩はと村むらだ。

　鳩村が遠えん隔かく攻撃を再開したのだ。

　皆みな人とはとっさに司つかさを背にかばって、とにかく鳩村に接近しないといけない、前進しなきゃいけないと思うのだが、痛くて痛くてたまらない。前に進むどころか、体勢を低くして、痛みに耐たえているだけでやっとだ。

「や、やばっ、い、いだっ、ぐあっ、ちょっ、だっ、まっ、真ま田た部べっ、いでぁっ、だ、だいじょっ、ぶっ!?」

「花はな咲さきが盾になってくれているから、ボクは痛くない」

「そ、いだっ、そっか、いづぁっ、そ、それならっ、あだっ、よ、よかっづぁっ!?」

「ごめん、花咲。ボクの作戦は完かん璧ぺきじゃなかった」

「い、いあっ!?　そ、ぞんなごどっ!?　なっ!?　いでぇあっ……!?」

「守ってくれて、ありがとう、花咲。どうやら、ボクの役目はここまでらしい」

「えっ……!?」

「食欲が痛みをかき消してくれる。ボクはへいき」

　司はほんの少しだけ口くち許もとをゆるめて、皆人の頬ほおをそっと撫なでた。

　そして、駆かけだす。

　皆人の前に出たことで当然、鳩村の攻撃を、司が一身に受けることになる。

　最初はおそらく、痛みのせいで足どりが重かったが、間もなく司は何か叫びながら加速した。

「真田部……っ！」

　司はしばらくチョコレートしか食べていなかったのだ。ものすごく空腹だろう。その飢き餓が感で痛みを打ち消して、司は鳩村に躍おどりかかる。

　鳩村も抵抗したが、凶きよう暴ぼう化した司は男の力でも撥はねのけることができず、もつれあって二人とも場じよう外がいに転がりでた。

「真田部司、鳩村源げん平ぺい！　場外で、失格っ……！」

　静先生の失格宣告を聞きながら、皆人は北通路のほうに目をやった。

　苦く能のう兄弟は皆人を見て、こっちに向かってこようとしたが、すかさず幻げん次じが壁を消して苦能Ｃの背中に飛び蹴げりを見み舞まった。苦能Ｃは「おうぇっ」と場外に飛びだした。

「たぶん苦能三さぶ狼ろうっ、場外、失格っ……！」

「うるぁっ！」「めえっ！」

　苦く能のうＡとＢが振り返って幻げん次じに殴なぐりかかろうとする。幻次はすかさず下がって壁を出した。それならばと苦能兄弟が踵きびすを返すと、幻次はまた壁を消して背後を突こうとする。くびれも魔法で嫌がらせをした。

　幻次たちが苦能兄弟を釘くぎ付けにしてくれている。北通路が破られることはなさそうだ。

　皆みな人とは走った。

　障害さえなければ、たいした距離じゃない。

　もうすぐだ。

　とうとう――ついに、東軍の本陣にたどりついた。

　マリカが皆人を見つめて唇を噛かみしめている。目が真っ赤だ。かなり潤うるんでいる。

「……役立たずどもが！」

　逆さか麿まろは吐はき捨すてるように言ってから、顎あごをしゃくって皆人を示した。

「やれ、厳げん城じよう。どのみち、あいつをやれば本丸は落とせる。そうすれば俺の勝ちだ」

「褒ほう美びは弾むんだろうね……？」

　厳城がゆっくりと歩いてくる。手にしている鞭むちは、そうとう長い。２メートル――いや、３メートルほどもありそうだ。

　皆人としては、近づかないと勝しよう機きがない。一気に懐ふところに――入りこもうと駆かけだした瞬間、両腕、両脚に感電でもしたような衝撃が走って、皆人は座りこんでしまった。

「……つっ……な、何が……？」

「あたしは《戦慄の女王様キラークイーン》！　自在に操あやつれる鞭を、ぞんぶんに食らいな……！」

「っ！　っ!?　っ……!?」

　鞭が生き物みたいに動いて襲いかかってくる。鞭で打たれていることは間違いないが、速すぎて見えない。激烈な痛みで頭の中が真っ白になる。なすすべがない。

「ほらぁ！　ほらぁ！　ほらほらほらぁ！　あはははははっ！　ほらあぁぁぁ……！」

「――っ！　っ！　っ！　っ！　っ！　っ！　っ！　っ！　っ！　っ！　っ……！」

「叩たたくだけじゃない。あたしの鞭は、こぉーんなこともできる」

「うっ……ぐっ――」

　なんだ。これは。息ができない。鞭。鞭だ。鞭が首に巻きついている。

　皆人は両手で鞭を引き剥はがそうとした。だめだ。しっかり食いこんでいる。視界がゆがんで、かすむ。マリカが何か叫んで、走ってこようとしたが、逆麿に制止された。逆麿が何か言っている。よく聞こえない。もう無理だ。苦しい。苦しすぎて――死ぬ。

　大おお袈げ裟さじゃない。本当に死ぬかと思った。

　急に楽になったときは、死んだのかもしれないと疑うたがったが、違った。そうじゃない。鞭がゆるんでいた。どうして……？

「うわああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　――映うつる。

　映が厳げん城じようの腰のあたりに組みついて、本陣の外へと押しだそうとしている。

「……え、そういえば、映……」

　いなかった。

　ずっといなかった――わけがない。気づかなかっただけだ。

　誰にも気づかれない程度の能力、《私は空気エアマインド》で、映は空気と化していたのだ。

　司つかさが言った。この勝負にはポイントが三つあると。一つは皆みな人と。もう一つは不確実。あとの一つは秘密だと、司は答えを濁した。これだったのだ。

　映は注目されていると空気になれないし、もちろん、敵にも悟さとられたくない。だから、司はあえて秘密にしておいて、きっと映にこっそり命じたのだろう。空気となって、決定的な場面で仕事をしろと。

　映はなしとげた。

　完全に不ふ意いを突かれた厳城は、映に押しまくられて、寄り切られた。

「……なっ――あ、あたしとしたことが……っ！」

「や、や、や、やややややった……！　僕、やったよ……！　花はな咲さき……！」

「おう！　すげーよ、映！　かっこいいなんてもんじゃねーって……！」

「はーい、厳城クリスチーナ、霜しも山やま映、ともに場じよう外がいで、失格っ！」

「……えっ、あっ……ぼ、僕の足も、ラインの外に……出ちゃってる……」

「気にすんな！」

　皆人は鞭むちの跡がついている首をさすりながら、マリカを羽は交がい締じめにしている逆さか麿まろに向きなおった。

「もう勝負ありだ」

「……ふん。勝負あり、だと……？」

　逆麿はガタガタ震ふるえている。顔面蒼そう白はくだ。汗をびっしょりかいて、額ひたいに髪が張りついている。

「ふざけるな。ふざけるんじゃない！　最後に笑うのは俺だ……！　いいか、生ゴミ、俺に近づくな。動くなよ。そこから一歩でも動いたら……」

「ちょっ、日ひ隅ずみ、おまっ、何を――」

「動いたら」

　逆麿は袖そでから何か細い物を出して、マリカの右耳に突きつけた。

　まさか、これが狙ねらいか。

　戦力にはならないだろうマリカを参戦者に加えたのは、いざというときに、この手を使うためだったのか。

「ここに、こいつをぶっ刺してやる。深々とな。刺さるところまで、刺してやる」

「……って、それ、鉛筆だろ。いや、尖とがってるし、鉛筆でもふつうにあぶないけど！　ていうか静しずか先生、こんなのアリかよ!?」

「アリ、ですねぇ」

　静先生は、ずれた眼鏡めがねを押しあげた。

「だって、味方を人質にしちゃいけない、なんてルールはないもん」

「そ、そんなっ……」

「べつになぁ」

　逆さか麿まろは顔を引きつらせて、フヒフヒヒ……と薄うす気き味み悪わるい笑い声を立てた。

「どこだっていいんだ。鼻だろうと、目だろうとな。二目と見られないツラにしてやってもいいし、失明させるのも悪くない。その程度のことは一瞬でできる」

「……やりすぎだろ、いくらなんでも！」

「あるいは、そうかもな。ひょっとしたら、俺はあとで処分されるかもしれんが、知ったことか。どうだっていい。どうせ、こんな学校に未み練れんはないしな」

　逆麿の顔がゆがむ。ひどく、ゆがむ。

　苦しそうに。

「くだらん。何もかもが。生きてること自体がつまらん。だが、このきれいすぎる女をめちゃくちゃにすれば、ちょっとだけ胸のつかえがとれそうだ」

「……花はな咲さき。わたしのことはかまわないで」

「何、言ってんだよ、姫ひめ！　かまうよ！　かまうに決まってるだろ……！」

「しかし、生ゴミ、きさまは俺を止められない」

　逆麿は鉛筆の先で、ちょん、ちょん、とマリカの頬ほおをつつく。そのたびに、マリカは身み震ぶるいした。

　こらえているのだ。あたりまえだ。あんなことをされて、こわくないはずがない。

「俺を止められるのは、きさまじゃない。――清せい浄じよう院いんマリカ」

「……え？」

　マリカは虚きよをつかれたようにまばたきをした。

「わたし……？」

「そうだ。おまえをめちゃくちゃにするのもいいが、それはそれで惜おしいからな。もし、おまえが……俺の要求を、おまえがのむなら、この勝負に負けてやってもいい」

　そう言っておきながら、逆麿はなかなかその要求とやらを切りだそうとしなかった。

　ずいぶん長い間、荒い息をしながら躊ちゆう躇ちよして、そのあげく――逆麿はようやっと口を開いた。

「俺を愛せ、清浄院。どんなに金かねを持っていても、どれだけ金を積んでも手に入らなかった愛を、俺にくれ。そうしたら、ほかには何もいらない。どうなったっていい」

　皆みな人とは茫ぼう然ぜん自じ失しつした。

　逆さか麿まろは顔をどす赤く染そめている。もしかすると、恥じているのかもしれない。悲しそうで、寂さびしそうでもあった。まるで、我わが儘ままで、誰にも遊んでもらえなくて、一人で泣いている子供みたいだ。

　これが日ひ隅ずみ逆麿の正体だったのか。

　こんな男が敵なのか。

「……あなたは」

　マリカは床に目を落とした。

「少し、わたしに似てる。同情はするけど……あたしも愛されたことなんてないから、よくわからないけど……愛ってそういうものじゃないと思うから――ごめんなさい」

　いったい誰に謝あやまったのか。

　マリカは顔を上げて皆人を見た。ということは、皆人に謝ったのか。どうして？　マリカが今、ここで逆麿の要求をのめば、その瞬間に決着がつく。でも、のめない。だから、謝ったのか。

　いきなり愛せと言われて、できないのは当然なのに。

　そんなことで謝る必要なんか、これっぽっちもないのに。

「謝るなよ、姫ひめ！　謝ったりするな！　ひどいことなんか、絶対させねーから……！」

　マリカは眉まゆ根ねを寄せて、口をへの字に曲げた。それからたぶん、皆人の名を呼よぼうとした。なんとなくだが、そんな気がしてしかたない。でも、マリカはそのかわりに首を横に振ってみせてから、まっすぐ前を向いた。

「日隅くん。わたしには、あなたを愛することはできない」

「……そうか」

　日隅はうつむいた。

　鉛筆を握にぎっている日隅の手が、細こまかく振動しはじめる。

「そうか……」

「だめだ、やめろ、日隅……！」

　皆人は叫んだ。皆人だけじゃない。鴨かも美みに髪を切られながら茂しげるが、りゆときゆの下でオッサンが、映うつるが、苦く能のう兄弟を食い止めている幻げん次じが、それぞれ声を張りあげた。

「姫……！」「姫……！」「清せい浄じよう院いんさん……！」「清浄院……！」

　幸こう子こが戦陣フイールドの外で金切り声を出す。りゆときゆはオッサンの上で抱きあって、叶かなえは床を蹴けった。司つかさはカッと目を見み開ひらいて、くびれも幻次の後ろで悲鳴のような声をあげた。

「姫、だめーっ……！」

「姫ぇーっ」「姫さん……！」「清浄院……！」

「っっ……！」「清浄院さん……！」

　みんなの声を聞いて、マリカは闘技場ホールを見まわした。10組の全員を見て、ほんの一瞬だが、泣き笑いのような表情を浮かべた。

「ごめんなさい」

　そしてなぜか、かすかに頭を下げて、ふたたび謝罪の言葉を口にした。

「わたし、嘘うそをついてた。たくさん、隠してた。父に利用されるのがいやだったの。だから、こんな能力は使いたくない、消えてしまえって、毎日祈ってた。そうしたらある日、本当に使えなくなったの。わたしは自分で能力を封印したの。だけど――」

「残念だよ、清せい浄じよう院いん……！」

　逆さか麿まろが鉛筆を振りかざした。思いきり、渾こん身しんの力をこめて、突き刺すつもりだ。

　皆みな人とは駆かけよろうとした。

　でも、間に合わない。どう考えたって、間に合いっこない。

　マリカがまばたきをして、逆麿に顔を向ける。

　その瞳から、細くてほどよく高い鼻び梁りようから、朝露に濡ぬれた花か弁べんのような唇から、なめらかな頬ほおから、顔全体、いや、全身から、何かとてつもないものがあふれた。

　それは《女神の射程ビユーテイーレンジ》。

　この世の誰よりも美しい、その麗うるわしさの威い力りよくにあらがうことなんて、誰にもできない。

　逆麿は瞬時に美の魔力に支配されて、惚ほうけた顔つきになり、鉛筆を取り落とした。

「ひざまずきなさい」

　マリカに命じられると、逆麿はそのとおりにした。

　床に膝ひざをついている逆麿を見すえたまま、マリカは押し殺したような声で言った。

「……花はな咲さき」

「へ？」

「早く、本丸を。この力を使うのは、久しぶりだし……長い時間はもたないから」

「あ……」

　そうか。

　司つかさが言っていた三つのポイント――一つは皆人、秘密のポイントが映うつる、そして残りの不確実なポイントとは、きっとこれのことだったのだ。

　すなわち、マリカの存在。どう転ぶかわからないが、敵の中に味方がいる。

　最後にそれが決め手となったのだ。

「うん、わかった……！」

　皆人は東軍の本丸に足を踏み入れようとした。

　その寸前で、勝手に足が止まった。なぜだろう。

　あとは本丸に十秒とどまるだけで、すべてが終わる。この期ごに及およんで、どうして皆人は迷っているのだろう。

　皆みな人とはマリカの前にひざまずいている日ひ隅ずみを見た。

　打ちのめされたような、弱々しい、その背中を。

　これで終わらせてしまっていいのか。

　本当に、こんな形で。

「……悪い、姫ひめ。やっぱり、日隅を自由にしてやってくれない？」

「は？　何を言ってるの……？」

「いいから。姫は下がってて。まあ、そんなにもたないんだったら、姫が力を使い果たすまで、おれ、このまま待つけどね」

「……意味がわからない！　どうなっても知らないから！」

　マリカは逆さか麿まろから離れた。

　それから間もなく、逆麿が起きあがって、血ち走ばしった目を皆人に向けた。

「――どういうつもりだ、きさま……！」

「んー……」

　皆人は唇をひん曲げて頭を掻かいた。

「なんていうか、おれ、おまえのことすっげー憎たらしかったんだけどね。いやなやつだなーって思って。こういうの、めずらしいんだけど。でも、なんか、だめだわ」

「何がっ！」

「心の底から、どうしようもなく憎たらしいとか、思えなくなった。で、あのまま勝っても、後悔しそうだったからさ。やろうぜ」

　皆人はなんとなくボクシングっぽく構えて、唇をぺろっと舐なめた。

「逆麿。おれとおまえで決着つけて、それで終わりにする。そのほうが、お互いすっきりするだろ」

「ふぁははははぁっ……！」

　逆麿は突然、顔を覆おおって常じよう軌きを逸いつした笑い声をあげた。そうかと思うと突っこんできた。体当たりじゃない。すっと腰を落として、そこから拳こぶしを突きあげてきた。

　顎あごだ。

　よけようとした。遅かった。食らって、目の前を星が飛んだ。

　皆人は倒れそうになったが、なんとか持ちこたえて、大慌あわてで飛びさがった。

「お、おまっ――喧けん嘩か、強いのかよ!?」

「誰が、いつ、弱いと言ったぁぁっ……！」

　逆麿はまた素早く踏みこんでくる。本当にけっこう喧嘩慣れしているようだ。まともに打ちあったら勝てない。皆人は下がらず前に出て、逆麿に組みかかった。体格では皆人のほうにやや分がある。一気に引き倒して、馬乗りになった。

「少し、そのままじっとしてろ！　そうすれば、やる気も――」

「ふざけるなぁっ！」

　逆さか麿まろは下になった状態から平気でパンチを繰くりだしてきた。皆みな人とは顔面に何発かもらってのけぞってしまう。その間に逆麿は皆人の下から抜けだして、距離をとった。

「きさまは気味が悪い……！　きさまの近くにいると、妙な気分になる……！　何なんだ、きさまは……！」

「しょうがないだろ！　そういう能力なんだから！」

「能力！　それがきさまの能力か……！」

　逆麿はフットワークを使い、接近してパンチを出しては離れ、また接近してパンチを出しては離れる。このパンチがまた、どうもうまくよけられないのだ。さして強くはないので、たいして痛くはないが、ダメージが積み重なるとやばい。

「くっそ！　マジで強いし！　こんなことしなきゃよかった――とは思ってないけど！」

「むかつくやつだ！　何がすっきりする、だ……！　何をどうしたって同じだ……！」

「何が同じなんだよ!?　――ていうかっ！　そんなバツバツ殴なぐるなって！」

「同じだ！　おまえに何がわかる！　金かね、金、金！　俺には金しかない……！」

「いいだろ、金はないよりはあったほうが！　――だから！　殴るなって！」

「誰も俺を見ない！　俺が持ってる金しか……！」

「いだっ！　そ、それって、おまえが金を使って人を操あやつろうとするからだろっ!?」

「ほかに！　どうしようがある！　気がついたら、金で人を繋つないでいた！　今さら！　何ができるっていうんだ……！」

「いでっ、だっ、いだぁっ！　ああ、もう！　なんだっていいだろ！　友だちのためにできることなんて、いくらでもあるっつうの！　考えて、それをやれよ……！」

「俺は！　きさまみたいなやつとは違う……！」

「ああ、違うよ！　おれんちはわりと貧乏だしさ！　友だち思いで金まで持ってる、そんなふうにはなれないし！　もしそんなやつがいたら、むしろ友だちになりたいって！」

「だったら……！　きさまは俺の友だちになれるっていうのか……!?」

「はあ!?　なれるけど？」

「な……」

「まあ――」

　皆人はきょとんとしている逆麿にタックルを仕し掛かけて、押し倒した。

「いきなり仲よくなるのとかは、無理だけど……！」

　そして、殴る。殴る。殴る。自分の拳こぶしも痛いし、胸は張り裂けそうだが、殴る。

「ちょっとずつ！　メールとか！　電話とか！　遊んだりして！　時間は！　かかると思うけど！　なれるだろ！　友だちには！　その気になれば！　なれねーとか、今さらとか、もう遅いとか、やりもしないで勝手に決めつけるな、バカっ……！」

　何十発殴なぐったのか、自分でもわからない。逆さか麿まろはとっくに防御もできなくなっていて、息はしているが、動こうとする気配もないようだし、もういいだろう。

　皆みな人とは東軍の本丸まで這はっていって、寝転がった。

　めちゃくちゃ疲れたし、あちこち痛い。

　持ちあげた両手が、やけに重く感じられる。手を広げて、指を十本立てた。

「十……！」

　皆人が力を振りしぼってそう叫ぶと、仲間たちがつづいた。

「九！」

　皆人は右手の親指を折り、次に人差し指を折って、

「八！」

「七！」

「六！」

「五！」

「四！」

「三！」

「二！」

「一！」

　もう皆人の両手の指はぜんぶ折られていて、拳こぶしになっている。

　皆人は大の字に寝たまま両腕でガッツポーズをした。

「――っし！　勝った……！」

「ばんざぁーい！」

　幸こう子こがスカートがめくれるのにもかまわず、ぴょんぴょん飛び跳ねた。

「勝ったぁ！　勝っちゃったよぉー！　すごいすごぉーいっ……！」

「やたよぉー！　りゆもやったー！　きゆ、やったねー！」

「ええ！　やりました！　ぜんっぶ、りゆの活躍のおかげですね！」

「……俺は……果報者だ……我が人生に、いっぺんの悔いなし……」

　オッサンはうつぶせでりゆときゆの布団と化したまま、ビッと親指を立てた。

「よかった……」

　叶かなえはその場にへたりこんだ。責任感の強い委員長だけに、喜びよりも安あん堵どのほうが大きいのかもしれない。

「はは……はははは……か、勝っちゃった……ははははは……」

　半泣きで笑っている映うつるは、厳げん城じように「……どけっ！」と蹴け飛ばされて押しのけられた。

「……ほ、ほんとに、よかったです……」

　へたりこむくびれの隣で、幻げん次じは壁を消して肩をすくめた。

「まったくだね。痛い思いをしなくてすんで、よかったよ」

「がふぁがふぉあふぁごががふぁ」

　司つかさは闘技場ホールの隅すみに置いてあった菓子類の山を漁あさって、もとのサイズに戻っている。

「……俺のおかげだなッ。俺が貴とうとい犠牲を払ったおかげで……ッ」

　茂しげるは鴨かも美みにのしかかられて、今も貴い犠牲とやらを払いつづけていた。鴨美は茂の髪をちょっとずつ切るのに夢中だ。

　皆みな人とはマリカのほうに視線を向けた。目があって、声をかけようとしたら、マリカは崩くずれ落ちるように倒れた。皆人は跳とび起きた。

「姫ひめ……！」



　　　　★



　ポケットに入れてあった携帯電話が振動した。とりだして、チェックする。メールだ。差出人は、さかまろ。

「……あいつのメール、長いんだよな。丁寧で文章うまいから、読むの楽しいけど」

　でも、もう静しずか先生がくる時間だし、おそらく真面目まじめな内容だから、適当にレスするわけにはいかない。読んで返事をするのはあとだ。

　皆人は携帯電話をしまって、右隣の席を横目でうかがった。

　マリカは下を向いて、両手を腿ももに押しつけている。

　あの日、たぶん久々に能力を使ったせいで倒れて、今朝、三日ぶりに登校したマリカは、まだ一言も口をきいていない。誰かが挨あい拶さつをしても、びくっとしてうなずいてみせるだけで、目をあわせようともしないのだ。

　そのせいで、10組の教室には微妙な空気が漂ただよっている。どうする……さあ……どうしようか……どうだろうね……ていうか、どうすれば……うーん……みたいな……。

　茂が、エヘンッ、とわざとらしい咳せき払ばらいをして、「あー。あー」と変な声を出した。それで余よ計けいに教室内が静まりかえった。

　なんだか身体からだがむずむずしてきた。

　かゆみが耐たえがたいレベルに達する前に、静先生が教室に入ってきた。

「起立……ッ」

　叶かなえが号令をかけると、みんな、ばらばらっ……と立ちあがった。

「礼……ッ」

「おはようございまーす！」「はよーっす！」「うっす」「おはようございます」「はよはよはよーっ！」「りゆなのー」「おはようございます」「おはようです」「……っす」「おはようございます」

「着席……ッ」

「はぁーい」

　静しずか先生は、ずれた眼鏡めがねの位置を直しもせずに、出席簿を教卓に置いた。

「えーっとぉー……なんだっけ？　あ。出席とらないと、だねぇ。なのに、先生、なんで出席簿、ここに置いたのかなぁ。謎なぞ……ま、いっかぁー」

　と、静先生が出席簿を手にとるより早く、マリカが挙手した。

「すみません。先生。ちょっと、いいですか」

　硬かたく尖とがった声だった。

　静先生は、ほにゃっとした笑顔でうなずいて、

「いいですよぉ。なんですかぁ？」

「あの、前に出ても」

「どうぞぉ」

「じゃ、じゃあ――失礼します」

　マリカはやけにぎくしゃくした動作で立ちあがり、教壇のところまで歩いてゆくと、みんなに向きなおった。

　こっちを向いているが、目の焦点が定まっていなくて、どこを見ているのかよくわからない。

　背筋が異い様ようにぴんとのびている。歯を食いしばっているようだ。両手はきつく握にぎりしめられて、かすかに震ふるえている。

「わ、わたしっ、はっ」

　マリカはそこまで言って唇を噛かみしめ、うつむきかけて、また顔を上げた。

「わたしはっ、今までこのクラスに、うまく、とけこむことができなくてっ……それは、みんなのせいじゃなくて、わたし自身のせいでっ、だから……だからっ……」

「がんばー」

　幸こう子こが小声で言った。

　皆みな人とも同じ気持ちだったが、あえて口には出さなかった。

「わたしには」

　マリカは絞りだすように、

「……わたしには、資格がないの。ここにいる資格が」

「んなことッ！」

　茂しげるが大声を出しかけたので、皆人は振り向いて「しーっ」と制した。茂が黙ってくれたので、皆人はすぐに前を向いて、マリカを見つめる。

「でも、わたしはっ……」

　一言一言、胸の奥からすくいあげるように、言葉を繋つなげるマリカを。

「ここにいたい。みんなと、友だちになりたい。仲間になりたい。本当は、ずっとそう思っていたの。でも、言えなかった。態度にも、出せなかった。こわかった。おまえなんかいらないって、言われるかもしれないと思って。だから、あんなことになって、心のどこかで、わたしは安心したの。でも、自分はもう10組じゃないんだって思うと、悲しかった。すごく、寂さびしかった。わたしは帰ってきたかったの。だから、ありがとう」

　マリカはこらえて、我が慢まんして、とうとう限界を超えたのだ。

　涙があふれて、それはきらきらと輝く星の流れみたいだった。

「みんな、ありがとう。戦ってくれて、勝ってくれて、ありがとう」

　それからマリカは、星の涙をぬぐいながら、どんな女神も決してかなわないだろう、とびっきりの、宇宙に一つだけしか存在しそうにない、誰だって魅み入いられてしまうに違いない笑顔を浮かべた。

「ただいま」

「――せーのっ！」

　音おん頭どをとったのは叶かなえだった。

　皆みな人とが、幻げん次じが、オッサンが、茂しげるが、映うつるが、幸こう子こが、りゆが、きゆが、くびれが、司つかさが、そして叶も、静しずか先生も、声をそろえて力いっぱい叫んだ。

「おかえり……！」



　　　　★



　授業が終わって学校を出ると、携帯電話が鳴なった。メールだ。

　差出人は、さかまろ。

「……家に帰ってから読むか。きっと長いだろうし。ていうか、もう電話したほうが早いような――でも、電話はなんか恥ずかしいとかいうしなー。まあ、いいけど」

　携帯電話をしまって、たらたら歩いていたら、後ろから走ってくる足音が聞こえて、振り返る前に呼よび止められた。

「花はな咲さき……！」

「あ、姫ひめ」

　皆人は振り向いてまばたきをした。

「どうしたの？　走ったりして」

「わ、悪い？　わたしが走ったら。そんなに走る姿が似合わない？　たしかに、体育会系じゃないと思うけど……」

「いや、悪くないって。ていうか、似合うよ。走る姿も、ぜんぜん」

「そ、そう？」

「うん」

　皆みな人とが歩きはじめると、マリカは横じゃなくて、斜ななめ後ろに位置どった。ちょっと話しづらいし、隣に並んでくれればいいのに。

　そう思って速度をゆるめると、マリカの足どりも遅くなる。

　速めると、ついてくる。

　なんだかおかしくて、皆人はちょっとだけ笑ってしまった。

「いやあ、でも、よかったよなー。ほんと」

「……何が？」

「んー。いろいろ？　かな。そう思わない？　おれは思うんだけど」

「そうかも」

「だよね。うん。よかったよ」

「花はな咲さき」

　マリカは突然、皆人の右みぎ袖そでの肘ひじのあたりを引っぱった。

「……じっ、じつは、き、訊ききたい、ことが……」

「え？　あ……うん、いいけど、何？」

「あのとき、わたしのこと、嫌いになれないって」

「ああ……姫ひめが姫のこと嫌いでも、おれは姫のこと嫌いになれないって？」

「あれは――あれは……どういう意味？　どうして、なの……かなって、思って……」

「どうしてって」

　皆人はマリカがつかんでいる右手じゃなくて、左手で頭を掻かいた。

　どうしてだろう。

　考えていると、マリカのさまざまな表情が思い浮かんで、胸が少し苦しくなった。

　なぜだろう。

「――あ。と……友だち、だから？　かな。同じクラスだし……？」

「あ……そう」

　マリカはがっくりと肩を落として、皆人の袖から手を離した。

「……うん。あなたのことだから、そうだとは思ったんだけど」

「たぶん」

「……たぶん？」

「いや、なんとなく？」

「なんとなくぅ!?」

「流れで……」

「流れ!?」

　マリカは目をつりあげたが、不ふ意いに噴ふきだして、ひとしきり笑うと、

「いい。なんでも。ただ、わたしは嬉うれしかったの。あんなふうに言ってもらえて」

「……そっか」

「あと、これはお願い」

「うん」

「わたしのこと、姫ひめなんて呼よばないで。わたしはお姫様でもなんでもないから」

　マリカはまっすぐ皆みな人とを見ている。きっと、それは軽いお願いじゃない。とても大切なことなのだ。

　皆人はうなずいた。

「じゃあ、清せい浄じよう院いん？」

「それはいや」

「マリカ……ちゃんって感じじゃないんだよな。マリカ……さん？」

「本気で言っている？」

「まあ……変か。同い年だし。てことは……マリカ？」

　マリカはかすかに笑った。おそらく、それが返事なのだと思う。

　その微笑ほほえみは、百の言葉にまさる。千倍、一万倍以上の威い力りよくがあって、皆人はつい、ぼうっとしてしまった。

「また明日」



    

  
    
      



    

  
    
      

　マリカは背を向けて、小走りに去ってゆく。

　完全に見えなくなるまで、皆みな人とは彼女の後ろ姿から目を離すことができなかった。

「マリカ、か……」



　その様子を離れたところから眺めていた者たちがいることを、皆人は知らない。

　二人とも天てん命めい学がく園えんの制服を着ている。ただ、10組でも９組でもない。一人は女子生徒で、もう一人は男子生徒だ。

　ドクロ模も様ようの黒いニットキャップを被かぶっている男子生徒はだるそうにしゃがみ、頭の左右で髪を束たばねた女子生徒は長すぎる袖そでを噛かんでいる。

「つみき。噛むなって。袖」

「ヤダ」

「……あっそ。じゃー好きにすれば」

「うん。好きにする」

　女子生徒は目を細めて、くすくす笑う。

「なんかいいなぁ、10組。いっしょにあそんだら、たのしそう」



    

  
    
      


あとがき



「次はグンゾウ物でいきませんか」と、ある日、担当編集者さんに言われました。

「えっ。軍ぐん象ぞう物、ですか……？」

　僕はすっかり驚いてしまいました。なかなか大だい胆たんなところもある編集者さんだとは思っていましたが、まさか、そうくるとは。

「だけど厳きびしくないですかね。軍象物はちょっと。とくに、ライトノベルですし……」

「いや、そこをあえてやっちゃうわけですよ。けっこういけると思うんですよね」

「いけますかねえ。だって、軍象でしょう。どうかなあ」

「十じゆう文も字んじさんなら書けると思うんですよ。グンゾウ物。これは本当にそう思うんです」

「えっ。そ、そうですか……？　そうかなあ。書けるかなあ、軍象なんて……」

　僕としては半はん信しん半はん疑ぎでしたが、あなたなら書ける、なんて言われると、悪い気はしません。だいたい、僕はおだてに弱いのです。

「でも、ヒロインとかどうします？　ライトノベルだし、ヒロインはいないと……」

「グンゾウでも、当然、ヒロインは必要ですね」

「……やっぱり軍象なんですかね？」

「だから、グンゾウですって！」

「軍象がヒロインかあ。うーん。登場人物は全員、軍象ってことになるんですかね。しかしこれは野や心しん作さくになりますよ。ただの象じゃないし。いいのかなあ。まあ、いいか……」

「おい、十文字」

「はい？」

「おまえ、なんか間違ってるぞ」

「えっ。何がですか……？」

「ていうか、何もかも間違ってるぞ」

「えっ！」

　という打ちあわせから始まったこの物語に、しばしおつきあいいただければ幸いです。

　担当編集者のＩさん、持ち前の超イラスト力でものすごい数のキャラクターに命を吹きこんでくれたしらびさんをはじめ、本書の制作、出版、販売に関わったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に愛と感謝をこめつつ、さようなら。

　またお会いできたら嬉うれしいです。
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